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　スワンドール王国の皇こう太たい子しオルドーは、どうしてこの世に男と女の二種類の人間がいるのか納なつ得とくできないでいた。

　女などというものがいるから、色恋で悩まないといけないことになるのだ。しかも婚こん姻いんとなると、たった一人の相手とするものらしい。

　なのにオルドーを悩ます、美しい姫君たちがあまりにも多すぎる。その中から誰だれか一人を妻に選ぶなんて、とてもできそうにない。

　それとも百人の妻を迎えてもいいことになっても、やはり同じように悩むのだろうか。

　レディに熱い眼まな差ざしで見つめられるのは大好きだ。その柔やわらかな手を握にぎり、ダンスをするのもとても楽しい。

　戯たわむれでするキスの素す晴ばらしさ、こっそりと交かわす愛の言葉に溢あふれた手紙。そんな楽しみも、婚姻してしまったら妻となる女性としかできなくなるというのは、あまりにもつまらない。

　今夜もオルドーは、有力貴族の邸やしきで行われた華はなやかな宴うたげを訪れ、居並ぶ美女たちの手を取って唇くちびるを押し当てる。そして甘い声で、あなたほど美しい女性は見たことがないと囁ささやいた。

　けれどレディたちは、そろそろオルドーの真意に気が付きだしたようだ。最初はその賛さん辞じを素直に受け取る。けれど皇太子が誰にでも同じことを言っていると知ると、途端にがっかりして、虚うつろな笑いを浮かべて皇太子を見送るのだ。

　スワンドールの王族は、黒髪の美男、美女が多い。オルドーも当然、黒髪に紫むらさきの瞳を持つ美しい男だった。

　美男の皇太子、それだけでも十分にレディたちを夢中にさせられるが、さらにオルドーは馬術や剣術にも優すぐれていた。ダンスは上う手まいし、巧たくみに詩を生み出し、語ることができる。

　完かん璧ぺきに何でもこなせるのだと、自分の魅力を過信しているオルドーは、何人ものレディに誘いかけることに、何の戸惑いも罪悪感も感じていなかった。

　誘われたレディたちが、オルドーの不実な態度に傷つくなんてことは、考えてみたこともない。自分だけが愛されたいと夢見るのが、レディというものだというのも分かっていなかった。

　そんな考えでいたから、神はオルドーに罰ばつを与えることにしたのだろう。

　宴からの帰り道、オルドーはついに運命の女と出会ってしまった。

「どうしたんだ？」

　王宮に戻る馬車がいきなり歩あゆみを止めたので、オルドーは窓から顔を出して御ぎよ者しやに問いかけた。

「どこかの貴族でしょうか。馬車が脱だつ輪りんして困っているようです」

「それは気の毒だ。助けてあげるように」

　レディたちに見み境さかいなく声をかけたりするオルドーだが、王族らしく鷹おう揚ようで優しいところもある。困った人を助けるのは、当然の行いだった。

「どなたが乗っているのかな？」

　漆しつ黒こくの見事な馬車だった。僅わずかのランタンの明かりでも、馬車に使われている金かな具ぐが金でできているのか、キラキラと輝いているのが分かる。こんないい作りの馬車に乗っているくらいなら、相当の身分の貴族だと思えた。

　オルドーは馬車を降り、自ら近づいていった。

「どうかご安心を、私は怪あやしい者ではありません。スワンドールの皇太子オルドーです。お困りでしょう。お助けいたします」

　今この国は、王族の暗殺が心配されるような、乱れた国情ではなかった。だからオルドーは安心していて、素直に身分を名乗った。

「まぁ……殿下の馬車でしたの」

　中から、鈴を振ったような美び声せいが聞こえてきた。オルドーは非ひ礼れいを覚かく悟ごで、思わず中を覗のぞき込んでしまう。するとそこには、見事な金色の髪を薄いレースのベールで覆おおった、オルドーがかつて一度も見たことのない美女がいた。

　オルドーは息を吞のむ。

　このスワンドールに、こんな美しい女性がいただろうか。それともこの女性は隣国の人間で、今は旅の途中なのかと、次から次へと聞きたいことが溢れてきて、オルドーはどうしたらいいか分からなくなっていた。

「この国にいて、あなたと一度も出会えなかったことが、私にとって何よりもの不幸だと知りました。よろしければお名前をお聞かせ願えませんか？」

「名は……イパネラ。隣国の外はずれにおりますの」

「そうですか、やはり隣国の方だったのですね。あなたのように美しい人は、この国では見たことがない。こんな夜に、お一人なのですか？」

　馬車の中には他に人はいない。屈くつ強きような若者の御者が二人いるが、それだけでは山さん賊ぞくにでも襲おそわれたら危ないのではないかと、オルドーは心配してしまった。

　脱輪した馬車は、オルドーを警けい護ごしていた騎士と御者が手伝って、難なく道に戻すことができた。オルドーはあまりに早く仕事が片付いたことでがっかりしながら、まだ未み練れんたらしく馬車の側にへばりついていた。

「よろしければレディ・イパネラ。あなたの住まいまでお送りいたしましょう」

「いいえ。宮殿とは離れておりますから」

「でも、せっかくこうして知り合えたのですから、ぜひ、いろいろとお話ししたいと思います。よろしければ、そちらに同どう乗じようさせていただけないでしょうか？」

「それでは……どうぞ」

　イパネラはそこで御者に命じ、馬車の扉とびらを開かせた。

　若い男を簡単に自分の馬車に乗せるなんて、レディのすることではない。普通なら断るべきところだが、相手が皇太子となったら、むげには断れないだろう。

　オルドーは浮き浮きしながら、イパネラの馬車に乗り込んだ。

　中の座席には、深しん紅くのビロードが張られ、同じ布で作られたクッションが幾いくつも置かれている。縁ふちには金きん糸しのモールが縫ぬいつけられていて、いかにも高貴な人の乗るような馬車の作りだった。

　馬車はゆっくりと動きだす。国境までイパネラを送り、また王宮に戻るとなったら、帰り着くのは明日になってしまうだろう。それでもオルドーは、イパネラといたかったのだ。

「お父上は、何をなさっておいでですか？」

　隣国の高貴な姫君たちのことを思い出しながら、オルドーは訊ねる。オルドーの妃きさき候補として、隣国の姫君の姿絵と、身しん上じよう書しよが何通も送られてきていた。その中にイパネラの姿があれば、オルドーは忘れなかったはずだ。

「父はおりません……夫はおりますが」

　イパネラは手にした扇おうぎで、口元を隠しながら言った。もしかしたら夫のある身のイパネラに、オルドーがよからぬ思いを抱いだいていることを、笑ったのかもしれない。

「婚姻なさっておいでか」

　オルドーは一瞬で絶望の淵ふちに叩たたき落とされた。一ひと目め惚ぼれした相手が、人妻だったのだから。

　けれど手に入らないとなったら、余計にオルドーの情熱は高まっていった。これまでこんな思いを経験したことがない。愚おろかなオルドーは、初めて恋の苦しみを知ったのだ。

「城に夫ふ君くんはおいでなのですか？」

「いえ……主あるじは、旅に出ております」

「そうですか……」

　ならばまだ恋の希望はある。相手が人妻でも、奪い取ることは可能だ。過去にもそういった略りやく奪だつ婚こんの前例がないこともない。

　この美しいイパネラを妃とすることを想像しているだけで、オルドーはぼうっとなってしまい、自分の間違いに気が付きもしなかった。会ったばかりのレディ、しかも人妻に恋するなど、まともな精神状態ではない。

「レディ・イパネラ。あなたには辺境の城など相応ふさわしくない。むしろ玉ぎよく座ざこそがあなたの居場所です」

　オルドーはイパネラの手を取り、思わず囁いていた。

　絹の手袋に包まれたイパネラの手は小さく、ひんやりと冷たい。オルドーは両手で包み込むようにすると、そっと唇を押し当てていた。

「スワンドールは小さいですが、豊かな国です。あなたが望むなら、どんなものでも用意しましょう。ですからイパネラ、この私と……共に」

「夫を捨てろとおっしゃるの？」

　イパネラはオルドーの突然の申し出に、戸惑う様子もなく訊きいてくる。まるで子供のわがままに付き合っているような寛かん大だいさが感じられた。

「あなたを一人で置いていくような、不実な夫君ですよ。私だったら、あなたの側を片時も離れない。決して、寂さびしい思いなどさせはしません」

「お優しいのですね、殿下。けれどよくお考えになってください。私は夫を愛しておりますの。簡単に夫を捨てるような、不実な女ではありませんわ」

「それでこそあなただ。けれど、私にも挑戦する機会をください。あなたの心を、完全に奪うことができるかもしれないじゃないですか」

　オルドーは強引だ。イパネラは呆あきれただろうが、そんなことを考える余裕ももうなくなっていた。

「私の心を奪えるとおっしゃるけれど、殿下はなぜ、私にそこまで惹ひかれたのですか？」

「それは……完かん璧ぺきと思えるその美しさです」

　これまで愛を囁いてきたすべてのレディが、オルドーにとって一気に色いろ褪あせた存在になってしまった。今はただ、この燦さん然ぜんと輝く金色の髪のイパネラだけが、オルドーにとって唯一の女性だと思えてしまうのだ。

「そう……美しさに惑わされただけ」

　ふっとイパネラが笑ったような気がした。オルドーは暗い馬車の中では、真っ赤になってしまった顔を見られなくてよかったと思っていた。

「殿下、ここまでで結構です。今からお戻りになれば、夜明け前には王宮に戻れるでしょう」

　イパネラに言われると、従わなくてはならないような気になってしまうから不思議だ。馬車が止まると、オルドーは内心は望んでいないのに、イパネラの馬車から降りていた。

「これでお別れなんて残念です」

　馬車の扉の前でオルドーが悲しげに言うと、思いもよらない返事が戻ってきた。

「殿下のお気持ちに代わりがないなら、明日の夜、ここでまたお会いしましょう」

「えっ……」

「よい夜を……オルドー殿下」

　イパネラがそう言うと、馬車の扉は御者によって閉ざされてしまった。そして馬車は走り去り、オルドーは醒さめない夢の中に一人残されていた。
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　翌日の夜、オルドーは華はなやかな上着に、宝石を縫ぬいつけたマントという出いで立たちで、イパネラと約束した場所に出向いた。

　夜なので見つけられないと困ると思ったオルドーは、従う騎士たちに命じて火を熾おこさせた。炎ほのおは森の木々を焦こがすのではないかと思うほどに燃え上がり、オルドーはそこで暖だんを取りながら、ひたすらイパネラが来るのを待っていた。

「おお、暖かな火が。どうか、しばしあたらせてください」

　暗い森の奥から突然現れたのは、髪も乱れ、ボロ布を纏まとっただけの薄うす汚ぎたない女だった。病やまいに冒おかされているのか、その顔は醜みにくく爛ただれ、ボロ布から覗のぞく手足は枯かれ木のように細い。

　オルドーはすぐに騎士たちに命じた。

「大切な人との待ち合わせだ。あの醜い女を追い払え」

　今にも死にそうな女が、暖を求めている。そんなことは分かっていたが、オルドーは情なさけを掛けてやる気になれない。その女が死のうが生きようが、どうでもいいことだったからだ。

「殿下の面前を汚すな。すぐに去れっ」

　騎士はそう怒ど声せいを浴あびせると、木の枝を振って女を追い返そうとする。

「温まる以外に、何も望んではおりません。気高い王子様、どうか、しばらくあたらせてください」

　女は地面に平伏して懇こん願がんする。けれどオルドーは、よろよろと再び近づいてくる女に向かって、剣を抜いて脅おどした。

「それ以上近寄ると、命の保証はないぞ。ここはおまえのような者が来るところではない。さっさと立ち去れっ」

「わたしは、ずっとこの森におりました。なのに今から、どこへ行けはいいのでしょう？」

「私の知ったことかっ。おまえがそこにいるだけで、空気が汚れる。さっさと消えろっ」

　ぐずぐずしていたら、イパネラが来てしまうかもしれない。イパネラはこんな病やんだ女が側にいると知ったら、馬車から降りてはこないだろう。

　苛いら立だったオルドーはさらに、きらきらと輝く剣先をその胸元に近づけて脅した。

「自分の足で歩けるうちに逃げないと、二度とこの森を彷徨さまようこともできなくなるぞ」

「なぜ、そのように忌いみ嫌うのです？」

「自分でもわかっているのだろう。そんな醜い姿は、人前に晒さらすものじゃないと。だから森に隠れているんだろうが、それなら大人おとなしくいつまでも隠れていろっ」

「そう……そんなことを考えているのね」

　その時風が巻き起こって、焚たき火びが大きく揺らいだ。

　すると女の姿は消え、真っ黒なマントで全身を覆おおったイパネラがそこに立っていた。

「えっ……」

「愚かな男。私も美しいものは好きだけど、おまえが見ているのは、ほんの表面だけ。本当の美しさを知ろうともしない」

　イパネラの顔に炎はあたっていないのに、その白い顔の細かい表情まですべてがオルドーには見えていた。

　真まっ青さおな瞳は、宝石のように輝き、唇くちびるは石榴ざくろの汁を塗ぬったかのように赤い。その美しさは完かん璧ぺきだったけれど、それ以上に凄すごみも増していて、オルドーはいつしか一歩、また一歩と後あと退ずさっていた。

「お、おまえは何者だ。魔女なのかっ」

「私は……夜の女王、人の歴史より長く生きている」

「あ、悪魔かっ」

　オルドーは騎士の姿を捜す。けれど騎士たちは全員、ぼうっとなって立ち尽くしているばかりだった。

「騎士たち、何をしている。私を助けろっ！」

　けれど騎士たちに、オルドーの声は聞こえていなかった。

　オルドーは剣を手に、戦おうと身構える。

　そういえば森の奥に、薔ば薇らがたくさん植えられた、不思議な城があると聞いたことがある。そこには人とも神とも、悪魔ともしれない不死のものが棲すんでいるが、誰もその城に辿たどり着くことはできないという。

　そんなものは伝説だと思っていた。だがこれは現実で、イパネラはその城に住む魔物なのだろうか。今、オルドーがどう逃げても、その前にすっと姿を現すなどという、不思議な魔力を見せつけている。

「姿だけが美しい、愚かな王子。あなたを殺すことなんて簡単だけれど、それこそ愚かだわ。それよりもっと素す晴ばらしいもの、苦しみを贈おくりましょう」

　イパネラは笑いながら、踊おどるようにしてオルドーの前に立つ。

「きっとおまえには、美しい子供がたくさん生まれるでしょう。そうね、その中でも一番最初の娘がいいわ」

「な、何の話だっ」

「つまらぬ父親の元にいるより、ずっといい。私の侍じ女じよに召めしましょう」

「な、ななな、何だってっ」

「その娘が十五になったら、いただきにいくわ」

　目の前からイパネラの姿が消えた。オルドーは剣を構えたまま、きょろきょろと周囲を見回す。その首筋に、いきなりひんやりとした手が触れてきた。

「あっ！」

「約束よ、愚か者の王子様。私の侍女に相応ふさわしいように、美しく育てなさい」

「断るっ、誰だれがそんな約束なんてするものかっ」

「するのよ、ここで……。約束の印しるしをいただくわ」

　ふわっと金色の髪が、オルドーの目の前で揺れた。次の瞬間、オルドーは首筋にイパネラの唇を感じていた。

　何と官能的なキスだろう。微かすかな痛みを感じたが、それすら甘やかに感じられ、オルドーは陶とう然ぜんとなっていく。

「あ……ああ……」

　世界がぐるぐると回っているように感じられた。そのままオルドーは意識を失っていく。

　そして再び気が付いた頃には、焚き火も消えていて、空は微かに白しらみ始めていた。
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　フォンダン伯はく爵しやく家の令れい嬢じようアルルは、三歳ですべての運命を変えられた。

　その年、スワンドール国の新国王となったオルドー陛へい下かに、姫君が誕生したからだ。

　どういういきさつがあったのか、知る者はほとんどいない。けれど新国王が、何者かの呪のろいを恐おそれていて、生まれたばかりの姫君のために騎士団を結成したのは、国民まで広く知る事実だった。

　当初は王の騎士団の一部が、姫の騎士団となっていた。だがオルドー王は、いずれ姫が成長した時に、常つねにその身辺に置く騎士が、男ではやはりまずいと思ったのだろう。姫を守るための女騎士団を作ることにしたのだ。

　国王の忠実な臣下であるアルルの父は、アルルを騎士団に入らせると即座に決めてしまった。そのためにアルルは、三歳からレディ教育の他に、騎士としての訓練もさせられるようになってしまったのだ。

　訓練を辛つらいと感じるようなら、アルルの運命は悲劇的だっただろう。ところがアルルは、レディ教育よりもずっと騎士の訓練のほうが好きだった。

　その日もアルルは、兄のアルバート相手に、熱心に剣の稽けい古こをしていた。明日は十五歳の誕生日、ついに王宮に行って正規の騎士団に入団できる日がやってくる。

　金茶の髪に、枯かれ葉は色の瞳、レディとしても十分に美しく育ったというのに、明日からは男の騎士たちと同じように、甲かつ冑ちゆうを纏まとい、重たい革かわのブーツを履はくことになるのだ。

「アルル、本当に女騎士なんかになってもいいのか？」

　アルバートに訊きかれて、アルルは剣を構えつつ笑った。

「もちろんよ。そのために今日まで訓練してきたんだから」

「騎士なんかになったら、婚期を逃のがすぞ」

「別に構わないわ。マリーナ王女様が、自分のための騎士団なんて、もう必要ないと思われるまで、私は務めるつもり」

　五つ年上の兄は、いずれ伯爵家を継つぐ。それまでの間は国王の騎士として、今はまだ幼おさない王子たちの警けい護ごにあたっている。そういった警護の合間に戻ってきたアルバートを捕まえて、アルルは訓練をせがむのだ。

「母上をあまり悲しませるな」

「でも父上は喜んでるわ」

　十二年前、姫のための騎士団の話が出た時に、真っ先に名乗りを上げたのがフォンダン伯爵だ。乳う母ばが手を焼くほど元気すぎるアルルを、ぜひ王女の騎士にと、自みずから売り込んだのだ。

　けれどアルルの母親は、レディとしてアルルを育てるのを楽しみにしていたから、伯爵の決断に大反対だった。

　今でもその気持ちは変わりなく、元々はとても仲のいい夫婦なのに、アルルのことでは喧けん嘩かが絶たえない。明日からは王宮に行くとなって、ますます母の嘆なげきは大きくなっているようだ。

「母上も、もう一人くらい娘を授さずかればよかったのにな」

　アルバートを長男に、フォンダン伯爵には五人の子がいる。三番目に生まれた子供がアルルで、たった一人の女の子だ。

　兄二人、弟二人に囲まれて育ったアルルだ。じっと大人おとなしくレディ教育なんて受けるより、剣や乗馬の訓練のほうが楽しくなってしまったのも、仕方のないことかもしれない。

「明日が楽しみでたまらないの。これからは、マリーナ王女様のお側に、ずっといられるのだもの」

　嬉うれしそうに言うアルルだけれど、手は遊んでいない。しっかりとアルバートと剣を合わせている。

「全く、女にしておくのが惜おしいくらい、剣と乗馬の腕は認めるよ」

「ありがとう、兄様」

　将来、姫のための騎士団に参加すると約束した貴族の令嬢たちは、幼い頃からマリーナと近しくする機会を与えられていた。

　アルルは毎週のように王宮に足を運び、可か憐れんな王女の遊び相手となっていたのだ。

　マリーナは、黒髪の愛らしい姫君だが、美しいのはその姿だけではない。誰だれにでも優しく、慈じ悲ひ深い、素す晴ばらしい心根を持っている。そこがアルルに、忠ちゆう誠せい心しんを抱いだかせる元だった。

　オルドー王は、そんなマリーナのために、もっとも美しいドレスを作らせ日々着飾らせた。何人もの優秀な音楽教師を付け、さらにダンスの名手を雇やとい、国内一の詩人や、博学な博士を教師として、最高の教育まで与えた。

　その結果、マリーナは素晴らしい王女として育っていて、国民の人気も弟の皇こう太たい子しを凌しのぐ勢いだ。

「兄様、マリーナ王女様が呪われてるって噂うわさ、あれは本当なの？」

「さあね。誕生されて十二年になるけれど、まだ何も起こってないだろ。陛下は悪い夢でも見たんじゃないのかな」

「いったい誰が、あの王女様を呪うの？　呪われる意味がわからない」

「それは……きっと陛下に何かあったのさ」

　すでに大人になっているアルバートには、理由が想像ついただろう。けれどアルルには分からないままだ。

　侯こう爵しやく家の姫君を妃きさきに迎えたオルドー王だが、それまではレディと見れば誰にでも甘い言葉を囁ささやく、浮気者だったという噂を聞いている。

　それが原因で、どこかの姫君の恨うらみを買ったというのがもっぱらの噂だが、まだ心は子供のアルルに対して、アルバートはそこまで言うつもりにはなれないのだ。

　オルドー王に何かがあったのだろうと、大人たちはみんな思っている。そうでなければ、ある日を境にすっかり人が変わってしまい、とても知的な女性ではあるが、特別に美しいわけでもない侯爵家の姫君と、さっさと婚こん姻いんしてしまったのが不思議だ。

　幸いなことに、美しくはなくても聡そう明めいで優しい妃は、王を支える最高の妻となった。軽けい佻ちようなところのある王は、妃の意見に素直に耳を傾け、今では立派な王になっている。

「陛下が呪われているのかしら。だったら、陛下の身も守らないといけないんじゃないの？」

「その心配はない。国王の騎士団は、最高の実力者ばかりだから」

　自らも国王の騎士団の一員であるアルバートは、胸を反そらして答える。その隙すきにアルルは、巧たくみにアルバートの手から剣を払い落としていた。

「あっ……」

「隙ありよ、兄様」

　アルルはにやっと笑いながら、アルバートの胸に飛び込んでいって、その喉のど元もとに練習用の剣を突きつけた。
















「本物の敵じゃなくて、よかったわね」

「ああ……そのようだ」

　アルバートは照れたように笑うと、もうこれで終わりにしようというように、アルルに向かって敗者の礼をする。

「あら、もう終わり」

「もういいだろう。一日、皇太子や王子のお守りをしてるんだ。少しは休ませてくれ」

「それじゃ、私も弟たちを鍛きたえてあげようかな。相手してあげられるのは、今日が最後だし」

　そこでアルルは、初めて寂さびしいと感じた。

　王女のための騎士団は、アルバートのように自宅から通うことはできない。退団するまで、王宮内で暮らすのだ。

　もちろん家族との対面は許されているが、やはり離れて暮らすとなると事情は違う。

「それより今夜くらいドレスを着て、母上の側にいてやるといい。何着もドレスを作ってくれたのに、ほとんど着てないんだろ？」

「……そうだけど……ドレスは嫌いなんだもの」

「母上をあまり悲しませるな」

　母親思いのアルバートの言葉に、アルルは項垂うなだれる。ドレス姿のアルルを前にしたら、きっとまた母は、娘を生んだつもりなのに、あんまりだわと泣きだすのだろう。
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　十五歳になったその朝、アルルは生まれ育った伯はく爵しやく家の邸やしきを後にした。愛馬に積んだ荷物は、着替えが数着、それと愛読書、髪を束たばねる数本のリボンのみだ。王宮に入れば、騎士団にはすべてのものが支給される。

　途中までは、二人の弟と次じ兄けいが付いてきてくれた。けれどそれも、首都へと向かう街道の入り口までだ。

「アルル、アルバート兄さんにあまり恥はじをかかせるなよ」

　次男のアダムスが、心配そうに言う。

「アルル、寂さびしくなって夜中に泣くんじゃないか」

　三男のアルフレッドは笑いながら言ってはいるが、本当は自分のほうが今にも泣きだしそうだった。

「姉様、本当にもう戻ってこないの？」

　末っ子のアラミスは、すでに涙声になっている。

「王宮内に来れば会えるわよ。アルフレッドもアラミスも、いずれ騎士になるんでしょ。そうしたら会える機会も増えるわ」

　フォンダン家では、次男のアダムスだけが、王立の大学院で学ぶ学者の卵だった。下の二人も、いずれは騎士となって、王のために働きたいと思っているようだ。

「みんな、そんなに心配するな。アルルのことだ。騎士としてなら立派にやっていける。レディとしては……無理だろうが」

　アルバートの言葉に、三人の兄弟は笑い声を上げた。

「私のことはいいから、みんな、お母様を慰なぐさめてあげてね。きっと、何日かは泣いているだろうから」

「ああ、それなら任せろ」

　アダムスが力強く言ってくれたので、アルルも笑顔になれた。

「それじゃ、みんなも元気でね」

　もっといろいろと話したい気持ちもするけれど、騎士としての仕事があるアルバートは、時間までに王宮に辿たどり着かないといけない。ゆっくりと別れの言葉を交かわす時間はなかった。

　そのままアルルは、アルバートについて馬を走らせる。懐なつかしい風景は、どんどん遠ざかっていった。

　けれど悲しんでいる余裕はなかった。アルバートと二人、馬を飛ばして辿り着いた王宮では、朝の開門時間で入り口の正門前は混み合っていた。

　濠ほりに架けられた橋は、夜になると上げられ、またこうして朝に下ろされる。自宅に戻っていた王宮内で働く人々が、仕事に遅れないようにと橋を渡っていくが、門番はそんな人々の顔と名前を、いちいち点検しているのだ。

「見慣れぬ顔だな」

　アルルを見た門番は、横おう柄へいな態度でいきなり言ってきた。

「所属と名前を言え」

「王女様の騎士団所属、アルル・フォンダンです」

「身分を証明するものはあるか？」

「い、いえ」

　まだ騎士団の正式団員ではないから、王家の紋もん章しようである白鳥の描えがかれたものなど、何一つ持っていない。

「兄がおります」

　そこでアルルはアルバートの姿を捜したが、急いでいたのかアルバートは、アルルを置いて自分だけ先にさっさと行ってしまったようだ。

「どこに兄がいるんだ？　怪あやしいな」

「フォンダン伯爵家のアルルです。マリーナ王女様にお会いするために、何度かこちらを訪れておりますが」

「記憶にないな」

　どうやらこの門番は、今日は難なん癖くせをつけると決めているらしい。アルルはむっとしたが、ここで揉もめるわけにはいかない。どうしようと困っていたら、背後から馬で近づいてきた騎士が、いきなり声を掛けてきた。

「何をしている？　後の者が通れずに困ってるぞ」

　背の高い黒髪の男が、アルルを見下ろしてじっと見つめている。
















「これは公爵様、王女の騎士団の一員と申しておりますが、身分を示すものも、召しよう喚かん状じようも持参していないのです」

「あっ、召喚状」

　アルルは慌あわてた。アルバートにその召喚状も預けたままだったのだ。

「公爵様、兄は騎士団のアルバート・フォンダンです。召喚状を兄に預けてしまいました。居場所をご存じではないでしょうか？」

「ああ、アルバートなら知っている。言われてみれば、確かに少し似ているな。門番、私が責任を持つ。アルバートの妹に、入城の許可を与えてやれ」

「は、はい。よし、公爵様に免じて許可を与える。本来なら、召喚状がない者は、入城できないということを、肝きもに銘めいじておくように」

「あ、ありがとうございます」

　やっと解放されたアルルは、愛馬を引いて城内に入ることができた。そしてアルルは、慌てて自分を助けてくれた公爵の後を追った。

「あの、助けていただいてありがとうございます」

　黒髪の公爵となったら、きっと王弟のジュリアスだろう。マリーナの元に通っている間、何度かその名前を聞いたことがある。マリーナにとっては、叔お父じにあたる男だ。

「アルバート・フォンダンの不始末だな。注意しておく」

「えっ……」

　冷たくそれだけ言うと、ジュリアスはもうアルルになど関心もない様子で、さっさと先に行ってしまった。

　そこへアルバートが、慌てて戻ってきた。その手には召喚状がしっかりと握にぎられている。

「わっ、悪かった、アルル。召喚状を私が持ったままだった。よく入れたな」

「公爵様に助けてもらったわ。兄様、後で注意されるわよ」

「公爵？　しまった、騎士団の団長に就任したばかりの、ジュリアス・ガルデン公爵だ。規律に厳しい人だからな」

　うっかり者のアルバートは、そこで頭を抱え込んだ。

「兄様も大変そうね」

「ああ、以前の団長は、規律にもそれほど厳しくなかったが、新団長は厳しくてなぁ。ちょっとした失敗でも、厳重注意されることになるんだ」

　そこでアルバートは、アルルに召喚状をしっかりと握らせた。

「遅刻にも厳しいから、焦あせって失敗した。いいか、召喚状なくすなよ」

「ええ、大丈夫よ」

「それじゃアルル……頑がん張ばれ」

　軽くアルルの肩を叩たたくと、アルバートはまた走って戻っていった。

　召喚状には城内の地図が描かれている。まずはそこに書かれている、騎士団のための厩きゆう舎しやに愛馬を預けないといけない。

「デイジー、慣れない厩舎で不安だろうけれど、いい子にしているのよ」

　アルルは優しく、愛馬である牝ひん馬ばのデイジーを撫なでた。

「すぐにまた会いに行くからね」

　家族と離れるのと同じくらい、愛馬の側を離れるのは辛つらい。自宅の厩舎だったら、すぐに顔を見に行くこともできたのに、城内の厩舎は離れた場所にある。そのうえたくさんの馬が預けられているから、大切に扱ってもらえるのか不安もあった。

　騎士になるには、まず馬を持参しなければいけない。甲かつ冑ちゆうはそれぞれの体型に合わせたものを支給されるが、剣は自前だ。その二つを用意でき、なおかつ身元のはっきりした者でなければ、王女の騎士にはなれなかった。

　自分と同じような女の子が大勢いることに、アルルは期待している。オルドー王が王女のための騎士団を作ると宣言してから十二年、その間に騎士になるべく訓練を重ねてきた娘たちが、集まってきているのだ。

「この国に、女性ばかりの騎士団が作られたなんて、初めてのことなのよ。私、そのうちの一人になれたことを、とても名めい誉よに思うわ」

　デイジーに話し掛けながら、やっと厩舎に辿り着いた。すると馬に抱き付いて、大泣きしている女の子がいることに気が付いた。

「あーん、ホルス。いい子にしてるのよ。いいわね、他の馬を蹴けったりしたら駄だ目めなの。他の馬の飼かい葉ばまで食べないでね」

　明るい金色の髪を横に束ねた、緑の瞳の可か愛わいらしい女の子だ。けれどドレスなんて着ていない。体にぴったりと合わせたズボンと、洒落しやれた上着を着ている。

　きっと騎士団の仲間だと、アルルは嬉うれしくなってすぐに近づいていった。

「おはよう、私、アルル・フォンダンよ。あなたも王女様の騎士の一人でしょ？」

　いきなり話し掛けられて、その子は驚いた顔になる。けれど次の瞬間、彼女の愛馬がデイジーにいきなり身をすり寄せ、激しくいななき始めた。

「ホルスッ、こらっ、可愛い牝馬見ると、すぐに、また、そうやって懐くんじゃないっ」

　彼女が必死で離そうとしても、デイジーより馬体の大きなホルスは、鼻息も荒くすり寄っていく。

「あーん、もう、このバカ馬」

　そこに厩舎の飼育係がやってきて、どうにかホルスを抑えてくれた。

「あたしは、ココ・アンジュ。父は、ピエール・アンジュ子爵。よろしくね」

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、ココは握手の手を差し伸べる。

「ホルス？　いい馬ね。気性は荒そうだけど」

　アルルはココの手を握りながら、とりあえずデイジーに一ひと目め惚ぼれしたらしいホルスのことを褒ほめた。

「馬力はあるのよ。走れば速いし。だけどあたしの言うことしか聞かないの。大食いだしね、これからみんなと上う手まくやっていけるのか、心配だわ」

　二人は厩舎頭に召喚状を見せ、それぞれの馬について説明する。

「名前はデイジー、牝馬三歳です。特に神経質ということはないけれど、雷かみなりと鼠ねずみが嫌いです」

「ホルスです。牡ぼ馬ば四歳で、飼い葉は倍食べます。走らせないと大変なことになるので、できるだけ時間を見て、走らせに来ます」

　そこで二人には、馬の預かり証が渡された。

　そこからまた王宮内にある、騎士団の詰め所に向かう。王の騎士団は百人いるが、王女の騎士団は二十人だ。最初は五人程度だったものを増やしていって、今やこの数になったのだ。

「どきどきするわね、ココ。私、昨夜、よく眠れなかった」

「そうね、あたしは犬のマロンとシャーリーとボスと、猫のマミーとイライザと、アライグマのボンゴとアヒルのサマンサと、ともかくいっぱいいる動物たちと別れるのが辛くて、馬小屋で寝たの」

「……すごい……お母様がよく許したわね」

「母はいないのよ」

「それは……おかしなこと訊きいてごめんなさい」

　アルルは思わず謝あやまる。するとココは人懐っこい笑みを浮かべた。

「気にしないで。その代わりに、口うるさい姉様が三人もいるの。あなたは？」

「兄が二人、弟が二人よ。男ばっかりなの」

「それも大変そう」

　何だかいい雰ふん囲い気きだ。最初に出会えた仲間がココだったことで、アルルはほっとする。

　二人が一緒に詰め所に入ると、甲冑を纏まとい、深みのある赤のマントを着た女性騎士の一団がすでに待ち構えていた。

「うっわーっ、素敵、姫騎士団の姉様たちだわ」

　ココはうっとりした様子で、先輩の騎士たちを見つめる。アルルも同じような目で、一人一人の顔をじっと見つめてしまった。

　紅べにや白粉おしろいで化け粧しようすることもない。よく陽に焼けた素顔は少年のようにも見える。けれど他の騎士と違うのは、その甲冑の胸元が、盛り上がって作られていることだ。

　王女の騎士団は、通称姫騎士団と呼ばれていた。青地に白鳥の姿が描かれた国旗の他に、マリーナ王女の紋章である白しろ薔ば薇らの描かれた深しん紅くの旗を、年長の姫騎士の一人が持っている。

　表地は黒で、裏地は青のマントを纏った騎士たちと並ぶと、数は少なくても、深紅のマント姿の姫騎士たちには、特別の存在感があった。

「新団員はこちらに」

　呼ばれたアルルとココは、先輩騎士の側へと行った。

「式典の途中で、名前を呼ばれたら壇だん上じように上がりなさい。そこでマントと甲冑が授与され、正式に王女の騎士団員として認められます。その後で宣せん誓せいをいたしますが、団長の言葉をきちんと復ふく誦しようするように。短い時間だけれど、内容はこれだから、一度目を通しておくといいわ」

　渡された紙には、宣誓文が書かれている。慌ててアルルは文面に目を通した。

　騎士団に入るには、ただ武術の腕を磨みがくだけではなくて、人並み以上の教養がないといけないのだ。十五歳から団員となれるが、その前に簡単な試験が幾いく度どもあった。そこで合格しても、マリーナと気が合わないようだと団員にはなれない。

　アルルはすべてに合格したから、こうして召喚状を手に入れられた。とても名誉なことだと喜んでいたが、やはりレディたちの中には、貴族の姫君ともあろうものが、騎士の真ま似ね事ごとをするなんてと、眉まゆを顰ひそめる者もいる。

　そんな人たちを納なつ得とくさせるには、姫騎士団がマリーナを守りきることが必要なのだ。

「整列」

　壇上に上がり、号令を掛けているのは、つい先ほどアルルを助けてくれた公爵、ジュリアスだった。

　オルドー王とは年が離れた弟のジュリアスは、騎士団の団長となったが、今日は新団員を迎えるだけでなく、ジュリアスの就任式でもあったのだ。

　ジュリアスの号令が掛かると、騎士団は全員、胸を反そらした姿で整列する。一瞬で辺りは静まり返り、甲冑のこすれる音すらしなくなった。

　国旗を掲かかげた壇上で、ジュリアスは灰色がかった黒い瞳で一同を見回し、力強く宣言した。

「偉大なる国家、スワンドールの騎士団長という、名誉ある地位に就つけたことを王に感謝する。王は騎士と在あり、騎士は王と在る。古いにしえより続くこの教えを守り、王と国のために、命を懸かけて戦おう。我が国の栄光は永遠だっ」

　力強いジュリアスの言葉が終わると、おおっという歓かん声せいが響き渡り、騎士たちは右手の拳こぶしを高く上げる。その中にはアルバートも混じっていた。

　アルルも思わず、拳を突き上げて叫さけびたくなったが、姫騎士たちは誰だれもやっていない。そこでもぞもぞと身じろぎするしかなった。

　その後に、騎士団の新団員が壇上に上げられる。国王の騎士団が五名、姫騎士団はアルルとココの二人だけだった。

　ジュリアスの手によって、それぞれに甲冑とマントが支給される。真新しい甲冑は、生しよう涯がいアルルの身を守ることになるのだ。

「これより騎士の宣誓を行うが、一度でも騎士となった者は、生涯、その生き方を騎士らしいものとしなければいけない。勤勉、実直を心懸け、怠たい惰だや虚きよ飾しよくを遠ざけ、正義を貫くことを信条とする」

　そう言いながら、ジュリアスは最後になったアルルの手に、重たい甲冑とマントを手渡した。

「それでは私の後に続いて復誦するように」

　ジュリアスは一瞬アルルの目を見つめ、少し不安そうな顔をする。おまえに騎士が務まるのかと、問いかけているかのようだった。

「スワンドール王国国王によって任命され、今より私は王国の騎士となる」

　即座にアルルは、ジュリアスの言葉を復誦する。短時間ではあったが、目を通しておいてよかった。何も違たがえずに言えたのだ。

「国王と国家に忠ちゆう誠せいを誓い、騎士の名に恥はじない生活を心懸け、命を賭として王を守ることをここに誓う」

　守るのは王じゃない、マリーナだと言いたいところだが、アルルは素直に宣誓を復誦した。

　この瞬間、アルルは正式にマリーナ王女付きの騎士となったのだ。

「それでは、これより訓練を開始する。全員、訓練所に移動」

　ジュリアスの号令が終わると同時に、いっせいに移動が始まった。アルルも急いで甲冑を纏い、後に続こうとする。

「王様の弟だからって、まだ二十二歳なのに団長になったらしいわね」

　ココがジュリアスの後ろ姿を見ながら、小声で囁ささやく。

「へぇ、そうなんだ」

「姉様たちから、団長の情報を頼まれてるんだけどねぇ」

　ため息交じりにココが言うが、アルルはきょとんとするばかりだ。

「団長の情報なんて集めてどうするの？　まさか、ココの姉様たちも、姫騎士になりたいの？」

「違うわよ。団長は、レディが婚こん姻いんしたい独身男性で、一番人気なんだって」

「……」

　男兄弟しかいないアルルにとって、そんな話題が姉妹間で交わされていたことが、まず驚きだった。

「ああいう人がいいの？　何か、冷たそうだったけど。やたら規律とかにも厳しそうだし、一緒に暮らしても楽しそうじゃないけど」

「だけど公爵よ。うちなんて、貧乏子爵だからさ。姉様たちは、少しでも上級の貴族と婚姻したくて必死なのよ」

　互いに甲冑の留め具を掛けるのを助け合った。そうしている間に、ココがいきなり笑いだす。

「なぁに？　どうかした？」

「ううん、女の子って、みんな素敵な殿方を探して、大騒ぎしたがるものだと思ってた。だけどアルルも違うみたいね」

「もってことは、ココもでしょ？」

「そっ、何でそんなに婚姻したがるのか、さっぱり分からないんだけど」

　母も、アルルの婚姻のことばかり心配していた。騎士になんてなったら、婚姻相手が誰もいなくなるということらしい。

　けれどアルルは、だったら別に婚姻なんてしなくてもいいじゃないと、つい考えてしまうのだ。

　それより与えられた甲冑に相応ふさわしい働きをしてみたい。世の中は平和で、剣の腕を振るえる機会などそうはなさそうだが、それでもいつかマリーナを、自分の腕で守ってみたかったのだ。
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　訓練は厳しかった。姫騎士団の団長であるルミエール・コントは、王の騎士たちより劣おとる存在と見られないために、男並みの強さを求めたのだ。

　ルミエールの訓練に付いていけない者は、一人、また一人と辞やめていき、結果残ったのが、精せい鋭えいばかりの十七人とルミエールだ。そこにやってきたアルルとココには、当然のように彼女らと同じ強さが求められる。

　ココがいなかったら、アルルもとうに弱よわ音ねを吐いていた。ココが頑がん張ばっているのに、自分だけ弱音を吐くわけにはいかない。そう思って頑張っていたが、ココも同じ思いだったろう。

　誰だれよりも仲良くなったココは、また誰よりもアルルにとってはライバルだった。

　騎士たちの朝は早い。

　夜明けと共に起き出し、まずはベッドを整える。それから隊服に着替えて朝食となり、その後はまず武具の点検をする。

　それが終わると、マリーナに外出の予定がない時は、全員で遠乗りに出掛ける。隊列を組んで、馬を走らせる訓練だ。

　この訓練で、いつもココは注意されている。ホルスは隊列を組んで、皆と歩調を合わせて走るなんて苦手だったからだ。

　遠乗りから帰ると、軽い食事を摂とり、その後は様々な分野の人々から講義を受ける。スワンドールの歴史、近隣諸国の情勢、産業の成り立ち、神学から医学まで、本当に分野は多た岐きにわたっていた。

　アルルにとってはこの時間が、どんな厳しい訓練よりも辛つらかった。早朝から起きている身には、睡すい魔まと戦うのが大変だったのだ。

　その後、剣術、弓術、組み手の訓練を行う。この頃になると、再び元気を取り戻しているから不思議だ。

　姫騎士たちが講義や訓練を受けている間、団長のルミエールを含む五人の姫騎士が、マリーナの警けい護ごに付く。入団した最初のうち、少なくとも半年の間は、警護役は回ってこない。まずは基礎訓練を積まねばならないのだ。

　訓練が終わると夕食となり、その後でやっと自由な時間がほんの少し与えられる。四人で一部屋が与えられているが、いつまでも煌こう々こうと蠟ろう燭そくを灯ともしていることは許されない。そんな中、アルルはせっせと家族に手紙を書いた。

　最初のうちは書くこともあったけれど、やがて書くことはあまりなくなった。訓練の内容を詳しく書いたら、母を心配させるだけだったし、それ以外に書くこともなくなってきたからだ。

「団長のことを、もっと詳しく教えて欲しいなんて姉様たちは言うけど、そんなの無理よね」

　その夜、ココはアルルと同じように、手紙の文面に行き詰まっていた。

「だって、あっちの騎士団とは、ほとんど交流がないもの」

「そうね。よければ兄様を呼んで、団長の話を訊きいてもいいけど」

「やめてよっ。何か、あたしがそれを目的で入団したと思われそう」

　ココは羽根ペンで頰ほおを撫なでながら、ため息交じりに言う。

「騎士団同士、あんまり仲良くないみたいね」

　アルルはルミエールが、何かとジュリアスに対抗心を燃やしていることに気が付いていた。

　女だからというだけで、王の騎士団に負けることが、どうしてもルミエールには気に入らないのだ。だからこそ、より訓練は厳しいものになっていく。

「兄様、そんなこと一言も教えてくれなかったな」

　同じ王宮内にいても、滅めつ多たに顔を合わせないアルバートのことをアルルは思い出す。

　これまでアルバートに、そんな話をしたこともないし、互いに仲が悪いのかなんて訊いたこともない。アルバートも、王宮に泊まり込みになることが多かったので、詳しい内部事情なんて話してくれる余裕もなかったのだが。

「団長同士、仲がよくないわよね。もしかしてジュリアス団長って、女が嫌いなのかな」

「……そうなの？」

　ココの言葉に、アルルは首を傾げる。好きとか嫌いとかいう前に、同じ人間同士、仲良くしようと思わないのだろうかと、つい考えてしまうからだ。

「そうなんじゃないの。本当ならドレスを着て、大人おとなしく詩でも朗読してろとか、思ってるんじゃないのかな」

　今日は何も書くことがないと諦あきらめたのか、ココはインク壺つぼの蓋ふたを閉じ、羽根ペンも紙も小さな文ふ机づくえの引き出しに仕舞っていた。

　アルルもつられてインク壺を閉じる。

　一日も早く、マリーナ王女の警護をしたいですと書くのが、もはや日課となってしまった。それ以外に書きたいことがなくなってしまったのだ。

「退屈してるみたいね。入団して三カ月、一番退屈する頃よ」

　マリーナの警護を終えて部屋に戻ってきた、一年先輩にあたるミンカが、二人の様子を見て笑った。

「もしかしたら明日……特別命令が下りるかもしれないわ」

「えっ？」

　いったい何だろう。詳しく知りたかったが、ミンカは疲れた様子で甲かつ冑ちゆうを脱ぐと、すでにベッドに潜もぐり込んでいるもう一人の団員、ジェリーに小声で何か話し掛けた。アルルたちには、その声はほとんど聞こえない。

　そしてミンカは、二人にそれ以上何か話し掛けることもなく、部屋の隅で体を拭ふき始めた。

　王女の警護に当たる日は、こうして戻りが遅くなる。そうなると各部屋ごとにある、小さなバスタブでの入浴もできなくなってしまう。お湯が配られる時間は決まっているからだ。

　背中を拭きましょうかとか、話しかけてみたらどうだろう。そうすればアルルにも、詳しく話してくれるかもしれない。

　けれど先輩に対して、まだ遠えん慮りよがある。気軽に話し掛けるのは失礼だろうかと悩んでいるうちに、ミンカは体を拭き終えて眠ってしまった。

　こうなるとランプを消して、二人とも寝ないといけない。けれど特別命令の言葉が、アルルの頭の中でぐるぐる回っていた。

　いったいどんな任務なのだろう。訓練の成果が生かされるようなものだといいのにと考えているうちに、いつしかアルルも眠りに引き込まれていた。
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　ジュリアス・ガルデンは、その夜、兄である国王に呼び出された。

　王は公務も終わり、寛くつろいでいる時間だ。城の奥まったところにある私室に呼ばれたジュリアスは、かつては国中の美女に流し目を送っていた王が、部屋着姿でだらしなく長なが椅い子すに凭もたれている姿を見て眉まゆを顰ひそめた。

「陛へい下か……かなりお疲れのご様子ですね。急務でなければ、明朝、朝食の後に改めて伺し候こういたしますが？」

　ジュリアスの言葉に、王でありジュリアスの兄であるオルドーは、力なく手を振った。

「よいのだ、ジュリアス。勇気ある我が弟……」

　オルドーはよろよろと立ち上がり、ジュリアスを抱きしめる。その息に酒臭さを感じて、ジュリアスはまたもや不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せた。

「陛下、酒を飲まれたのですか？」

「これは寝酒だ……。いや、そうじゃない。うむ、せめて弟の前では正直でいよう。実は恐ろしくてたまらないのを誤ご魔ま化かすために、酒に逃げている」

　見かけは相変わらず華はなやかだが、オルドーはよい政まつりごとを行う堅実な王になっていた。良王にある唯一の欠点、それがこの何かに怯おびえることだ。オルドーが怯え始めると、どうにも止まらなくなる。そんな時に宥なだめるのは、いつでもジュリアスの仕事だった。

「陛下、いつも何に怯えているのか、はっきりと話してはくださいませんよね。私も、いよいよ騎士団長となりました。この機会に、正直に話していただけると嬉うれしいです」

「……ああ、そうだな。そうだ、もうジュリアスも騎士団長となった。もっとも信頼できる弟が、私を守ってくれるのだから……」

　ついにオルドーは覚かく悟ごを決めたのか、ジュリアスを椅子に座らせ、侍じ従じゆうに新たに酒を運ばせた。ジュリアスは咎とがめることをしなかった。なぜならオルドーは、その話をするというだけで、もうがたがた震ふるえていたからだ。

「あれは……十三年前……いや、十四年前になるだろうか」

　そこでオルドーは、自分がいかに愚おろかな若者で、傲ごう慢まんな男だったか語り始めた。そしてあの素す晴ばらしい出会いと、翌日の恐ろしい夜の話を一気に語って聞かせた。

「待ってください、陛下。もしかして酒に酔よっていたのではないですか？」

「そうなのだろうか。おかしなことに、あの夜に同行した者たちは、誰だれもあの女のことを覚えていないのだ」

　馬車の御ぎよ者しや、従者、それに翌日には騎士まで同行したというのに、誰も覚えていないというのはおかしい。すべてのことを現実的に考えるジュリアスは、兄が今のように酔っていたとしか思えないのだ。

「婚こん姻いんしなければいけないという、心の重圧から逃のがれるために、そんな妄もう想そうを抱いだいたのではないですか？」

　ジュリアスはそんな意見しか言えない。実際にその妄想には効果があって、オルドーは素晴らしい王妃を迎えたのだから、それでいいではないかと思ってしまう。

「そうかもしれない。だが、翌朝まで、首筋に獣けものに嚙かまれたような跡が残っていた。医者は毒虫にでも嚙まれたのだろうと言っていたが、私は内心、自分もあんな血を吸う化け物になるのではないかと、気が気でなかったんだ」

　オルドーは化け物にならず、良王となり、さらによき父親になった。王女が一人、そして王子が二人。皆、オルドーに似て美しく、王妃であるマルガリータのように賢かしこかった。

「陛下、ここは弟として言わせていただきます。失礼だが、陛下はどこか夢見がちなところがおありになる。それはきっと……悪い夢、もしかしたら毒虫の毒にやられたのかもしれません」

「私も何度もそう思おうとした。だが……あの女は現実にいるのだ。私はこの十四年の間、ある男に命じて彼女のことを調べさせた」

「調べさせたですって？」

「ああ、学術員をしていた、アマゼウス・ギャレという者だ。彼も夜の女王に取り憑つかれたのだろう。膨ぼう大だいな量の著作を、書き上げている」

　いや、そんなものがいるはずはない。

　この国にだって神話はある。人々は神話の中の神を信じ、祭日には祭さい壇だんに花やワインを置いて神に感謝するのだ。

　けれど皆、とうに真実に気がついている。神などというものは、もうこの世界のどこにもいないのだと。

　けれど神を信じる心だけは残った。それは善よき人であろうとするための、道徳的な規き範はんとなるからだ。いつでも神は人の行いを見ていて、間違ったことをすれば何らかの形で罰ばつせられる。そう信じて生きていけば、人は心根正しく生きるしかない。

　それと同じように、魔物の話も信じられている。それは悪いことをしたら、魔物のようになってしまうという、やはり教えなのだとジュリアスは思っていた。

「私は……愚かだった。そんな私のせいで、マリーナが大変なことになっている。夜の女王イパネラは、マリーナが十五歳になったら盗みに来ると言ったのだ」

　ジュリアスは笑いたくなってくる。

　いったい兄は、何だってそんな幻想に取り憑かれてしまったのだろう。やはり大勢のレディを泣かせたせいで、呪のろわれているのだろうか。

　いや、呪いなんてものは存在しないから、罪悪感のせいでこんなおかしなことを考えるようになってしまったのかもしれない。

「国境のどこかに、彼女の城があるのだ。いつも薔ば薇らが咲いていて、夜は毎日のように夜会が行われているらしい。だが不思議なことに、行こうと思っても誰も行けない。イパネラが招いた者しか、その城には辿たどり着けないそうだ」

　そんな話を信じているのか。大切な愛まな娘むすめのマリーナを、どこかの貴族の男が奪っていかないかと心配するあまり、おかしな考えに取り憑かれたんだとジュリアスは考える。自分がレディたちにしてきた不ふ埒らちな行為を思い出して、今更不安になったのだと思える。

　だがオルドーは大真ま面じ目めだった。

　そしてオルドーと同じように、大真面目で夜の女王を追いかけている者もいるらしい。

「アマゼウス・ギャレとは、どのような人物ですか？」

　オルドーから調査費を取り続けるために、その男が噓うそを吹き込んでいるのではないだろうか。オルドーは皇こう太たい子しとして大切に育てられたから、同じ両親から生まれた兄弟でも、ジュリアスと違って、世間知らずで夢見がちな性格だ。

　騙だまそうと思えば簡単に騙せる。

「スワンドールの歴史を研究し、歴史書を編へん纂さんしている学術員だ。父親も学術員から博士になった者で、やはり歴史に詳しい」

　純真なオルドーには悪いが、ジュリアスはそこでアマゼウスのことを調べる必要を感じた。余計なことを言って、オルドーを不安にさせているなら犯罪者だ。

「イパネラは、マリーナを自分の侍じ女じよにすると言っていた。侍女ということは、提供者といって血を与える者にされるのかもしれない。それともイパネラと同じ、不死の化け物にされてしまうのだろうか」

　夜の女王についてオルドーがやたら詳しいのは、アマゼウスの知識の受け売りに違いない。こうなったらアマゼウスという男を、ぜひ追及するべきだ。そしてただちにオルドーから遠ざけるべきだろう。

　ところがオルドーの口から、思ってもいなかった言葉が飛び出した。

「血を吸われるのか、血を吸わねばいられなくなるのか、どちらにしても私はマリーナに、そんな過か酷こくな運命を与えたくない。ジュリアス、アマゼウス・ギャレを手伝って、イパネラの城を見つけ、私からの詫わび状を届けてはくれまいか？」

「えっ？　私に、その化け物に会えとおっしゃるのですか？」

「ああ、恐ろしい存在ではあるが、低級な化け物ではない。むしろ神に近い存在かもしれなくて、時には人間の味方をすることもあるそうだ」

「……陛下、そのアマゼウス・ギャレとかいう者に、騙されているのではないですか？」

「ジュリアスもイパネラに会えば分かる。ぜひ、会って欲しい。美しい完かん璧ぺきな美女だが、冷れい酷こくな夜の女王に……」

　その時ジュリアスは、とんでもないことに気が付いた。

　オルドーはあろうことか、未いまだにイパネラに恋している。若い頃は色恋に浮かれていたけれど、婚姻したことでオルドーもやっと真実に気が付き、心根を改めたとこれまでは思っていたが、実際は違ったのだ。

　決して手に入れることの叶かなわない、理想の女性に出会ってしまった。彼女以上に心を惹ひかれる女性はいない。そんな想いを胸に秘めつつ、オルドーはよき王となり、善き父親になっていったのだ。

「心から詫びた手紙を用意する。マリーナを、連れ去ることだけはしないで欲しい。そう伝えてくれ」

「しかし……現実にいるのですか？　そして本当にそんな城はあるのですか？」

「分からない。アマゼウスも何度も彼かの地を訪れたが、城を見つけることはできなかった」

　そんなものは最初からないからだ。すべてはオルドーの勘かん違ちがいで、もし一つでも真実があったとしたなら、蠱こ惑わく的てきな隣国の人妻と出会ったことくらいだろう。

　ジュリアスが嘲ちよう笑しようを浮かべているのにも気付かず、オルドーはさらに恐ろしいことを口にする。

「姫騎士団の中から、年の若い娘を何人か同伴してくれ」

「はっ？　魔物のところに向かう特使の中に、女を連れて行くというのですか？」

　兄の若い頃に似た美しい男なのに、ジュリアスは全く女性に関心がない。むしろ目の前に女性の姿がちらつくだけで、苛いらつくようなところがあった。

　どうやらオルドーが若い頃、あまりに無む節せつ操そうだったのを見て育ったから、ジュリアスは余計頑かたくなになってしまったようだ。

「なぜ、女性を連れて行く必要があるんですか？」

「イパネラは、女子供には慈じ悲ひ深いそうだ。少しでもいい印象を与えるには、姫騎士団の娘たちがいたほうがいいだろう」

「……そういうことなら……同行させますが」

　そもそも姫騎士団など作ったのがいけない。しっかりとした女官に守らせただけではいけないのかと、またもやジュリアスは苛つく。

　夜の女王がどれだけの魔力を持っているのか知らないが、城内は王国の騎士団が常つねに守っているのだ。何もわざわざ娘たちに、剣や乗馬まで覚えさせて、マリーナの警けい護ごに就つかせる意味が分からない。

　騎士団といえども若い男ではあるから、マリーナに対して邪よこしまな想いを抱く者もいるかもしれない。けれど団長はジュリアスだ。そしてマリーナは第一王女だ。気軽な気持ちで手を出す愚か者などいないだろう。

「それでは明日、小隊を編成して、その城に向かいます。アマゼウス・ギャレも同行させるということで、よろしいでしょうか？」

「うむ、そうしてくれ。マリーナが十五歳になるまで、あと三年もない。毎年、盛大に祝うべきマリーナの誕生日が憂ゆう鬱うつな日になっている。こんな思いはもうたくさんだ」

　オルドーの悲しげな顔を見ていると、確かに娘を連れ去られるとなれば辛つらいだろうと、思いやる気持ちにはなれた。

　だがマリーナだって、いつかは嫁とつぐ。そうやってオルドーの元を去るのなら、納なつ得とくできるということなのだろうか。

　愛らしい姪めいのマリーナには、幸せになってもらいたい。ジュリアスにもそう思う気持ちはある。大切に守られ、育てられてきたマリーナだ。嫁いでも変わらずに、大切にしてくれるような相手がいればいい。

　マリーナの婿むこ候補を、そろそろ探し始めないといけないようだ。魔物に攫さらわれる心配をするより、いい嫁ぎ先の心配をしたほうがいい。そのためにも、オルドーの心労を少しでも軽くしてやらねばならないが、それには厄やつ介かいな任務をまずは引き受けなければならなかった。
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　翌朝、アルルは姫騎士団の団長ルミエールに、ココ共々呼び出された。同室のミンカとジェリーも呼び出されている。

　やはりミンカの言っていたことは本当だった。特別な命令が用意されているらしい。他の団員に声は掛けられず、呼ばれたのは四人だけだ。

「特別任務です。新規に編成された小隊の隊員となり、今から騎士団と行動を共にしなさい」

　ルミエールの言葉に、ミンカが挙手して質問する。

「どのような任務なのか、説明はここでいただけるのでしょうか？」

「国境付近を調査する、学術員の警けい護ご、聞かされたのはそれだけです。他に質問は？」

　なぜ選ばれたのが自分なのか、その理由を知りたい。けれどそこまでの質問は許されないような気がして、アルルは黙だまってじっとしていた。

「我々はマリーナ王女の警護のためにいるのに、何で一般人の警護にまで駆かり出されるのか、私にも意味がよく分からないのですが、与えられた任務である限り、最善を尽くしてください」

　それだけ言うと、ルミエールはさっさと警護の仕事に戻ってしまった。

　一番年長のミンカがとりあえずリーダーとなり、四人は指定された中庭へと急ぐ。

　遠乗りの訓練以外で城外に出るというのは初めてのことだ。しかも今回は、騎士団と行動を共にしなければいけない。緊張しながら、馬を引いて集合場所へ赴おもむくと、ジュリアスがうんざりといった表情で四人を出迎えた。

「姫騎士団の任務は、学術員アマゼウス・ギャレの警護だ。彼は一般人なので、馬を速く走らせるようなことはしない。我々も彼の歩調に合わせるが、はぐれないよう常つねに注意するように」

　姫騎士団が警護するからには、女性なのかと思った。ところがジュリアスの側に立つアマゼウスは、四十になるかならないかの瘦やせた男だった。

「いやぁ、すまないね、姫騎士団の皆さん。我々が捜している魔物の主あるじは、女子供にはとても優しいんだ」

　掠かすれた声でそう言われて、四人は顔を見合わせる。魔物を捜していると聞こえたが、そんなことがあるのだろうか。

「君たちがいれば、皆も襲おそわれる心配はないだろう」

　アマゼウスはうんうんと一人頷うなずき、自身によく似た瘦せた馬に乗る。

「どういうことなの？　魔物退治にでも行くのかしら」

　ココがアルルに顔を寄せて、小声で訊きいてきた。

「冗じよう談だんじゃないわよ。魔物退治なんて、姫騎士団の仕事じゃないでしょ」

　ふんっと鼻息も荒く怒るココに、アルルも戸惑いながら応こたえるしかない。

「マリーナ様を狙ねらっている魔物じゃないの？　呪のろいをかけようとしたとか言われてる」

「何でそんな恐おそろしいものまで、私たちがやっつけるのよ」

　ココの文句が聞こえたのだろう。ジュリアスが近づいてきて、冷たい目で二人を睨にらんだ。

「騎士団の宣せん誓せいを行っただろう？　どんな時でも、国王の命令は絶対だ。騎士たるものは、忠ちゆう誠せいを示さねばならない。たとえ、女でもな」

　ジュリアスに睨まれて、ココは口の中で小さく、申し訳ありませんと呟つぶやいている。けれどアルルは、たとえ女でもと言われて、内心むっとしていた。

「お嬢さんがた、怖い思いをさせてしまってすまなかったね」

　アマゼウスが馬上から、気の毒そうに声を掛けてくる。

「何をしに行くのか、とうに分かっているとばかり思っていた。私らは陛へい下かから預かった手紙を、国境近くにあるという、幻まぼろしの城に届けに行くのだよ」

　親切にもアマゼウスは、ジュリアスやルミエールですら教えてくれなかった任務の内容を、丁寧に教えてくれたのだ。

「幻の城ですか？」

　アマゼウスの左右それぞれに二頭の馬を並べ、警護態勢に入りながら一行は出発した。若い娘たちに囲まれているだけで楽しいのか、アマゼウスはアルルの質問に浮かれた様子で話し始めた。

「私がその城の女主について知ったのは、もう二十年以上前になる。父の仕事を手伝って、王宮内に保管されていた古いにしえの絵画を整理している時だったんだ」

　熱心な口調で語りだしたが、ココは今にも走りだしそうな愛馬を制御するので手いっぱいだ。ミンカはリーダーの責任から、隊列を乱さないようにと気を遣つかってばかりいる。ジェリーはまだ眠いのか、ただぼうっとしてどうにか馬に乗っているだけだった。

　そうなるとアルルしか話を聞いてやる人間がいない。アルルはアマゼウスの横に並んで、しっかりと聞き手の役をこなすしかなかった。

「年代の違うたくさんの絵に、何と彼女の姿が描えがかれていたんだよ。もっとも古い絵画にも、その姿を発見した。さらに驚くべきことに、それよりも古い時代に作られた神殿の彫ちよう像ぞうにまで、彼女の姿は彫ほられていたんだよ」

「彼女ってことは、魔女か何かですか？」

「魔女……そうだな。魔女でもあり、女神でもある。彼女らは死なない、不死の人々なんだ」

　アマゼウスはうっとりとした顔で虚こ空くうを見上げる。まるで恋している少年のようにアルルには見えていた。

「その人が、マリーナ王女を呪っているのですか？」

　アルルにはよく分からない話だ。マリーナを守るために、姫騎士団が作られたというのは知っているが、そんな魔物によって、どんな呪いがかけられているというのだろう。

「呪うというより、攫さらいにくるんだよ。約束の期日は、マリーナ王女が十五歳になった時だ」

　それではまだ三年ある。その前に国王は、呪いを解といて欲しいと思っているのだろうか。

「その城にいると分かっていたのなら、どうしてもっと早くに、呪いを解いてくれと頼みに行かなかったんですか？」

　十二年もの間、何もしてこなかったのだろうか。それもまたおかしな話だと思える。するとアマゼウスは、苦笑いを浮かべて答えた。

「城が見つからないのだよ。国境近くにあるのは確かだが、誰だれにもその正確な場所が分からないんだ。だから今から、探しに行くんだ」

「分からないって……」

　とんでもない任務だ。誰も知らない幻の城を、闇やみ雲くもに探しに行くというのか。さすがにアルルも不安になってくる。

「おかしな話だろ。だが、私もこの十二年間、必死になって探してきたんだが、どうしても見つけられないんだよ」

「もし見つからなかったら、マリーナ王女が連れ去られてしまうということですか？」

「そうだ……。あの愛らしい王女が、連れ去られたらと思うと辛つらいだろ？」

「もちろんです」

　マリーナとは幼少の頃から仲良くしている。姫騎士団に入る条件の一つは、マリーナの信頼を得られることというものだ。

　大切に育てられただけに、マリーナはおっとりしていて、誰にでも優しい少女だった。今はまだ幼おさないところが残っているけれど、三年もすれば美しいレディになるだろう。

　魔女だの魔物だのは、そう簡単には信じない。不死なんてものも信じないアルルは、昔の人が描いた美女が、皆、同じような顔をしていただけだと思ってしまう。

「彼女の名前はイパネラ……夜を支配する女王なんだ」

「では、夜しか会えないのですか？」

「そのとおり……夜の女王の一族は、昼の光を嫌う」

　そこでやっとアルルにも、それが恐ろしい魔物、吸血鬼だというのが分かった。

「もしかして吸血鬼なのですか？」

「そんな下げ卑びた言い方は、イパネラには相応ふさわしくない」

「でも、マリーナ王女を攫うってことは、王女の血を飲むつもりなんでしょ」

「……」

　そこでアマゼウスはしばらくの間押し黙り、遠くを見つめる目つきになった。

　アルルは沸ふつ々ふつと怒りが湧わき上がってくるのを感じていた。王は何だって吸血鬼から、そんな呪いを受けることになってしまったのだろう。

「陛下はマリーナ王女を、生いけ贄にえに捧ささげるつもりなのですか？」

「待ってくれ」

　つい口調もきつくなったアルルに対して、アマゼウスは慌あわてて答えた。

「イパネラの元に行ったからといって、死ぬとは限らない。逆に死なない体を与えられるかもしれないんだ」

「それって吸血鬼になるってことでしょ」

　想像した途端に、アルルの全身はかっと熱くなる。恐怖なんてものよりも、怒りのほうがずっと大きい。あの愛すべきマリーナが、血を吸う化け物になるなんて許せなかった。

「たとえ死なない体になれるといっても、マリーナ王女をそんなものにはしたくありません。ギャレ様、何があっても城を見つけましょう。そして全員で地面にひれ伏してでも、夜の女王にお願いするしかありません」

　そんなことをしても、許してくれるとは限らない。もしかしたらここにいる全員、吸血鬼の餌え食じきになってしまうかもしれなかった。そこまで考えると、さすがにアルルも怖くなってくる。

「ギャレ様、吸血鬼を退治する方法はあるのですか？」

　何年もイパネラを追っているアマゼウスなら、きっと対処する方法を知っているだろう。そう思って訊ねたのに、アマゼウスは小さく首を横に振る。

「唯一の弱点は陽の光らしいが、彼らが昼間どこに身を隠しているか分からない。それにイパネラのような大物は、人間の信しん奉ぽう者しやを大勢従えている。日中は彼らが守っているのだ」

「そんな化け物の味方するなんて、どうかしていますね」

「一度でもその姿を見たら、誰でもそんな思いに取り憑つかれるそうだ」

　その口調からすると、どうやらアマゼウスは未いまだにイパネラに会ったことはないらしい。だったら本当はどんな女性なのか、分からないままだろう。

　現実にそんなものがいるのか怪あやしいものだと、アルルは思ってしまう。吸血鬼のふりをした、詐さ欺ぎ師し集団かもしれないではないか。大人おとなたちが簡単に騙だまされるなんてと怒っていたら、いつの間にかジュリアスがすぐ側まで来ていた。

「ギャレ殿、無知な者に教えてくださるのはありがたいですが、余計な恐怖心まで植え付けないでいただきたい」

　冷たい声で決めつけるように言われて、今度はジュリアス相手に腹を立てねばいけなくなってきた。最初から何の説明もしてくれていない。アマゼウスが教えてくれなければ、何をしに行くのかも分からないままだったのだ。

　なのにアマゼウスに非難めいた口を利くとは、失礼だとは思わないのだろうか。

「恐怖心は正常な判断を曇くもらせる。枯かれ木や蔦つたに向かって、剣を振るようなことになってしまう。特に女性は、恐怖心には弱いものだ」

　ジュリアスに対して、いつもルミエールが腹を立てている理由がこれでよく分かった。女というだけで、ジュリアスは姫騎士団を無能だと決めつけているのだ。

「騎士団長、お言葉ですが、私は枯れ木に怯えるような軟なん弱じやく者ものではありません」

　姫騎士になるべく、三歳の頃から育てられた。乗馬や剣の腕は、引けを取っているとは思わない。勇気が足りないと言われるなら、これまで勇気を示す場に巡り合わなかったからだ。

「そうか……軟弱者ではないのか。それでは勇気ある姫騎士、今夜の見張り番という名めい誉よある役目を与えよう」

　冷笑を浮かべて言われて、アルルは胸を反そらした。恐怖に震ふるえ上がってみせたら、ジュリアスとしては嬉うれしいだろうが、そうはいかない。アルルにだって意地はある。

「ありがとうございます、騎士団長。入隊三み月つきで、名誉ある役に就つけるなんて光栄です」

「……では、皆が安眠できるよう、頑がん張ばって見張り番をこなすように」

　そう言うと、ジュリアスはさっさと離れていった。

　アマゼウスは気の毒そうな顔で、アルルを見つめている。元は自分が余計なことを話したせいかと、気にしているのだろう。

「話し掛けたりして、すまなかったね」

「お気になさらずに、ギャレ様。見張り番をしていれば、もしかしたら吸血鬼のほうから近づいてくるかもしれません。そうすれば城の在処ありかを聞き出すこともできるでしょう」

「おや、これはまた勇気ある発言だ。怖くはないのかね？」

「はい……怖くはありません。だって本当に吸血鬼が恐ろしい魔物なら、とうに人間は滅んでいるでしょ？」

　吸血鬼に襲おそわれて死んだ人間の話は、あまり聞いたことがない。それよりも流行はやり病やまいや戦争で死んだ人間のほうが、はるかに数は多そうだった。

「中には、愚おろかな吸血鬼もいるだろう。気を付けたほうがいい。私もできるだけ起きているが、いくら女嫌いの団長でも、こんな可か愛わいい乙女おとめを一人にはさせないだろう」

　やはりジュリアスは、誰もが認める女嫌いのようだ。それならそれで構わない。むしろ変に女好きな男より、アルルとしてはありがたい。

　国王の騎士団を束たばねる騎士団長だから、これからも何かと顔を合わせることもあるだろう。そうしていくうちに、女だからというだけで能力が著いちじるしく劣おとるという考えを、少しでも改めさせることができればいいのにとアルルは願っていた。











[image: ]






　朝から馬を進めて、夜には国境付近に近づいた。この辺りは、ザビエル侯こう爵しやく家の領地の外はずれだ。広大な牧草地を取り囲むようにして、深い森が国境まで続いている。

　豊かな森には、野の兎うさぎなどの小動物が多数いるのだろう。さらにははぐれた羊や山や羊ぎもいるのかもしれない。それを糧かてにする狼おおかみの群れが、夜ともなれば我が物顔に森を駆かけ抜けていた。

　時折、遠吠えが聞こえる。そのほうに顔を向けて、アルルは呟つぶやいた。

「吸血鬼より狼のほうが問題よ」

　野営の見張り番という名めい誉よある役に就ついたアルルは、マントにくるまって眠っている仲間たちを見下ろしながら、消えかけた焚たき火びに少しずつ小枝を足して回る。

　アマゼウスはかなり遅くまで起きていて、この国の歴史の裏話など、面おも白しろ可お笑かしく話してくれていたが、さすがに疲れたのか眠ってしまった。

　空には月もない。星々だけが、微かすかな瞬またたきを集めて夜を照らしている。

　アルルも眠かったけれど、見張り番である以上、うたた寝すらしてはいけないことになっていた。そこでアルルは、まめに薪まきを足すことで、どうにか眠気と戦った。

　それでも眠くなると、アルルはゆっくりと森の近くを歩き回る。目が慣れてしまえば、星明かりでも物の形がぼんやりと分かる。大きく足を踏み外すようなこともなく、森の中を流れる小川の近くまで来た時、アルルの鼻先にふっと薔ば薇らの香りが漂ただよった。

「えっ……」

　季節は秋の初めだった。薔薇もよく咲いている頃だ。けれどこんな森の奥で、薔薇の木があるのだろうか。暗くてよく見えないが、野薔薇でも群生しているのかもしれない。

「薔薇は嫌い……棘とげが痛いもの」

　幼い頃、兄弟たちと野山を駆け回って遊んでいたが、服を野薔薇の棘に引っかけて破いた。すると必ず乳う母ばに叱しかられ、続いて母にも叱られた。

　可か愛わいい顔に傷でもつけたらどうするのと、母は大げさに嘆なげく。騎士になるのだから、傷くらいあっても平気だとアルルは思ったけれど、やはり母にとっては許せないことだったのだろう。

「んっ？」

　微かに笑い声が聞こえたような気がした。それに続いて、管かん弦げん楽がくの音ね色いろまでする。

「気のせいよ。空耳だわ」

　恐怖感はないつもりだったが、もしかして夜を恐おそれていたのだろうか。そのせいでこんな幻げん聴ちようが聞こえるのだとしたら、アルルは自分の心の弱さを恥はじた。

「薔薇が絶えない……幻まぼろしの城か……」

　どこにあるのか誰だれも知らない。けれど確かに存在しているとアマゼウスは言う。そこを訪れた者はいるが、戻る時に記憶を消されてしまうから、どこにあるのかを告げることはできないそうだ。

　けれど完全に記憶を消されたのなら、忘れたことすら覚えていないはずだ。なのに見てきたような話がまことしやかに伝わるなんて、矛む盾じゆんしているとアルルは真剣に考える。

　薔薇の香りはますます強くなってきた。続けて夜会でもしているような、華はなやいだざわめきが聞こえる。

　けれど周囲は深い森で、明かりの一つもない。

　これは恐怖心による幻聴だ。どうやったらこんなものから逃のがれられるのだろう。アルルは神の名を心に思い浮かべようと思った。

　スワンドールでは、古くから伝わる神を信しん奉ぽうしている。その神に名前はなくて、偶像を作ることも神は許さなかったようだ。唯一、神の姿とされているのが白鳥で、王国の紋もん章しようや国旗にも白鳥が描えがかれていた。

　神官たちは、道徳的な規き範はんを説とく。それは何代も受け継つがれた神学書に書かれたものだが、人が生きていくうえで必要な、至し極ごくまともなことばかりだ。

　朝には目覚めて、一日よく働くこととか、子供に恵まれたら、大切に育てることとか、病やんだ者にも慈じ悲ひを与えるようになんて、当たり前なことしか神官は教えない。

　他国の神は、信じることを強要するという。そして神殿に膨ぼう大だいな貢ぎ物を要求するものらしい。けれどスワンドールの神は、収穫祭の貢ぎ物しか欲しがらない。そのせいで神官たちの暮らしは貧まずしくなりがちだが、そこは王と貴族が寄進することで支えられていた。

　そんな神でも、魔物に対抗する力になるのだろうか。とりあえずアルルは神に祈ったが、幻聴が消えることはなかった。

「あっ！」

　ついには幻覚が見え始めたらしい。黒い人のようなものが、ふらふらと近づいてくる。

　アルルはすぐに剣を抜いて構えた。もし幻覚でなかったら、盗とう賊ぞくかもしれない。むしろそちらのほうが問題だ。

「何者だ。名乗れ。我々は王国騎士団、名乗り、顔を晒さらすように」

　剣を構えて、毅き然ぜんと言うアルルに向かって、黒い塊かたまりはゆらゆらと揺れている。どうやら笑っているらしい。

「名乗れ、名乗らないとっ」

　勇気を持ってアルルが近づくと、ふわっと揺れてマントが外された。

「騎士団長……」

　何と、そこにいたのはジュリアスだった。ジュリアスは真剣なアルルの表情を見て、笑っている。

「なるほどな、確かに勇気はあるようだ」

「……こんな試し方をするなんて、卑ひ怯きようです」

　むっとしてアルルは抗議する。

「盗賊かと思ったじゃありませんか」

「盗賊か？　それよりもっと違うものだと思わなかったのか？」

　ジュリアスはじっと暗くら闇やみの中に目をこらしている。やはりアルル一人での見張りは酷こくだと、ジュリアスもずっと起きていたのかもしれない。そしてジュリアスも、あのざわめきを聞いたのだ。

「騎士団長も何か聞かれましたか？　もしかしたら風に乗って、遠くの声が流れてきたのかもしれませんね。だってこんなに森は深いし、明かりも見えません」

　自分を納なつ得とくさせるようにアルルは言った。そして空を見上げて、枝葉が風に揺れる様子を確かめた。けれど思っていたより枝葉は揺れていない。風がほとんどなかったからだ。

「……風、もっと吹いていると思ったのに」

「風はない。焚き火の炎ほのおが舞い上がっていないだろ」

　ジュリアスに言われて、そういえば風がないせいで、焚き火がすぐに燃え尽きないことをアルルは思い出した。

「なのに近くで人声がしたような気がした。姫騎士、勇気があるなら、私に同行して声の主ぬしを捜しに行くか？」

「アルルです。アルル・フォンダン」

「分かっている、アルバートの妹だったな。それではアルル、声のしたほうに行ってみよう」

　二人は同時に歩きだした。ところがアルルとジュリアスは、互いに正反対の方向に向かっている。

「こっちだろ？」

「えっ、こっちだと思いますが」

「……」

　そこでジュリアスは耳を澄すませた。アルルも同じように、幻聴かと思ったざわめきに耳を傾ける。するとどうしてもジュリアスが行こうとする方向と、逆のほうから声が聞こえてくるのだった。

「騎士団長は、そっちから聞こえるのですか？」

「そうだ。行くぞ」

　ジュリアスは勝手に自分の信じる方向に進んでしまう。仕方がないので、アルルも一緒に歩き始めた。けれど行く先は暗く、ますます森が深くなるばかりだ。

「一度、戻って松たい明まつを持ってこよう」

　そう言って引き返そうとしたが、どうしても野営の場所に出ない。そんなに歩いていないはずなのに、どうやら迷ってしまったようだ。

　アルルの耳には、まだあのざわめきが聞こえる。けれど、どこから聞こえるのか、ますます分からなくなってきた。

「おかしいな」

　ジュリアスは頭上の空を見上げ、星の位置を確認しようとする。ところがいつの間にか白い霧きりが立ちこめてきて、二人の視界を覆おおってしまった。

「……さて、アルル、どうするべきかな」

　さすがにジュリアスも、困惑しているようだ。

「霧が深くなる前に、火を熾おこしましょう。枯かれ葉と枯れ枝を集めますから」

　アルルは見張り番だったので、焚き火が消えないように火ひ種だね壺つぼを腰にぶら下げていた。それを示すと、白い霧が渦巻く地面を探って、枯れ枝と枯れ葉を拾い始めた。

「冷静だな、アルル……。もっと狼狽うろたえるかと思ったが」

「ほとんどの女性が、こういう状況で何もできないのは、経験がないだけです。男性だってそうでしょ？　経験がなければ、戸惑うでしょ？」

「……そうかな」

　ジュリアスは霧の中に突っ立っているだけだ。自分では何もしないのは、いつも命令するだけの立場にいるからだろう。

「嫌いやだ……足下も見えなくなってきましたね」

　霧は渦巻き、今にも二人の体をすっぽりと覆ってしまいそうだ。

「アルル、私の側に来い」

　そう言うとジュリアスは、剣を抜いて構えた。

「火を熾さないと」

「この霧では無理だ。それよりおかしいと思わないか。私には、さっきまで聞こえていた声が、ずっと遠くの反対方向から聞こえる」

「えっ、私は、割と近くで聞こえています」

「どうやら我々は、誑たぶらかされているらしい」

　では誰に騙だまされているというのだ。こんな森にいるのは獣けものや鳥ばかりで、人間など自分たち以外にいそうもない。

「騎士団長、やはりギャレ様の言っていた魔物でしょうか？」

「私は魔物なんて信じない。それよりこの森には、何か幻覚作用を起こすものがあるようだ。そのせいでおかしな声が聞こえるのじゃないか？」

　ジュリアスはあくまでも冷静でいようとしている。アルルもそう言われれば、そんな気もしてきた。

「我々には先入観がある。ギャレ殿から話を聞いているからな。そのとおりの幻覚が見えているんだろう」

　霧が立ちこめた森の奥深くにあるという、一年中薔薇が咲き乱れている城。

　確かにその言葉によって、それぞれが心に強い印象を持ってしまう。そして見てもいないし、聞いてもいないのに、勝手に自分の中で想像を膨ふくらませてしまうことならありそうだ。

「聞いた話が十本足の怪物とかだったら、そんなものが見えたのかもしれない。問題はこの森だ。何か人に害を成すものが出ているんだろう」

「獣や鳥には影響しないのでしょうか？」

　ジュリアスの背中に自分の背中をくっつけるようにして、アルルは反対側を警戒する。けれど何が襲おそってくるのだろう。ジュリアスが考えているとおりなら、ここには何もいないはずだ。

「騎士団長……ここで何かが襲ってくるんですか？」

「幻覚に騙されているうちに、狼に襲われるかもしれない。または盗賊……魔物のせいにして、悪事を働く人間だ。アルル、気をしっかり持て。幻覚に引きずられるな」

　そうは言っても、ざわめきはまだ聞こえている。そして薔薇の香りは、霧にも負けず漂っていた。

『約束は約束よ』

　突然、はっきりとした声が聞こえてきた。そこでアルルは、ジュリアスの腕をしっかり握にぎってから言った。

「騎士団長、はっきりとした幻聴が聞こえました」
















「……何て言っている」

「約束は約束よ……。謝あやまっても意味はない……。手紙は受け取れないって……えっ？」

　アルルの脳のう裏りに、一瞬だが金髪の美女の姿が浮かんだ。その直後、すべての幻聴は消え、薔薇の香りも消えてしまった。

「あっ、あれ？　今のは何？」

「私には何も聞こえない。アルル、しっかりしろ。本当にそんな声が聞こえたのか？」

「はい、聞こえました。一瞬ですが、女性の姿が……」

　アマゼウスから聞いたイパネラの印象が、そのまま像になって脳内に浮かんだのだろうか。それにしても鮮明で、アルルは目の前にイパネラがいたような気がしてしまった。

「どうやら女のほうが、この毒気には弱いようだな」

　ジュリアスは皮肉な口調で言う。見ると霧が晴れてきて、木々の間から再び星が顔を覗のぞかせ始めた。そして改めて周囲を見回すと、そんなに離れていないところに、野営の焚き火のほのかな明かりが見えていた。

　とんでもないところに迷い込んでしまったように思っていたが、あれは錯さつ覚かくだったのだろうか。これが現実なのは、しっかりと握りしめたジュリアスの腕の感触で分かる。

「騎士団長には、聞こえなかったのですか？」

「ああ、何も聞こえない。いきなり霧が晴れて、頭も鮮明になってきた。どうやら毒気は風に乗って流れてくるようだな」

　ジュリアスはそう言いながら、それとなくアルルの手を自分の腕から離す。アルルは慌あわててジュリアスの側から飛び退のいた。

「恐らく陛へい下かも、毒気に当てられて幻覚を見たんだ。よかったな、アルル。これでもう原因は分かった。姫騎士団など、解散しても大丈夫だ」

　それは何か違う。もし本当にあのおかしなものたちがいたなら、マリーナが危ない。そんなに単純に解決を急いでしまってはいけないとアルルは思う。

「ですが、騎士団長。もし魔物の特別な能力で、私たちに何かを伝えようとしていたなら、約束どおりに攫さらいに来ると思えます」

「……私には、そんなことはないと思えるがな。まぁ、いい、陛下を説得しよう。姫騎士団が解散すれば、アルルももう普通のレディに戻れる。そのほうが嬉うれしくないか？」

　嬉しくはなかった。ではこの十二年間は、何のためにあったというのだ。たとえ魔物などいなくても、マリーナを守ることには変わりない。ジュリアスはただ単に、姫騎士団が目め障ざわりなだけなのかと思えてしまう。

「嬉しくはありません。私は、マリーナ王女の側に、ずっと仕えるのが夢ですから」

「そうなのか？　アルルは伯爵家の姫君だ。そろそろ婚こん姻いんの準備に入らないといけないのだろ。騎士の真ま似ね事ごとなどしていたら、いつまで経たっても婚姻できないぞ」

「騎士団長は女性に恨うらみでもあるんですか？」

　アルルは思わず正直に聞いてしまった。

「数は少なくても、各国にはそれぞれ優すぐれた女騎士がいた話は伝わっています。それ以外にも女宰さい相しようや、代々女王だけが国を統すべるところもあります」

「それは他国の話だ。スワンドールでは、姫君たちはしとやかで、物静かに暮らすものと決まっている」

「誰が決めたんですか？」

「誰って、昔からそうだろ？」

「どれくらい昔からですか？」

　アルルの声は、もう険けん悪あくそのものになっている。魔物の正体を見み極きわめようとしていたジュリアスは、凜り々りしくて男らしく、とても頼もしい存在に思えた。けれど女を見下げたようなことを口にすると、どうにも偏へん屈くつな老人のように思えてしまう。

「女のくせに、甲かつ冑ちゆうを着て、馬に乗っていたいのか？」

　ジュリアスの声も苛いらついている。きっとジュリアスとしては、もうこれで静かな生活に戻れますとアルルが言えば満足だったのだろう。けれど予想外の言葉が聞こえてきて、不愉快になっているのだ。

「騎士団長は、女性が劣おとった存在でなければ、満足なさらないのですか？」

　不ぶ躾しつけな言い方に、ジュリアスはむっとする。幸い暗くて、互いの顔が見えていないのが何よりだった。

「マリーナ王女を守るのが目的なら、何も騎士の姿をしなくてもいいだろう。騎士とは、名誉な存在だ。姿形だけ真似ても、本物の騎士とは呼べない」

「では、誰が本物だと判断するのですか？」

　アルルがしつこく食い下がるので、ジュリアスは言い返してもきりがないと思ったのだろう、野営地に大おお股またで戻っていく。

「幻覚作用の正体を突き止めれば、すべて解決だ。明るくなったら、見慣れぬ植物、鉱物などがないか調べることにする」

　質問には答えず、ジュリアスは自みずから薪を足し始める。心なし空は明るくなっていて、夜明けが近づいていることを教えていた。

「しっかりと見張り番はできた。それだけは評価する。もう眠ってもいいぞ。後は私が見ているから」

「……はい……」

　眠気は吹き飛んでいた。

　やはりおかしい。幻覚作用のある毒気が流れているのなら、眠っていてもみんなおかしくなるはずだ。それに風もないのに、簡単に毒気が消えてしまったのも納得できない。

　マントにくるまって横になったが、目を閉じると鮮明にあの金髪の美女の顔が浮かんできた。

　呪われた魔物にしては美しすぎる。そういえばアルルも、古代の画家の絵で彼女の姿を見たことがあるような気がした。

　マリーナを連れ去った後、どうするつもりだろう。吸血鬼にしてしまい、ずっと側に置いておくつもりだろうか。

　永遠に生きられることが幸せなのか、アルルには分からない。愛する者たちが年とし老おいていくのに、自分だけが若いままというのはやはり嫌だった。

「もしかしたら……女王なのが騎士団長には気に入らないのかな？」

　絶対的な存在の魔物の支配者が、女だというだけで認めたくないのかと、つい余計なことまで考えてしまう。

「もし本当にいるのなら……姫騎士団を解散させては駄だ目めよ。あの騎士団長じゃ、夜の女王の存在を信じていないから、マリーナ王女を守りきれない。絶対に解散なんてさせるもんですか」

　なぜかそこでアルルは、猛然とやる気が湧わいてきた。こうなったら姫騎士団が飾り物ではないというところを、きっちりジュリアスに分からせないといけない。

　そのためにはもっと皆が強くなり、団結力を増さないとならなかった。

　入団して間もないアルルに、いったい何ができるだろう。まずは規律を守り、訓練に励はげみ、騎士として恥ずかしくない存在になることだ。

「だからって、男になるわけじゃない……。女だからこその姫騎士団なんだもの。そこが難しいところだわ」

　横で寝ているココやミンカを、アルルはじっと見つめる。

　男なら騎士団長の次には、国軍の中将、大将、将軍という出世の道が用意されているが、姫騎士団にそんなものはない。

　出世の道も限られているせいだろうか、二は十た歳ちを過ぎると、退団する者が多いと聞いた。

　本当はもっと続けていきたいのに、親に泣きつかれて、仕方なく退団していく者もいるようだ。体力の限界を感じて、辞やめていく者もいた。重たい甲冑を着て馬に乗るのは、ドレスを着てダンスを何時間も踊おどるより、はるかに体力を奪うのだから無理もない。

　それでも結成されてから十二年、最初は五名の姫騎士しかいなかったのに、今では常時二十人で姫騎士団は構成されている。

　あと三年、マリーナが呪われた誕生日を無事に過ごすまでは、何があっても存続させるべきだとアルルは思った。
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　オルドーは、結局ジュリアスの進言を受け入れなかった。だが学者を森に派は遣けんし、毒の正体を突き止めさせることはやった。結果、何も特別なものは見つからず、オルドーが毒気で幻覚を見たという証明はなされなかった。

　ジュリアスに疎うとまれながらも、それでも姫騎士団はその後の三年間、存続を認められていた。

「第一小隊、整列……進行」

　騎馬訓練の号令を掛けているのはアルルだ。前任の騎士団長だったルミエールは、母親が重じゆう篤とくな病やまいに罹かかったので、半年前に退団した。ルミエールが次期団長として指名したのは、もっとも真ま面じ目めに職務に取り組んでいるアルルだったのだ。

「第二小隊、整列……第一小隊との間隔を測れ。まだ、前進するな。ココ、馬を抑えて」

　アルルに言われて、ココは必死で走りたがる愛馬を抑える。いつものことなので、皆は辛しん抱ぼう強くココが整列するのを待っていた。

　馬上で指揮するアルルの顔立ちは、入団した頃よりもずっと大人おとなびている。甲かつ冑ちゆうで守られた胸も大きくなり、背も僅わずかだが高くなった。

　姫騎士団は現在、二十四人で構成されている。八人ずつの小隊を作り、交代制でマリーナの警けい護ごに当たっていた。いつもは同じ時間に訓練することはないが、今日はマリーナが訓練の様子を見たいということで、特別に騎馬訓練をやっている。

　天幕の下でマリーナが、女官に守られながら見ていた。気の毒なことにこの愛らしい王女は、一カ月後に十五歳になる。本来なら祝うべき誕生日だが、その日が夜の女王との契約日とあって、オルドー王は特別神経質になっていた。

　そのせいでマリーナの生活は、酷ひどくつまらないものになってしまった。外出はいっさい禁止となり、城から一歩も出ることは許されない。城内でもせいぜい中庭までで、夜は部屋からも出られなくなっていた。

　アルルはそんなマリーナが気の毒でならない。外部からの来訪者も制限されてしまって、マリーナの好きな演奏会や、詩の朗読会や芝居もなくなった。毎日が老人の隠いん遁とん生活のようになってしまって、あまりにも気の毒だ。

「第三小隊、整列……そのまま、並足行進」

　三列に並んだ馬は、足を高く上げながらゆっくりと行進する。全員が姫騎士団の赤い甲冑を纏まとい、先頭を行く騎士はマリーナの紋もん章しようである、深しん紅くに白しろ薔ば薇らの旗を掲かかげていた。

「早足、行進」

　アルルの掛け声に合わせて、馬たちは足を速める。すると旗がひらひらと舞い、何とも幻想的な美しい眺めとなった。

　号令を掛けるアルル自身は、馬を走らせることはしない。ただ特製の真っ赤な革かわ紐ひもを使った乗じよう馬ば鞭むちで、進む方向を指示するだけだ。

　姫騎士たちは全員、見事にアルルの指示に応えてくれる。最初は勇いさみ足だったココの馬も、三列の真ん中という難しい位置にいながら、どうにか鼻先を揃そろえて進むことができた。

　誇ほこらしさでアルルの胸は膨ふくらむ。

　はっきり言って、今は国王の騎士団よりも、姫騎士団のほうが馬術は上う手まいと思えるのだ。

　騎士団は人数が多いから、まとめるにはもっと上の技術がいるのだろう。けれど自分が最上だと思っているジュリアスだったら、そんなことくらい簡単にできるはずではないのか。

　なのにできているとは思えない。競技となったら、絶対に自分たちのほうが上手いとアルルは鼻息も荒く微笑ほほえむ。

　退団した前団長のルミエールも言っていた。何とかして姫騎士団を解散させようとするジュリアスに、一いつ矢し報むくいたい。それには姫騎士団がその実力を上げて、何も文句など言わせないようにしていくしかない。

　ルミエールの意志を継ついだアルルは、それをこんな形で実行した。組み手や剣では、どうあっても男たちに敵かなわないのは分かっている。

　だったら騎馬と弓矢で、負けないだけの力を付ければいい。

　それからアルルは、こうして馬術の訓練を集中的に行い、さらに戦いでは自身が非力でも有利な長なが槍やりと弓矢を集中的に練習させた。

　問題の日が近づいているのは、姫騎士たちだって分かっている。マリーナを守るのは自分たちだと、士気も高い。

「早足……そのまま横一列で静止」

　アルルの乗馬鞭がすーっと横に動くと、それまで足早に走っていた馬たちは、綺き麗れいに横並びで整列した。

　それを見ていたマリーナは、嬉うれしそうに手を叩たたいている。

　父のオルドーに似て、黒髪で紫むらさきの瞳のマリーナは、ますます愛らしさと美しさを増していた。オルドーが必死に守ろうとする気持ちもよく分かる。国民の誰だれもが、この純真な王女が不幸になることなど願っていないだろう。

　オルドーは、マリーナが誕生日を無事に迎えられたら、記念の銀貨を国民一人一人に配るつもりでいる。通常は表に国王、裏は白鳥の図柄の硬貨だが、表をマリーナの像として、裏は薔薇の図柄となるはずだった。

　銀貨一枚あれば、大袋いっぱいの麦が買える。または羊一頭分の肉が買えた。たいした施ほどこしではないように思えるが、この時代、そんなに気前のいいことをしてくれる領主はそういない。

　生まれたばかりの赤ん坊から、ベッドで一日うつらうつらしている老人まで、スワンドールの国民であれば、分け隔へだてなく与えるつもりなのだ。

　そんなことをされれば、国民はますますマリーナを敬愛するだろう。

「ではこれより、隊ごとのリレーを行う。各隊、それぞれ実力を発揮するように」

　今度は馬場の中を一周走りリレーを行う。各隊の姫騎士が手にしているのは、藁わらで作った人形で、それを自分の前に抱いて走らないといけない。

　アルルは馬を下り、各隊が準備をしている間に、マリーナに近づいていった。若草色のドレス姿のマリーナは、まるで花の妖精のように見える。

「いかがですか、マリーナ様。楽しんでいただけましたでしょうか？」

「ええ、とても楽しんでいますわ。お部屋を警護している時より、皆さん、生き生きとしてらっしゃるのね」

「はい、張り切っております。今からリレーですが、優勝した小隊には、ぜひ、お言葉をかけてください」

　アルルはほっとする。これで少しはマリーナの無ぶ聊りようを慰なぐさめられただろうか。

　ところがアルルの口元の笑みは、ぎこちなく固まることになってしまった。ジュリアスが数人の騎士を引き連れてやってきたのだ。

「姫騎士団は楽しそうだな。人形を抱いて乗馬か？」

　アルルをちらっと見て、嫌いやみを言うのは忘れない。入団以来、ジュリアスのアルルに対する風当たりはどんどん強くなってきている。それだけアルルが、姫騎士団の中で目に付く存在なのだと、今では思うことにしていた。

「ご婦人や子供を乗せて、敵から逃のがれる訓練の一つです。今回は、マリーナ様に楽しんでいただけるよう、多少の演出はしておりますが」

　何をやっていても気に入らないのだろうが、本音は自分たちより騎馬術が上手くなってしまった姫騎士団に対して、焦あせりを感じているのだ。

　そう考えれば、どんな嫌みも気にならない。

　ジュリアスは姪めいでもあるマリーナに近づくと、その手を取って唇くちびるを軽く押し当てる。周りにいる女官たちが、そんなジュリアスを見て落ち着きをなくしているのが分かった。

　騎士団長としては立派な男だが、こんな冷れい酷こくな男のどこがいいのだろうと、アルルは冷めた目で女官たちを見つめる。

　色男かもしれない。公こう爵しやくなのは事実だ。そして名めい誉よある騎士団長だが、それ以外にどこがいいのだろう。

　こんな男と婚こん姻いんしたって、毎日が退屈に決まっている。自分の思いどおりにならなかったら、癇かん癪しやくを起こして当たり散らしそうだ。少しでも口答えしたら、百万語を駆く使しして応おう酬しゆうしそうだった。

「そうか、では我々も、王女と共に観戦させてもらおう」

　何だか今日のジュリアスは、とても機き嫌げんがよさそうだ。こういった時は、余計に注意しないといけない。

「よろしいのですか、騎士団長。お忙しいのではないですか？　何かマリーナ様にご用事でしたら、そちらを先にすまされますよう」

「いいじゃないか、姫騎士団自慢の馬術の腕を、ぜひ参考にしたいだけだ」

　誰も見ていなかったら、思い切り顔を歪ゆがめて、いーっとジュリアスに向けて言い放ちたいところだ。けれど今できることは、せいぜい奥歯をきりきりと嚙かみしめる程度だった。
















「アルバート、どうだ？　妹はわずか三年で騎士団長になったぞ。よほど騎士になりたかったんだな。これくらいの気き概がいを、アルバートも持ったらどうだ？」

　ジュリアスが話しかけている相手は、何と兄のアルバートだった。アルバートに対しても、アルルに対しても、何と嫌みで失礼な物言いだろう。けれどアルバートは、ジュリアスの毒舌など慣れているのか、曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かしている。

　アルバートはどうせ伯爵家を継ぐのだ。騎士や軍人として出世するつもりはない。そのせいかのんびりしていて、ジュリアスには苛いら立だつ存在なのだろう。

「私たちに遠えん慮りよせず、開始してくれ」

　変に意識するのもおかしいと思い、アルルは三騎並んだ馬の前に立ち、大きく旗を振った。可か愛わいい衣装で着飾らせた藁人形を、しっかりと抱いた姫騎士を乗せて、馬は勢いよく走りだす。

　人形を受け渡していくが、ゴールが早ければいいというものではない。最後まで藁人形が崩くずれず、綺麗なままでいることが重要なのだ。

　マリーナは大はしゃぎだ。特定の小隊を応援することはせずに、それぞれの名前を叫んで手を振っている。

「さすがだ、感心したよ、姫騎士団長。マリーナ王女を楽しませる才能は、かなりのものだな。あんなに楽しそうな姿を見るのは久しぶりだ」

　本心からそう思っているのか、またはいつもの皮肉なのか分からず、アルルはちらっとジュリアスの横顔を見上げる。弟だけに、どこかオルドーにも似た端正な顔立ちをしているが、どうしてこの顔であんなに女嫌いなのだろう。

　それさえなければ完かん璧ぺきなのにと思ってしまう。

　姉たちからジュリアスの情報を求められていたココは、正直な感想を手紙に書いていたら、ついに噓うそつき呼ばわりされてしまった。私たちの憧あこがれのジュリアス様が、そんな冷たい男のはずがないというのが、姉たちの意見らしい。

　けれどジュリアスは二十五歳になったが、未いまだに婚約者の話もなく、夜会でもダンスはマリーナや従い姉と妹ことしか踊おどらない。そのせいで余計にレディたちの気持ちを波立たせている。

　馬場の姫騎士たちは、真剣に馬を走らせている。ところが藁人形の受け渡しとなると、落としたり、投げたりで大騒ぎをしていた。

　それがまたマリーナを喜ばせている。

「マリーナ様には、いつもあんなふうに笑っていていただきたいんです。陛へい下かのご心配も分かりますが、以前のように自由に外出できるよう、騎士団長からも取りはからっていただけないでしょうか？」

　アルルの願いに、ジュリアスは口元を片側だけつり上げて、にやっと笑った。

「心配しなくていい。もうしばらくしたら、王女も退屈している暇ひまがなくなるから」

「……？」

「明日、姫騎士団も我々と同行してくれ。国境まで賓ひん客きやくを迎えに行く」

　ジュリアスがここに来た目的がこれではっきりした。姫騎士団の助けを要よう請せいしに来たのだ。

「どちらかの王族がお見えになるのですか？」

「ああ……王女の誕生日を祝いに……」

　近隣の国々の姫君が来るとなれば、マリーナにとっても嬉しいことだ。

　身分に差はないとマリーナは示したがるが、やはりそうはいかない。マリーナは大切な王女だから、仕える人間は遠慮をしてしまう。

　だが相手も王女だったら、国の大小はあっても、互いに同じ立場で接することができるのだ。遠慮なく話し合えて、楽しい時間を持てるだろう。

「隣国から皇こう太たい子しが来る」

「えっ……」

　それは何か違うだろう。明らかにそれは婚姻を見越した見合いではないのか。

「隣国と申しますと？」

「アスレシア王国のカイヤ皇太子だ」

「……」

　鉄の盾たてが頭に落ちてきたような衝しよう撃げきだった。

　カイヤ・リキュエル。今年二十歳になる金髪の美び貌ぼうの皇太子、それだけ聞けば誰でもマリーナの相手として相応ふさわしいと思うだろう。

　けれどいい噂うわさを聞かない。何しろ、とんでもないうつけ者だということだ。

　女のように華はなやかな装よそおいを好み、広大な城内で毎日かくれんぼをしているという。動物を可愛がっていて、異国の珍めずらしい動物まで飼かっているそうだ。しかもあまりにも増えすぎた動物を、月に何度か国民に公開しているという。

　その時は、皇太子自みずから解説を買って出るのだが、その言葉はいつもどこか子供じみていて、まるで道どう化けのようだと言われていた。

　それは確かに退屈しのぎにはいい相手だろう。

　けれど婚姻の相手ではない。

　アスレシア王国は豊かな国だし、スワンドールに決してひけを取らない文化的な国ではある。代々、両国間には親交があって、王族や貴族の中には婚姻関係を結んだ者も大勢いた。

　決して悪い縁談ではないはずだが、皇太子がまともならの話だ。

「カイヤ……皇太子ですか？」

「ああ、城内が賑にぎやかになっていいだろ？」

「ですが、陛下は人の出入りを極端に嫌がっておいでですが？」

「隣国の皇太子の一行に、まさか魔物は混じっていないさ」

　ジュリアスの上機嫌な様子に比べて、アルルは怒りのあまり口をへの字に結び、ふるふると両手を震ふるわせていた。

　どうせジュリアスが、オルドーをそそのかしてカイヤ皇太子を招待させたに決まっている。オルドーは今、まともにものを考えられる状態ではないから、もっとも信頼している弟のジュリアスの言葉だったら、何でも素直に聞き入れてしまうだろう。

「騎士団長、まさか……まさかですよ、マリーナ様との見合い、なんてことはないですよね？」

「……双方が気に入れば、それもあるだろう」

　しれっとジュリアスは答える。

　ジュリアスとしては、オルドーが呪のろいに怯おびえているのがうんざりなのだ。その呪いを防ぐために用意された姫騎士団は、最近やたらと活動が派は手でで、注目を浴あびるようになったのも気に入らないのだろう。

　マリーナが隣国に嫁とついでしまえば、姫騎士団も解散となる。ジュリアスはそれを狙ねらって、強引にカイヤを招待したのだ。

「気に入るとお思いなんですか？」

　マリーナと女官たちは、リレーを見てはしゃいでいる。ジュリアスに同行した騎士たちも、内心は喜んでいるのだろう。ジュリアスの目の届かないところに立ち、笑顔でリレーを見守っていた。

　なのにアルルとジュリアスの間には、冷たい空気が渦巻いていた。

「マリーナ様は騎士団長の姪めい御ごさんですよね？　しかもスワンドールの第一皇女ですよ。そんな方に、この縁談が相応しいとお思いなのですか？」

　アルルの質問に、ジュリアスは小さく首を縦たてに振る。

「年齢からいったら、似合いだろう」

「相手の人格とか、考えないのですか？」

「失礼だろう、その言い方。まるでカイヤ皇太子が、人格に問題があるみたいじゃないか」

　大いにあるだろう。ジュリアスほどの男が、カイヤの噂を何も耳にしていないはずがない。知っていて、強引に進めたに違いないとアルルは思ってしまった。

　リレーはついに最終走者となった。最終走者は一番速い者がやることになる。こうなるとココの愛馬、ホルスに敵うものはない。

　藁人形を受け取った時、ココは一番最後だった。なのにあっという間に先頭の二頭を追い抜き、見事一番でゴールした。

「やるもんだな。あれはいい馬だ」

　アルバートは吞のん気きに拍手している。そしてアルルに向かって、穏おだやかに言ってきた。

「アルル、あの馬を、うちの厩きゆう舎しやに借りてきて、子馬を作らないか。足の速い、力強い馬ができそうだ」

「そうね。ホルスは調教は難しいけど、とてもいい馬だわ。だけど馬だって、相手が誰でもいいってことはないのよ」

　ジュリアスに聞こえるように、アルルはわざと冷たく言い放った。

「そうか、じゃデイジーはどうなんだ。三年も同じ厩舎にいたんだ。気心も知れているだろうし、いいんじゃないか」

「兄様、いえ、フォンダン卿きよう、今はそのような話をする場ではありませんので。ココも私も、愛馬がなければ、騎士団の務めも果たせませんから」

「大丈夫だ」

　そこでジュリアスが口を挟んできた。

「カイヤ皇太子が来ている間は、騎士団が王女も共に守る。姫騎士団にそれほどの仕事はないだろうから、馬にも子作りの時間を与えてやるといい」

「……何でも、そうやって、自分たちの都合で仕切られるんですね。それほどの仕事はないって、本気で思ってらっしゃるんですか？　マリーナ様の誕生日が近づいてきていて、私たちがもっとも緊張しているというのに」

　アルルが本気で怒っていることに、やっとアルバートは気が付いたようだ。そしてジュリアスがそれを知っていながら、わざと挑発するような態度に出ていることも気が付いただろう。

「いや、アルル、すまなかった。その話は、また今度、ゆっくりとしよう」

　アルバートは困ったように二人を見比べていた。自分の気まぐれな発言で、両騎士団の団長同士が、いがみ合ってしまったことに慌あわてているようだ。

　マリーナは立ち上がり、拍手で優勝した第二小隊を称しよう賛さんしている。その様子は純真そのものだ。このマリーナを、なぜ近隣国一のうつけ者皇太子と、見合いさせないといけないのか。

　だが任務は任務だ。明日には嫌でもカイヤ皇太子を、迎えに行かないといけなかった。











[image: ]






　姫騎士団の宿舎では、その夜の食事に豪華な果物の焼き菓が子しが出された。今日の健闘を讃たたえて、マリーナから贈おくられたものだ。

　食欲の旺おう盛せいな姫騎士たちは、歓かん声せいを上げて喜んだ。ところが喜びに湧わいたのもそこまでだった。いつものように、雑穀を混ぜたスープと鶏とり肉にく料理に堅いパン、それで食事を始めた途端に、アルルが皆に告げたからだ。

「明日は、特別な任務が入りました。今夜の見張り番である第一小隊は、交代なしでそのまま警けい護ごしているように。第二小隊と第三小隊は、賓ひん客きやくの出迎えに行きます」

「賓客ですか？　どなたがいらっしゃるのですか？」

　皆を代表して、今ではもっとも年長となった、第一小隊長のモイラが聞いてくる。

「……アスレシア王国のカイヤ皇こう太たい子しです」

　そこで全員が、一瞬で静まりかえった。

　その後で、まずココが叫さけんだ。

「噓うそでしょーっ。まさか、マリーナ様と見合いなんてことはないですよね」

「……騎士団長からは、いらっしゃるとしか聞いていません。ですが……カイヤ皇太子が、お妃きさき選びを始めたという噂うわさは届いています」

　その後は、まさに蜂はちの巣を突つついたような大騒ぎになった。

　アルルより年長の者が、姫騎士には大勢いる。同年の者もいたが、いつも皆でアルルを、団長として立ててくれていた。

　実際にアルルは、剣や弓矢、馬術などすべてにおいて優すぐれていたが、それだけでなく皆の意見を取り入れてまとめるのが上う手まかったのだ。それは騎士団長として、もっとも求められる資質だろう。

　いつもならここでアルルは立ち上がり、食事中は静せい粛しゆくにと叫ぶところだ。

　だが、今夜はアルルも皆に交じって叫びたい。

　誰がそんな見合いを決めたのだと。

　姫騎士たちは口々に、噂で聞いたカイヤ皇太子のうつけぶりを叫んでいる。

　女みたいな恰かつ好こうをしたがるとか、道どう化けを友達にしているとか、時々厩きゆう舎しやで寝ているとかは、まだましなほうだ。

　朝はまずかくれんぼから始まり、家臣が見つけられなければ公務にも出席しない。もう二十歳になったのに、未いまだに川遊びが大好きで、暑い季節には平気で下帯一枚となり、家臣たちが止めるのも聞かずに泳ぎだす。

　冬は冬で、自みずから率先して城門前の雪かきをして、それで洒落しやれた雪像など作らせ、一番上手くできた者に法外な褒ほう美びを与えるそうだ。

　そんな子供なのか大人おとななのか分からない皇太子だが、病弱な父王は温かい目で見守っている。それで何でも許されると思ったのか、ますますそのうつけぶりは激しくなっていくようだ。

「マリーナ様が第一皇女でも、何もあの皇太子を婚こん姻いん相手にすることはないでしょ。王子だったら、次男でも三男でもいいじゃないですか」

　誰だれかの声に、今度は被かぶせるようにまた声が響ひびいた。

「そうよ。貴族じゃなくてもいいわ。マリーナ様を幸せにしてくれる人だったらね」

「そんなうつけだったら、マリーナ様を一目見たら、すぐに婚姻したがっちゃうわよ。珍めずらしい動物とか、綺き麗れいな鳥とか大好きなんでしょ。私たちのマリーナ様が、そんなものと一緒にされたらたまらない」

「でも、魔物に攫さらわれるよりましかも……」

　ぽつんと誰かが呟つぶやいた。すると一瞬だけ静かになったが、すぐにまた全員が喧けん嘩かしている雄おん鳥どりのようにけたたましく叫びだしていた。

「問題をすりかえないで」

「魔物が来ないと思ってるから、そんなこと考えてるんでしょ。もし本当に来なかったら、そのままずるずると婚姻させられちゃう」

「ああ、マリーナ様。何ておかわいそう……。魔物から逃のがれられても、うつけが待ってるのよ。ひどい、ひどすぎるっ」

　アルルは黙だまってむしゃむしゃと鶏肉を食べる。王宮の鶏けい舎しやで育てられているホロホロ鳥で、いつもはとてもおいしく感じるのに、今夜は何の味もしなかった。

「そもそも、どうして女は婚姻しなければいけないの？」

　正直にアルルは本音をぶつける。すると即座に同調する声が聞こえてきた。

「そうよ、おかしいわよ。好きでもない相手とか、顔も見たことない相手と、婚姻しろってどういうこと」

「それでも貴族の家に嫁とつぐんならいいじゃない。いくら裕福そうでも、庶しよ民みんの家に嫁いだら大変よ。子育てをしながら、使用人の監督もして、家族の着るものの手配から、その夜の献こん立だてまで、みんな女がしなくちゃいけないのよ」

　貴族の子女がほとんどの姫騎士団で、珍めずらしく庶民から入ったエミルという姫騎士だった。庶民といっても親は実業家で、下級貴族の何倍も金持ちだ。それでも庶民の女主人となると、何もかも執しつ事じ任せの貴族のようにはいかないらしい。

「貴族だからいいってものでもないわ。毎日のようにお茶会だの夜会だのあって、それに出ないといけないし、家に招待もしないといけないのよ。あの人の家では、どんな料理が出たから、うちはもっと手の込んだものを出さないといけないとか、母は一日中そんなことばかり考えてるの」

「そうよ、そうやって集まっては、他人の悪口ばかり。だけど少しでもまともな意見なんて言ったら、父にたしなめられるんだわ」

「男たちだって、集まってはくだらない噂話しかしてないじゃない。なのに自分は何もしないくせに、料理が足りないだの、食器が汚れているとか、文句ばっかり」

　話がどんどんそれ始めた。姫騎士たちは当然未婚だが、自分たちの母親の姿を見ていろいろと思っているのだろう。

「王妃になったら、もっと大変よね。しかも相手があの皇太子だったら」

　誰かの呟きで、全員がまたもや熱くなった。

「姫騎士団長、この見合いを阻そ止しする方法はないんですか？」

「もう遅いわ。カイヤ皇太子は城を出てしまったし、招待したのは騎士団長、ジュリアス・ガルデン公こう爵しやくですもの」

　ココは立ち上がり、拳こぶしを突き上げて叫ぶ。

「騎士団長、横暴。何の権利があって、勝手に皇太子を招待なんてするんだっ」

「姫騎士団を解散させるために決まってるじゃない。マリーナ様がこの国からいなくなれば、私たちは失職よ」

　ミンカも立ち上がり叫ぶ。すると「えーっ、そうだったんだ」と、改めて驚く声が聞こえた。

「騎士団長、横暴ーっ。あの女嫌い、私たちが甲かつ冑ちゆうを身につけて、颯さつ爽そうと馬に乗ってるのが気に入らないのよっ」

　ココが叫ぶと、そうだ、そうだと声が上がった。

「マリーナ様が、同性の私たちに心を開いてくれてるのも、気に入らないのよね。騎士団長は、自分だけが頼りにされたいんじゃないの」

　ミンカも挑発するように言う。するとまたもや同調の声が上がった。

「これが男で結成された、マリーナ様の親衛隊だったら、何の文句もなかったはずよ」

　今度は、エミルが叫ぶ。こうなると、立ち上がって何か一言叫ばないといけない雰ふん囲い気きになってきて、一人、また一人と叫び始める。
















「姫騎士団長、そろそろ、収めないとまずくないですか？　騒ぎが外まで漏もれそうです」

　年長のモイラは、気を利かせて進言してくれた。

「そうね……みんなの言いたいことは、とてもよく分かるけど、ここでそろそろ食事に戻りましょう」

　アルルは立ち上がり、大きく手を叩たたいた。

「皆さん、静粛に。言いたい気持ちはよく分かるわ。けれど一番大切なのは、マリーナ様が気持ちよくお誕生日を迎えられること。他にも賓客が招待されるかもしれないし、スワンドールには、他国にはない姫騎士団があり、最高の働きができるということを、見せつけてやりましょうよ」

　そこで皆は着席し、アルルに向かって盛大な拍手を送る。

「女だから劣おとっているという、意味のない偏へん見けんと闘いましょう。逆に女だからこそできる、細やかな気配りで、マリーナ様を守りきるのよ。魔物だけじゃなく、マリーナ様の幸せを奪おうとする者たちからね」

　さらにまた拍手が起こった。皆が賛同してくれたことで、アルルの気持ちは晴れやかになる。そしてできることなら、マリーナがうつけの皇太子などに関心を示さず、心こころ穏おだやかに誕生日を迎えられるように祈っていた。











[image: ]






　ジュリアスはアルバートを団長の職務室に呼び出し、ワインを勧めながらため息をつく。

　どうしてアルバートの妹は、ジュリアスをこうも苛いら立だたせるのだろう。前任の姫騎士団長ルミエールも、かなり苛立つ相手ではあったが、アルルが団長になってからは、もっと気に入らない存在になってしまった。

「フォンダン卿きよう、あの妹は、いつもああなのか？」

「ああとは、どうああなのでしょう？」

　のんびりとしたアルバートの返事に、ジュリアスはさらに深いため息をついた。

「分かりやすく言えば、女のくせに生意気だ。昔から、ああなのか？」

「……はい。三歳から、姫騎士になるべく、鍛きたえられて育っていますから」

「ますます増長しているように思うが」

「それは、思いがけない早さで、姫騎士団長になってしまったので、張り切りすぎているだけだと思いますが」

　アルバートもいい迷惑だろう。妹のせいでジュリアスから、意味もなく非難されているのだから。

「フォンダン伯はく爵しやく家は、由ゆい緒しよある家柄だ。あの妹でも、ドレスを着せて、大人おとなしくさせていれば、顔も、まぁ美人だし、いくらでも婚こん姻いんの申し出があるだろう。そろそろ婚姻させたらどうだ。女は二十歳までに嫁とつぐのが理想なんだろ？」

「それはそうかもしれませんが、姫騎士となるべく育てられたんです。私たち男兄弟に混じって剣や乗馬の稽けい古こをしてきたのですから、せっかく団長になれたというのに、辞やめさせるのも酷ひどいと思いますが」

　アルバートの言い分は正しかった。

　元はオルドーが、姫騎士団の結成などと提案したからいけないのだ。すっかりその気になってしまったフォンダン伯爵が、アルルをあんなふうに育ててしまった。

　理想的な姫騎士となったというのに、それを非難するのはやはりおかしい。分かっているのに、ジュリアスはなぜかアルルには辞めて欲しくてたまらないのだ。

　団長同士、顔を合わせる機会が増えた。すると最初は遠えん慮りよがちだったアルルも、どんどん意見を口にするようになってきて、それを聞くとジュリアスは苛立つ。

　アルルが正しくても、間違っていても、どっちにしても気に入らない。

「それにマリーナ王女の誕生日までは、何を言っても聞き入れないと思います」

「それがあったな。私はそれより、明日訪れるカイヤ皇こう太たい子しのほうが心配だ」

　いったいカイヤに何があったのだろう。ジュリアスは兄の供をして、隣国を十年前に訪れた時のことを思い出す。

　ジュリアスは十五歳で、王の騎士団に加わったばかりだった。カイヤはまだ十歳だったが、とても利発で天使のように美しい王子だった。

　ただ利発なだけでなく、とても博学だったのを思い出す。十五歳のジュリアスに、ひけを取らない知識を持っていたのだ。

　あの頃はまだ隣国の王も元気で、アスレシア王国は何の問題もなく、栄さかえていくように思えたのだが。

「頭がよすぎる人間というのは、何かのきっかけで狂くるいだすというが、そうなのだろうか。ともかく最近は、カイヤ皇太子となるとおかしな噂うわさしか耳にしない。いったい皇太子に何があったのだろう」

　兄のオルドーも、ここ最近は気き鬱うつが激しくなっている。他国の王たちから見たら、やはりオルドーも気が変になったと思われているだろうか。

「憂ゆう慮りよしなければいけないのは、王が弱体化すると、決まって玉座を狙ねらう不ふ心こころ得え者ものが出てくるということだ。陛へい下かの今の状態ではかなり危ない。我々が気を引き締めて守らないと、いつ玉座を狙ねらわれるか分からないぞ」

「騎士団長はそこまで憂慮されていたのですか」

　アルバートは感心したように言った。

「皇太子はまだ十歳だ。王国を継つぐには幼おさなすぎる。何があっても陛下には、あと十年は玉座に座っていていただきたい」

　ジュリアスにしてみれば、オルドーがさっさと気の迷いを晴らして、以前のようによき王になって欲しかった。国が弱体化しているなどと、間違っても他国に思われたくない。

　国を守るためには、やはり近隣諸国と円満でいるのが何よりだ。そこでマリーナとカイヤを引き合わせ、婚姻という形で両国の結束をより強くしてはどうかと思っていた。

　今は騎士団長だが、ジュリアスはいずれ宰さい相しようの地位に就つきたいと思っている。ジュリアスはスワンドール王国を愛しているし、国の平和のためにはよい政治が必要だと考えていた。

　しかもジュリアスには、玉座が欲しいという欲はない。何も王にならなくても、宰相という地位で十分だ。冷静な時のオルドーだったら、建設的な意見は聞き入れてくれるし、いつでも公正な王だったからだ。

「姫騎士団があることで、近隣諸国は陛下の正気を疑っているのではないか？　いもしない魔物に怯おびえて、マリーナ王女のためにあんな女だけの騎士団を作るなんて、いい恥はじさらしだ。スワンドールの男たちは、軟なん弱じやく者ものなのかと笑われる」

　ジュリアスが怒ったように言うと、アルバートは遠慮がちに言った。

「いえ、騎士団長、それは考えすぎだと思います。確かに姫騎士団は目立ってはいますが、そのせいで我々まで無能扱いされたりしてませんよ」

　やはりアルルの兄であるアルバートに話しても無む駄だだったかと、ジュリアスはがっかりしていた。ここでそうですねと派は手でに同調してくれて、アルルをさっさと退団させてくれればいいと思っていたのに、そう簡単には運ばないらしい。

　アルルがいると、職務の邪魔なのだ。なぜか視線がアルルに向かってしまうからだ。

　ドレスを着て、大人しく刺し繡しゆうでもしていろと、つい言いたくなってしまう。反論されるのは分かっていても、つい喧けん嘩か腰で嫌いやみを口にしてしまった。

　他の姫騎士には、そういった気持ちは湧わかなかった。なぜアルルだけなのか、ジュリアスにもよく分からない。

「失礼します」

　そこにやってきたのは、バルマという騎士団の中で一番大きな騎士と、サットンという一番小柄な騎士だった。

「迎げい賓ひん館かんの点検が終わりました」

　報告にジュリアスは鷹おう揚ように頷うなずく。

「ご苦労だった。外敵が侵入するような危険な場所はないな？」

　賓ひん客きやくの身にもしものことがあったら、外交問題に発展する。下へ手たをすれば戦争になってしまうだろう。

　一日がかりで掃そう除じをしていたが、その後に安全点検するのは騎士団の役目だ。

　戦いくさになれば、王と共に戦うのが騎士団だ。そのために日頃から訓練をしている。けれど平和な時代が続くと、つい士気も緩ゆるみがちになる。

　だからジュリアスとしては、騎士たちの緊張感を高めるために、積極的に賓客の警けい護ごなども買って出ることにしていた。

　ただ訓練だけの単調な日々では、騎士たちも力を持て余す。そうなると賭かけ事ごとをしてみたり、いかがわしい場所に出入りして、酒と女に溺おぼれたりするのが若者だ。

　意味のない喧嘩から決闘沙ざ汰たになったりするのも面倒だが、アルバートのように、のんびり、まったりとしてしまう騎士が出てくるのは、さらに困りものだ。

「騎士団長、帰りがけに姫騎士団の営えい舎しや近くを通りましたが、どうやらカイヤ皇太子の到着を快こころよく思っていないようで、騒ぎになっておりました」

「……」

　迎賓館と姫騎士団の営舎では、かなり離れている。とても帰りがけに偶然通りかかって、騒ぎを聞いたという場所ではない。

　日頃からジュリアスが姫騎士団を快く思っていないことを知っている彼らは、わざわざ遠回りして情報収集に向かったのだ。

　それは決して褒ほめられるようなことではない。ここは叱しかるべきなのだろうが、ジュリアスは知りたい欲望に負けてしまった。

「何を騒いでいたんだ？　姫騎士団長もいただろうに、一緒になって騒いでいたのか？」

「はい、皆でカイヤ皇太子のうつけぶりを笑っておりました」

　そこでアルバートは、思わずぷっと笑ってしまった。ジュリアスに睨にらまれて、慌あわてて顔を下に向ける。けれどその肩が小こ刻きざみに震ふるえ続けていたから、まだ笑っているのがばればれだった。

「それで？　他には何か言っていたか？」

「男に対する悪口を、叫さけび合ってました」

　バルマとサットンは、交互に報告する。頼んでもいないのに、勝手に内ない偵ていしてきたことを、ジュリアスに叱られることもなかったので、二人ともかなり調子づいているようだ。耳にした言葉を、多少誇張しながらも再現していた。

　あまり聞きたくない内容だ。それが女たちの本音なのだろうが、だからどうなんだとジュリアスは開き直りたい気分になってくる。

　国の平和を守るのが男の仕事だ。平和だからこそ、家庭も成り立つ。なのに家のことは何もかも女任せで、くだらない議論ばかりしていると言われて、ジュリアスは不愉快そうに眉まゆを寄せる。

　自分は勝手にいかがわしいサロンや酒場に出入りしているくせに、女が買い物に出るだけで文句を言う。

　夜中にいきなり連れてきた客にも、正装して愛想よくしろとはどういうことだ。

　食事に文句ばかり言うか、逆に全く何も言わない。それでは楽しいはずの食事の時間も、最悪な時間になってしまうそうだ。

　くだらない。そう、実にくだらないことばかりだ。そんなことを言い合って騒げるなんて、やはり女が愚おろかな証拠ではないだろうか。

「賓客を愚ぐ弄ろうするのは、反逆罪ものだな……」

　ジュリアスはぽつんと呟つぶやく。

　いっそ今からアルルを呼び出して、厳しく叱しつ責せきするべきだろうか。夜もかなり更ふけてはいたが、そんなことは構わない。やはりここはがつんと言っておくべきだ。

　そう思ったが、アルルがレディだったら、とても失礼なことになる。失礼どころか、邪よこしまな思いを抱いだいていると思われてもしょうがない状況だ。

「よろしい。明日からの態度如何いかんによっては、姫騎士団を皇太子の警護には決して回さないようにしよう」

　明日になったら、早速注意しようと思ったが、騎士団は姫騎士団の営舎まで、夜だというのに偵察しにくるのかと突っ込まれそうだ。アルルだったら、激怒するのは目に見えている。

　ジュリアスはそこでアルバートを見つめる。

　アルルと同じ金茶の髪と、枯かれ葉は色の瞳を持っていた。よく見れば顔立ちも似ているようだ。違うのはアルバートのほうがずっと背が高く、広い肩幅があることだ。

　そしてアルバートには盛り上がった胸がない。

　そこまで考えて、ジュリアスは一人で赤面してしまった。一瞬だが、胸元が大きく開いたドレス姿のアルルが、脳のう裏りに浮かんでしまったからだ。

「騎士団長、私のほうから注意しておきます」

　アルバートは申し訳なさそうに言うが、ジュリアスは首を横に振った。

「いや、いい。そんなことをしたら、こちらが夜に営舎を覗のぞき見していたことがばれてしまう。騎士と名乗っていても、若いレディたちだ。それは……やはり、失礼なことだろう」

　ジュリアスが言葉を濁にごしたので、張り切って報告に来た二人は、慌てて背筋を伸ばす。

　営舎を訪れたのには、別の目的があったのかもしれない。それはとても口にしづらい、恥はずかしい目的だったとしたら、むしろ叱責されるのは騎士団のほうだ。そんなことにも気付かなかったことを、ジュリアスは恥じた。
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　隣国との国境には、大きな石造りの橋が架かっていた。その橋は古代からあり、どういう設計なのか、大雨にも崩くずれることなく今まで持ちこたえている。補修をすることはあるが、それも五十年に一度ほどの割合だった。

　橋の手前で、スワンドール騎士団と姫騎士団は、整列してカイヤ皇こう太たい子し一行を待った。わざわざ高台に上って様子を見なくても、一行が近づいてくるのはすぐに分かった。

　軽やかな楽の音が聞こえる。笛や太たい鼓こに混じり、速はや弾びきの弦楽器の音まで聞こえた。その合間に、歌とも歓かん声せいとも聞こえるものが混じっている。

「何なんですか、あれは……」

　アルルと馬を並べていたココは、呆あきれてあんぐりと口を開けたままだ。

「楽団ごと連れてきたんですか？　スワンドールにだって、楽団くらいあるのに」

「きっと皇太子専属の楽団なのよ」

　ところが近づいてくると、もっと異様なものが目を惹ひいた。何ときらきらと輝く豪華な皇太子の馬車の前には、異国の巨大な動物、象ぞうが歩いていたのだ。

　象の上には、着飾った異国の少年が乗っている。どうやら彼は、象遣いという名めい誉よある役のようだ。

「姫騎士団長……やっぱりあれは、底なしのうつけですね」

　ココに言われるまでもない。馬車の周りには、赤、黄、青の衣装を纏まとった道どう化けが、踊おどりながら歩いていた。その後ろの幌ほろなし馬車には楽団が乗っていて、途切れることなく演奏を続けている。

「あんなものを連れて歩いていたら、城に戻るまでの間に、後ろから見物人が付いてきて大行列になりますよ」

「そうね……そうなりそうだわ」

　さらにその後ろには、衣装箱なのだろうか、大きな箱を幾いくつも積んだ馬車が三台続き、その次にやっと皇太子付きの騎士団一行が見えてきた。

「騎士団はまともそうね」

　思ったよりも騎士団は地味に見える。けれど近づいてくると、実は一行の凝こりようが特別なことに気がついた。二十人からなる騎士団は、全員が同じような大柄の体たい軀くを誇ほこり、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうを纏まとって、黒い馬に乗っていたのだ。

「訂正する……まともじゃないわ……」

　派は手でなのは見かけだけではなさそうだ。騎士たちの乗馬姿勢はとてもよく、隊列に乱れはほとんどなかった。

　アルルはちらっとジュリアスの様子を見る。ジュリアスにしてみれば、あんなうつけ者の皇太子を守るのに、一見すると最強と思える騎士団が同行しているのは衝しよう撃げきだろう。

　スワンドールの誇る王の騎士団も、何だか彼らの前では影が薄くなりそうだ。

　橋を渡りきると、いきなり皇太子の馬車の扉とびらが開いた。そして中から、金色の髪をした美女とも見える若者が半身を乗り出し、大きく手を振っていた。

「やぁ、スワンドールの騎士たち。わぁっ、あれが噂うわさの姫騎士団だね。すごーい、綺き麗れいだ。見事だね」

　上ずった声で言われて、全員がそこで固まってしまった。

　うつけ者の皇太子、それは噂だけではなかったようだ。

「アスレシア王国のカイヤ皇太子だ。ねぇ、僕のこと知ってるでしょ？」

　開いたままの馬車の扉にぶら下がりながら、カイヤははしゃいだ様子でアルルたちを見る。どうやら姫騎士団が気に入ったようで、ジュリアスのことは軽く無視していた。

「いいなぁ、女の子ばかりの騎士団か。僕の国でも作りたいけど、あいにく、そんな勇気のある女の子がいないんだよ」

　馬車は姫騎士団の前で停まった。カイヤはそこでひらりと飛び降り、満面の笑みを浮かべて近づいてくる。

　華はなやかなローズピンクの上着に、真っ赤なサッシュベルトを巻いている。袖そでが膨ふくらんだ変わったデザインで、見ようによってはレディのドレスを短くしたような感じだ。

　そんなおかしな衣装なのに、不思議と違和感がない。あまりにも美しい外見が、すべてを許してしまっているのかもしれなかった。

　ジュリアスは馬を下りる。それを合図に、全員が馬を下りてカイヤの前に跪ひざまずいた。

「カイヤ皇太子……ようこそ、スワンドールへ……」

　慇いん懃ぎんな様子でジュリアスが挨あい拶さつすると、カイヤは初めて気が付いたというようにジュリアスを見た。

「わぁ、覚えてるよ。ジュリアス・ガルデン公こう爵しやく。十年前に会ったよね」

「はい……」

「すっかり大人おとなになっちゃったね。僕は、まだ子供のままだけど」

　弾はずむような足取りで、カイヤはアルルの前にやってくる。そして頭を下げているアルルの顔を覗のぞき込んでいた。

「一人だけ、兜かぶとが違うね。金色のリボンだ」

　するどい観察眼だと褒ほめるべきだろうか。兜にはリボンが結べるようになっている。訓練の時組分けするのに、便利なようになっているのだ。けれど公式な場に出る時は、全員が赤いリボンとなり、姫騎士団長だけが金色だった。

「もしかして団長なの？」

「はい……スワンドール王国、姫騎士団、団長のアルル・フォンダンです」

「ねぇ、強いの？　僕の騎士団の団長より強い？」

　アルルより頭二つ分は背の高そうな騎士に、どう考えても剣や組み手で勝てるはずはない。そこでアルルは穏おだやかに答えた。

「弓矢なら、あるいは勝てるかもしれません。それとナゾナゾ遊びでしたら」

　いい答えだ。これなら嫌いやみにならない。そう思ってほっとしていたら、カイヤはそこで飛び上がって喜んでいた。

「じゃあ、姫騎士団長、僕とナゾナゾ勝負しよう。僕、ナゾナゾが得意なんだ。それじゃあ、後で、とっておきの難問を交換しようね」

「は……はぁ……」

　アルルはくらくらしてきて、その場にへたりこんでしまいそうだった。

　おまえは何歳なんだ。私より年上の二十歳だろう。なのにそんなことしか言えないのかと、頭の中で言葉がぐるぐるしている。

　確かに美しい男だった。こんなに美しい男は、そうそう生まれるものではない。なのに頭の中身は、まるで五歳の子供のようだ。

　なぜこの男を、マリーナと見合いさせるのか。一度でもマリーナと会ってしまったら、こんなカイヤだ。マリーナを欲しがるに決まっている。

「それじゃ、ここからはスワンドールだね。みんな、よろしく頼む。ここにいるのは、象使いも道化も従者も、みんな僕にとっては大切な仲間なんだ。僕に対するのと同じくらい、優しくしてあげてね」

「接待を担当いたします、外務大臣にそのように伝えます」

　ジュリアスが答えると、カイヤは満足そうに頷うなずいて、再び馬車に乗り込んだ。するとそれまでやんでいた演奏が再開され、道化たちが間延びした声で歌うように叫さけびだす。

「アスレシアの皇太子」

「カイヤ皇太子」

「げにこの世で美しきものは」

「カイヤ皇太子」

「さて楽しき人は」

「カイヤ皇太子」

　そうやって、ずっとカイヤを絶賛しながら、旅をしてきたのだろうか。なのに道化たちに疲れた様子はなく、足取りも軽く踊っている。

「まいったな……」

　ジュリアスが思わず呟つぶやくのを、アルルは聞き逃のがさなかった。

「あれがマリーナ様の婚約者となる人ですか？」

　アルルは嫌みたっぷりにジュリアスに言う。

「まだ決まったわけじゃない。ただ誕生日の祝しゆく宴えんに訪れただけだ」

　むっとしてジュリアスは答えるが、その顔には明らかに焦しよう燥そう感かんが表れていた。

　一行を守るようにして、城までを進む。すると思ったとおり、街かい道どうを行く人たちが後からついてきた。何よりも珍めずらしいのは象だ。そんな生き物を見たこともない人たちは、老若男女を問わずに、少し離れた場所から象と一行を眺めている。

　その数はどんどん増えていった。さすがにそうなると、騎士団も人払いをしないといけない。なのに道化たちは、ますます調子を上げて叫びだす。するとさらに家々から人々の顔が覗き、何事かと外に出てくる有あり様さまだ。

「スワンドールの王女様」

「マリーナ王女」

「げにこの世で美しきものは」

「マリーナ王女」

「さてさて気高き人は」

「マリーナ王女」

　道化は時々言葉を換える。これで人々は、この派手なカイヤの行列は、マリーナに求婚しにきたのだと思うだろう。

　マリーナを敬愛する民は、どう思うのだろう。うつけだろうと何だろうと、象を持っているような男だったら婿むことして認めるのだろうか。

　カイヤは時折馬車から顔を出し、居並ぶ人々に笑顔で手を振っている。中に何を勘かん違ちがいしたのか、花を摘んで渡そうとする子供がいた。

　この国では、王族に対して直接そんなことをするのは許されない。アルルがその子供を止めようとしたら、カイヤは自みずから馬車を降り、その手で花を受け取ってしまった。

「ありがとう、ありがとう、僕はスワンドールが大好きになりそうだ」

　そんなふうに天真爛らん漫まんに言ってしまう姿は、どこか浮世離れしている。マリーナはこの皇太子を見てどう思うのだろう。それがとても気になった。
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　マリーナは薄うす紫むらさきのドレス姿で、城の入り口でカイヤを出迎えた。すでにこの賓ひん客きやくが、自分の婚約者になるかもしれないと、マリーナも分かっていただろう。

　心配するアルルだったが、馬車を降りて自分のほうに歩いてくるカイヤを見て、マリーナが頰ほおを染める瞬間を見み逃のがさなかった。

　世の中には、もっとマリーナに相応ふさわしい男がいる。彼だけが男じゃない。その見かけの美しさに騙だまされるなと、アルルは内心きりきりしていた。

　その思いは、姫騎士団の全員が同じだっただろう。ココは聞こえないように声にはしていなかったが、その口は「このうつけがぁっ」と、ずっと呟つぶやいていた。

　ミンカははっきりと見えるように大きくため息をつき、エミルは何度も天を仰あおいで神に何か祈っていた。

「美しい……夜の髪ですね」

　カイヤは挨あい拶さつのためにマリーナの手を取り、唇くちびるを押し当てながら呟く。
















「あなたが夜なら、僕は、ほらっ、昼ですよ」

　そう言って、きらきら輝く自分の髪をつまんでみせていた。

「二人でいると、一日ですね」

「明け方と、夕焼けがありません」

　何とも即妙な返事をマリーナはした。するとカイヤは、素す晴ばらしい笑顔になる。

「それでは明け方の赤い髪と、夕焼けの茜あかね色の髪を持つ人を、僕らの共通の友人にしましょう」

　カイヤの答えは、多少変わってはいたがまともだった。

「あなたの誕生日のお祝いに、この象ぞうをと思いましたが、飼かうのはいろいろと面倒なので、ここに僕がいる間だけは、好きなだけ乗って遊んでください」

　誕生日のお祝いに象を贈おくるとは、何を考えているんだとアルルがむっとしたのに、マリーナは紫の瞳をきらきらと輝かせている。

「いただくわけにはまいりませんが、乗ってはみたいです。この大きな獣けものは、人に対して恐おそろしくはありませんか？」

「いえ、これはとても大人おとなしいほうの象なんです。あなたに慣れれば、その手から果物をあげることもできますよ」

「まぁ……」

　それは象という南のほうにいる生き物で、慣らして使し役えきにも使うようだ。国によっては、馬のように軍隊でも使うという。そんなことをアルルは知っていたが、果たしてマリーナはどうだろう。

　だが知識がどんなにあっても、実物を見られる機会なんてそうあるものではない。カイヤは確かに、マリーナのいい退たい屈くつしのぎになりそうだ。

「皆様、お疲れでしょう。迎げい賓ひん館かんに寛くつろげるような支し度たくがしてあります。ゆっくりとお休みになってください」

　侍じ従じゆう長ちようがそう言うと、道どう化けたちが断りもなく、またマリーナを絶賛する言葉を口にして踊おどりだす。止めようにも勝手にやられてしまうので、アルルにはどうすることもできなかった。

「怒らないでくださいね、マリーナ王女。彼らなりに、マリーナ王女を讃たたえているんですから」

「ええ……怒ったりはしませんわ」

　マリーナが笑うと、道化たちは軽かる業わざを披ひ露ろうする。地面を蹴けって飛び上がると、くるりと体をひねってみせたり、地面に手をついて大車輪で回ったりしていた。

　こんな道化は、この城にはいない。オルドーが皇こう太たい子しの頃はまだいたが、すっかり人が変わってしまったオルドーは、こういった者を城内に入れなくなったからだ。

「まぁ、どうしましょう。ずっと見ていたいのですけれど、皆様を出迎える準備が整っておりますの。何か召めし上がってくださいね」

　マリーナが言うと、カイヤは顔を崩くずしてでれっとする。

「どうしよう……僕はもうひとときも、あなたの側から離れたくなくなりました。だけどあなたは、夜までその美しい姿を隠してしまわれるのかな」

「夜に歓迎の宴うたげがございます。そこで……」

　だがカイヤはまだマリーナの手を握にぎっていて、離す様子はなかった。そこでアルルは盛大に咳せき払ばらいをする。

「ご同行の皆様も、お疲れでしょうから、ご案内いたします」

　カイヤの騎士たちを、姫騎士団が宿泊する営えい舎しやに案内しないといけない。そう仕組んだのはジュリアスだ。女官のような仕事は、姫騎士団にさせておけとでも思ったのだろうか。

　だがそれがカイヤをマリーナから引き離す、いい口実になった。

「どうぞ、こちらにいらしてください」

　まるで森が移動してきたようだ。黒のマントに身を包んだ長身の男たちからは、一言も言葉は聞こえてこないし、身動きもしなかった。ただ黙だまって、カイヤの命令を待っている。

「そうだね。みんなも疲れているよね。だけど夜まで、何をして待とう。ずっとあなたのことを考えていることにしよう。迎賓館から手紙を送ってもいいかな？　返事をすぐくれると嬉うれしいんだけど」

「お返事は、すぐにいたしますわ」

　マリーナは困ったように笑って言う。するとカイヤはやっと納なつ得とくしたのか、マリーナの手を離して同行者を振り向いた。

「それじゃ、皆、休息に入っていい。アスレシア王国の人間として、恥はずかしくない行動を心こころ懸がけるように」

　カイヤの言葉を受けて、森のような一団はいっせいに膝ひざを折って礼をした。そして同じ速度で立ち上がり、アルルに導かれて歩きだす。

　こういった徹底した規律ある動きは憧あこがれだが、こうもびしっと決められると何だか逆に見ていて居い心地ごこちが悪い。兜かぶとを被かぶっていて、個々の表情が見えないのも原因かもしれなかった。

　姫騎士団が先導する形で、騎士の営舎に向かう。その間も、騎士たちは一言も口を利かなかった。

　営舎では、いつもは騎士団の世話係をしている少年たちが、緊張した面おも持もちで待ち構えていた。そして甲冑を脱ぐのを手伝い始める。アルルたちはそこで営舎を出て行こうとしたが、兜を外はずした騎士を見て驚いた。

　何と白はく髪はつの老人だったのだ。しかも一人ではない。すべての騎士が、若者とはとても呼べない年齢の男たちだった。

　やはりカイヤは変わっている。なぜ、自分の大切な命を守るための騎士を、こんな老人ばかりにしたのか。

　スワンドールだったら、彼らのような年齢になった者は、もう騎士として働くことはない。隠いん居きよをするか、せいぜい国軍の指導員をするくらいだ。

　甲冑を外し、寛ぎ始めた騎士の顔には、やっと笑みが浮かんできた。

　そしてその中の一人が、アルルたちに向かって軽く頭を下げて言った。

「アスレシア王国の皇太子は、変わり者だとお思いだろう。だが、心根の優しいお方だ。我々のような老騎士にも、こんな華はなやいだ仕事を与えてくれるのだから」

「……失礼ながら、とてもそのようなお年だとは思いませんでした。一いつ糸し乱れぬ行進は、お見事です。学ばせていただきました」

　アルルがそう言うと、老騎士は目を細める。

「アスレシア王国、皇太子親衛隊のイシュダットだ。長い間騎士をやっているが、女の騎士ばかりの騎士団は初めて目にする。こちらこそ、いろいろと学ばせていただこう」

　隣国の老騎士だって、姫騎士団を認めてくれる。認めないのは、ジュリアスぐらいのものだ。けれどそのジュリアスも、まだカイヤの騎士たちの正体を知らない。そう思うと、アルルはわずかだが優越感を覚えた。
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　夜の宴えん席せきの準備をしているマリーナの部屋に、アルルは姫騎士団の仲間たちと訪れた。まずはカイヤの騎士や従者が、用意された部屋で寛くつろいでいることを報告したかった。

　ところがマリーナの部屋では、ちょっとした騒ぎが持ち上がっていた。マリーナの衣装係は、あの華はなやかな皇こう太たい子しを見てから、どのような衣装をマリーナに着せたらいいのか迷っているのだ。そこであらゆるドレスと靴くつを並べて、どう組み合わせたらいいか、次々と試していた。

「姫騎士団の皆様、ご苦労様です。カイヤ皇太子と同行の皆様は、落ち着かれて？」

　マリーナは何だか楽しそうだ。やはり象ぞうなどを見たのが、嬉うれしかったのだろう。

「寛がれているご様子です。それにしてもマリーナ様、驚きました。カイヤ皇太子の騎士団は、全員、白はく髪はつのご老人ばかりなのです」

「まぁ……」

「ですが……決して弱くはなさそうです。何かあったら、若い者には負けんとか言って、倍の働きをしそうな方々ばかりです」

「カイヤ皇太子はお優しいのね。この国では、すぐに隠いん居きよを急がせるけれど、まだ王のために働きたいと思う気持ちはあるのでしょうから、騎士の皆様には幸せなことね」

　何事も素直に受け止めるマリーナは、アルルの報告を聞いてすぐにいい方に解かい釈しやくする。だがアルルは、あんな皇太子だから、お守り役として年寄りばかりが選ばれたのではないかと考えてしまった。

　自分と同年代の騎士の忠告なんて、カイヤは聞きはしないだろう。だが彼らの言葉だったら、少しは素直に耳を傾けそうだ。

　そこにカイヤの小こ姓しようと道どう化けがやってきて、入り口に立つ女官に挨あい拶さつするのが聞こえてきた。

「この手紙を、至急、マリーナ王女様にお届けください。お返事をいただければ嬉しいのですが。もし空手で帰ったら、いただいてこない間は、戻るのを許さんと殿下に叱しかられます」

　女官は決して道化や小姓を、マリーナの部屋に入れなかった。この部屋は男子禁制で、父や弟ですらも、入り口の接せつ見けんの間でしか会わないのだ。

「マリーナ王女様、カイヤ皇太子殿下より、お手紙でございます」

　恭うやうやしく女官は手紙を差し出す。マリーナの手に渡された紙は、とてもよい香りがした。みると手紙を結んだリボンに、美しい羽根飾りと花が付けられている。そこからいい香りが立ち上っているのだ。

　マリーナが嬉しそうに手紙を開くのを見て、アルルはまずいなと思う。これではどんどんマリーナの気持ちが、カイヤに向かっていってしまいそうだ。

「……カイヤ皇太子は、楽しい方ね」

　くすっと笑いながら、マリーナは手紙を読み続ける。どんなことが書かれているのだろう。マリーナは何度も声を出して楽しそうに笑っていた。

　読み終えるとすぐにマリーナは返事を書き始めた。その横で衣装係の女官たちが、必死になってドレスをマリーナに見せている。

「変わったものでなくていいわ。どんなドレスを着ても、カイヤ皇太子の華やかさには敵かなわないでしょうから」

「そうおっしゃられましても……」

「では、お出迎えが紫むらさきだったから、ピンクにしましょう。そちらでいいわ」

　マリーナは贅ぜい沢たくを好まないから、自みずから新しいドレスを欲しがるようなことはなかった。それでも毎月、新しいものが作られる。オルドーは、娘が美しく着飾った姿を見るのが何よりも楽しみなのだ。

「お返事を書いたわ。お使いの者に渡してください」

　嬉しそうに女官に手渡す様子を見て、アルルの眉まゆは曇くもる。

　大切に育てられたマリーナは、年頃の男性と親しくすることなどこれまで許されなかった。家族ですら、部屋に入れさせなかったくらいだ。

　だからあんなうつけの皇太子にでも、ぼうっとなってしまうのだ。

　家に帰れば、男ばかりの兄弟。城に入れは、男ばかりの騎士団に混じっての活動。そうやって男を間近に見て暮らしているアルルにしてみれば、男なんてそんな簡単にぼうっとなるほどのものではないと思ってしまう。

　こうして城の奥深くで守られていることが、果たしてマリーナのためによかったのだろうか。

「姫騎士団長、騎士団長よりご連絡です」

　入り口との間を、せわしなく往復していた女官が、アルルに近づいてきて書面を差し出した。公務に使われる紙だったので、アルルはその場ですぐに開いて読む。

「何ですって！」

　すぐにアルルの表情は険けわしいものになる。すると近くにいたココが、心配そうに訊きいてきた。

「何て書かれていたんですか？」

　アルルは黙だまって書面をそのままココに渡した。すぐに数人の姫騎士たちが集まってきて、皆で覗のぞき込み始めた。

「えーっ、マリーナ様の警けい護ごはしなくてもいいから、ドレスを着て宴席に出ろって、そういうことですかっ」

「そうよ……」

　何という屈くつ辱じよくだろう。隣国の皇太子という賓ひん客きやくを迎える席で、騎士の資格を奪われ、レディのように振る舞えというのだ。

　しかもご丁寧に、隣国騎士団の数と同じぐらいだから、ダンスの相手をするのにちょうどいいだろうなどと、ジュリアスの私見まで書かれている。

「隣国の方々を厚こう遇ぐうするのは、当然のことだわ。騎士たちがご老人ばかりだって、そんなことは関係ない。喜んでダンスのお相手も、歓かん談だんの相手もさせていただくわ。だけど、騎士として列席させないというのが、納なつ得とくできない」

　甲かつ冑ちゆうを脱いでも、姫騎士は男装が決まりだ。長剣と短剣を帯び、何かあった時には、すぐに戦える態勢を整えている。

　帯たい剣けんは騎士団も同じだ。なのに姫騎士だけ、ドレスを着てレディらしくしていろとは、どういうことだろう。

　隣国の人々は信頼できるかもしれないが、宴席となると出入りの人間も多くなる。その中に、邪よこしまな心を持った者が紛まぎれ込んでいるかもしれないのだ。

　マリーナを守るために結成された姫騎士が、もっとも必要とされる場面で騎士の資格を剝はく奪だつされる。

　これが屈辱でなくて何だというのだろう。

「姫騎士団長、まさか同意なさるんですか？　私、姫騎士として登城したので、ドレスなんて持ってきてないんですけど。借りるにしても、私に合う大きさのドレスなんて、そうはないんです」

　一番大柄な姫騎士に言われて、アルルは苦笑する。

「安心して。それはみんな同じよ。家に、ドレスも髪飾りも宝石も置いてきたわ。私たちにとって一番大切なのは、マリーナ様だもの。姫騎士団はいつもどおり……それでいくわ」

　そこで姫騎士たちの間から、小さな歓かん声せいが上がった。

「返事を書かないといけないわね。騎士団長、ジュリアス・ガルデン様。せっかくのお申し出ですが、姫騎士団は王女を守る騎士団です。すべて通常どおりに、警護を行いますと、しっかり書いて送りますから」

　退団すれば、嫌いやでもドレスを着る生活が待っている。けれどここにいる数年の間は、騎士であり続けたい。皆、そう思って、日々訓練に励はげんでいるのだ。

　ジュリアスと話すと、いつも喧嘩腰になってしまう。一度、冷静になって話し合う必要があるかもしれない。

　マリーナの誕生日が無事に過ぎたら、その後の姫騎士団は必要なのか。それもきちんと話し合いたいのだが、なぜかまともに目を見て話せないのだ。

　今回も従わなかったことで、ジュリアスとは険けん悪あくになるだろう。そうなるとまた話し合う機会を失うかもしれない。

　けれど今回の申し出は、何があっても拒否したかった。
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　カイヤ皇こう太たい子し歓迎の宴うたげで、ジュリアスは男だん装そうで居並ぶ姫騎士団に、冷たい視線を向けていた。

　アルルから書面は受け取った。姫騎士たちはドレスも持ってきていない。そう説明があって、ああそうかと素直に納なつ得とくすればいいものを、ジュリアスは頑かたくなだ。そんなもの女官たちから借りればいいだけだと、つい単純に考えてしまう。

　宴には国王夫妻、それに王子と王女、貴族のほとんどが集まった。後日行われる、誕生日の祝しゆく宴えんさながらの豪ごう華かな宴だ。

　広間に集まった人々は、噂うわさの皇太子の来場を、今か今かと待ちわびている。

　ジュリアスは、王国騎士団の正装である隊服に身を包み、やはり正装である隊服姿のアルルを前にして、我慢できずに言ってしまった。

「アスレシア王国の人々に対して、非礼になるとは思わないのか」

　同じ隊服なのに、どうして姫騎士たちの胸は盛り上がっているのだ。やけに腰が細いから、帯たい剣けんのためのベルトが変な位置にある。そんなこともジュリアスは気に入らない。

　けれどドレスだったら、豊かな胸も、細い腰も気にならなかった。それが本来の女性の姿だと思っているからだ。

「私たちにとっては、この隊服が正装です。それのどこが非礼なのですか？」

　怒っているのかアルルは、いつもより胸を反そらし気味で、顎あごを上に向けている。そんな恰かつ好こうをすると、ますます胸が強調された。思わず視線が向いてしまいそうで、ジュリアスはさりげなく視線をアルルから外はずす。

　そこでシャンシャンと鈴の音ねが響ひびき渡り、カイヤの一行が現れた。ほんのりと化け粧しようした、小こ姓しようの少年を先頭に、象ぞう遣つかいから道どう化けまで、それぞれが着飾って笑顔で入室してきた。

　そんな下しも々じもの者まで同席させることに、眉まゆを顰ひそめる貴族もいた。だがカイヤは、自分の従者を対等に扱うつもりなのか、自分が着席した後も、彼らに退室を促うながすようなことはしなかった。

「あれは……」

　カイヤの騎士団の正体を知らないジュリアスは、正装した老人集団に驚いた。あんな従者がいた記憶はない。誰だれだろうと思っていたら、アルルが小さい声でそれとなく教えてくれた。

「カイヤ皇太子の騎士団です」

「えっ？　どう見ても、ご老人の集団のようにしか見えないが」

「ご存じなかったのですか？」

　アルルがふふんっと鼻先で笑ったような気がした。ジュリアスはむっとして、老人とも思えない闊かつ達たつな歩きぶりを見つめる。

「なるほどな。相手があれでは、ドレスに着替える意味もないと思ったんだな。私としては、隣国の騎士相手となれば、少しは女らしい心も思い出されるかと思ったのだが」

「それはおかしいです。私たちは、隣国の騎士とダンスを踊おどりたいわけじゃありません。ましてや恋の対象として見たりは絶対にしません。どうして騎士団長は、私たちが同じように騎士としてここにいることを、認めたがらないんですか？」

　すぐにこうやってアルルは意見を口にする。またここで、いつものように言い争わないといけなくなるのだろうか。それは避けたいと思うが、ジュリアスも黙だまってはいられない。

「目め障ざわりだからだ。本来、レディは家の奥深くにいて、人前に姿を晒さらすものじゃないだろう。それなのに、体にぴったり張り付くようなそんな服装で、城内を平然と歩き回っているのが気に入らない」

「はっ？　私たちが、どういう目的で結成されたか、分かっていらっしゃるはずですが」

「ああ、王の妄もう想そうのせいで、姫を守るために集められたんだろ」

「ドレスなど着ていたら、いざという時に戦えないのも、分かってらっしゃいますよね？」

　アルルの言うとおりだ。けれどジュリアスは、あえて認めるような発言はしなかった。

　マリーナが誕生日を無事に迎え、カイヤに気に入られて隣国に嫁とつげば、もう姫騎士団など解散させられる。

　そうすればこんな意味のない苛いら立だちで、日々、悩むことから解放されるのだ。

　だがジュリアスも、カイヤを招待したことに関しては、失敗したのではないかと思えてきた。

　うつけ者だという噂は聞こえていたが、まさかここまでだとは思わなかった。何代も続く王国の歴史の中では、変人の王が幾いく人にんか現れることはあるが、行いは変わっていてもよい王となった者もいる。

　今はカイヤに、それを期待するしかなさそうだ。またはマリーナが、カイヤをしっかりと導けばいいのかもしれない。

「スワンドール国王陛へい下か、そして皇こう后ごう陛下。お招きいただき、ありがとうございます」

　カイヤは一度座った席から立ち上がり、玉ぎよく座ざに座る両陛下に挨あい拶さつしている。その声は男にしては少し甲かん高だかいが、美しく響いた。

　きらきらとした金の髪、秋の晴天の空のような瞳、つるんとした肌はだには傷一つなく、笑うと口元にえくぼができて、ただ美しいだけでなく愛あい嬌きようもある。

　完かん璧ぺきと思える美を備えながら、カイヤには王となる者にもっとも必要な知性が足りない。

　ジュリアスはカイヤが王となったら、隣国はどうなるのだろうと考える。スワンドールは自国より南方に位置するアスレシアと友好を維い持じすることで、もっと南方にある巨大な他国の侵しん略りやくを免まぬがれているようなものだ。

　カイヤがアスレシア国を弱体化させてしまったら、防ぼう波は堤ていの役目を果たせない。異種族の王は、まずアスレシアに攻め込み、続けてスワンドールにも攻め入るだろう。

「スワンドールは素す晴ばらしい国ですね。贈おくり物ものに象をと思ったけれど、少し、アスレシアより寒いかもしれない。別の贈り物を考えます」

　再び着席したカイヤは、もうマリーナしか見ていない。そしてマリーナの手をそれとなく取り、優しく握にぎりしめながら話すのだ。

「駝だ鳥ちようという、とても大きな鳥を知ってますか？」

「いいえ……」

　傍かたわらには両親もいる。その他にもジュリアスはじめ、大勢の家臣や貴族に見守られながら、カイヤに手を握られたマリーナは、恥はずかしさに真っ赤になりながら、震ふるえる声で答えていた。

「駝鳥はね、キラキラと輝くものが、大好きなんですよ。だからね、よくこの髪を嘴くちばしで引っ張られました」

「まあっ、痛かったでしょう？」

「それだけじゃない。金の釦ぼたんとか、飾り物を欲しがるから、もしかしたら金を食べる鳥なのかと、好きなだけ与えていたんです」

　何ともおかしな話だ。けれどマリーナは、心を奪われたのか、じっとカイヤを見つめて聞き入っている。

「だけどね、ある日、死んでしまったんです。そしたら料理人が、どうしても料理してみたいって言いだして……調理したら、お腹から金がたくさん出てきました。駝鳥を殺したのは僕です。僕が愚おろかだったんです」

「金を食べるのではなかったんですか？」

「金を食べても、消化はできないんですって。僕は、駝鳥がいつか金色に輝きだすと、本気で信じていたのに。ああ、駝鳥はきっと僕を恨うらんでるだろうな」

　そう言ってカイヤは、マリーナの手を握っているのと反対の手に、素早くハンカチを握りしめて目元を拭ぬぐう。

「お気の毒ですわ。可か愛わいがっていらしたのね」

　マリーナが慰なぐさめると、カイヤは大げさに涙を拭い始めた。

　それを見ていたジュリアスは、ほうっとため息をつく。飼かっている鳥に、金を食べさせるなんてどうかしている。そして自分の愚かさを、求婚しようとしている姫君に向かって、こうも簡単に口にしてしまうのは、もっとどうかしていると思えた。

　広間での会食が始まる。騎士団も席には着くが、のんびりと食事を楽しむことはできない。給仕の中に、怪あやしい者がいないか見張っていないといけないのだ。

「どうか、お気を悪くなさらないでください。我が国の悪あしき慣習です」

　そう言うとカイヤは、自分に出された料理を、まず道化に一口ずつ味見させていた。

「失礼な……スワンドールの宮廷料理人が、毒を盛るとでも思ってらっしゃるのかしら」

　隣に座っているアルルの口から出た感想に、珍めずらしくジュリアスも同じ気持ちだった。

「国こく辱じよくだと、騒ぎたいところだな」

　ぽつんとジュリアスが呟つぶやくと、アルルは即座に頷うなずく。

「国王陛下が同じものを召めし上がっているのに……陛下は毒味なんてさせないわ。料理人を信頼してらっしゃるから」

「この国には、王を暗殺するような者はいないが……」

　そこでジュリアスは、思わず酒しゆ杯はいを手にして一口あおる。

　何かが心に引っかかった。

「アスレシアにはいるとお思いですか？」

　酒を飲まないアルルは、ジュリアスと同じように水を飲みながら訊きいてくる。

「……昔は……あったのかもしれない」

「そんな危ない国なのですか？　そこに大切な王女を嫁とつがせるなんて、まさか本気で思ってらっしゃらないでしょ？」

「本当に危ない国なら、カイヤ皇太子はとうに殺されている」

　怒ったようにジュリアスが言うと、アルルは皮ひ肉にくな口調で言ってきた。

「殺す価か値ちもないと思われたのでは？」

「……」

　ジュリアスはそこで思わず、そうじゃない、殺す価値もないと思わせたのだと、言いたくなってしまった。

　アルルはあの聡そう明めいなカイヤを知らない。だから生まれつきのうつけだと思っているかもしれない。

　けれどジュリアスは知っている。誰よりも美しく、誰よりも賢かしこかったカイヤのことを。

「あれは……」

　カイヤの本当の姿なのだろうか。最近は、お妃きさき選びを口実に、近隣諸国を旅して回っているカイヤだが、もしかしたら国内で危険な目に遭あっていたのかもしれない。

　そういった国の内部事情は、迂う闊かつに口にはできないだろう。近隣国に助けを求めたくても、玉座を狙ねらう謀む反ほん人にんの耳にそれが入ったら、一気に内乱に発展する可能性だってある。

　これは一度、完全な人払いをして、カイヤと腹を割って話してみたくなってきた。

　道化は毒味を終えると、大げさに料理を褒ほめ称たたえる。その言葉が可お笑かしくて、オルドーは国辱だと怒るよりも、素直に楽しんでいる様子が見えてジュリアスはほっとする。

　マリーナも笑っている。その顔は、本当に楽しそうだ。

　カイヤが熱病か何かに罹かかって、本物のうつけになってしまったのなら、マリーナを嫁がせるのは考えものだ。かといって、カイヤがうつけのふりをしているとしたら、それは命を狙われているからで、それもまた考えものだった。

「あれはって、何ですか？　途中で止められると、気になって仕方ないんですけど」

　アルルに言われて、答えに詰まったジュリアスは、目の前に置かれた肉の塊かたまりを取り、むしゃむしゃと食べ始めた。

「あれは猪いのししの肉かと、訊きたかっただけだ」

「給仕を呼んで、訊ねたらいかがですか。私には、猪っていうより、牛の肉のように思えますけど」

「ああ、そうみたいだな」

　怪け訝げんな顔つきで、アルルはじっとジュリアスを見ている。何か文句があるのなら、はっきり言えよと口にしそうになったが、ジュリアスは黙って肉を食べ続けた。

　美しく着飾った貴族の姫君たちも、多数列席している。中には無遠慮にも、ジュリアスに流し目を送ってくる者もいた。

　なのにジュリアスには、彼女らが皆、派は手でな羽を持つ鳥のようにしか見えない。

　はっきりとその姿が見える女性は、残念なことに姫騎士団ばかりだ。その中でもアルルの姿は、特別にはっきりと目についた。

「困りましたね。マリーナ様は、殿下を気に入られたようですが、見合いさせるお気持ちでなさったのなら、もっと公平に、いろいろな男性と会わせて差し上げるべきです」

「ん？」

　そういえばそんな話を、営えい舎しやでしていたと聞いた。物もの怖おじしないアルルは、どうやらジュリアスに直じかに話すつもりらしい。

「マリーナ様は殿方を知りません。だから殿下が、特別に変わってらっしゃるのも、よく分からないんです」

「そんなに反対なのか？　嫁ぐのはマリーナ王女だ。誰も姫騎士団長に、殿下に嫁げと言っているわけじゃない」

「自分じゃなければ、不幸になっていいのですか？　そういう考えは持っておりませんので」

「不幸になるとは、限らないじゃないか。あの殿下とだったら、毎日、楽しく暮らせるだろう」

　駄だ目めだ、内心は自分でも失敗したと思っているのに、アルルの前だとつい意地を張って、頑かたくなになってしまう。

　これではますますアルルに嫌われてしまうと、ジュリアスは焦あせった。

　嫌われたっていいではないか。どうせ姫騎士団なんてすぐに解散する。アルルは実家に戻り、そして誰かの元に嫁ぐのだ。

　そうなればジュリアスにとって、アルルは全く無関係な人間になる。どこかですれ違っても、ドレス姿のアルルになんて、きっと気が付かないだろう。それともどんな姿になっていても、ジュリアスはアルルを目で追ってしまうのだろうか。

「姫騎士団は、マリーナ様の幸せを願っています。一国の王女ともなれば、婚こん姻いん相手を選ぶのにも政治的な配慮があるというのは分かりますが、同じ女性として考えれば、不幸な婚姻はして欲しくありません」

「不幸になると、決めてかかってるからいけないんだ」

　また意地になってしまった。この頑なな性格がいけない。分かっていても、ジュリアスは自みずから直す方法が分からないのだ。

　カイヤは毒味されたものを受け取り、おいしそうに食べている。食事する様子はまともで、むしろ優ゆう雅がで美しいくらいだ。

　本当にうつけなのだろうか。もしかしたら、あれは人々を欺あざむくための姿なのではないか。アルルにもその可能性について訊いてみたいと思うが、なかなかきっかけが見つけられない。

　そうしているうちに食事の時間は終わり、歓かん談だんとダンスの時間になった。

　ダンスとなると、カイヤは生き生きとし始める。マリーナの手を取り、すぐに広間の中央に出て行った。

　楽しいことの大好きなカイヤは、まさにダンスの名手と呼べるだろう。リードが巧たくみだからなのか、マリーナはまるで羽が生はえたかのように、軽々と踊っている。

　二人の見事なダンスに負けじとばかり、ダンスに自信のある若い貴族たちが、続々とレディの手を引いて踊り始めた。

　その様子を見ながらジュリアスは、自分もドレス姿のアルルと踊りたかったのだと、今頃になって気が付く。

　本心を知られたくなくて、建たて前まえばかり口にする。もっと素直になれればいいのにと思っても、ジュリアスはただ羨うらやましげに、ダンスの輪を見つめているだけだ。

「騎士団長、我々も踊ってきていいでしょうか？」

　アルバートが遠慮がちに訊いてきた。

「ああ、夢中になりすぎて、警けい護ごを忘れることがないように」

　こんなにレディが集まっているのだ。騎士の中にも、踊りたくてうずうずしている者もいるだろう。騎士団長としては、ここで鷹おう揚ようなところを見せないといけない。

　アルバートは誰を誘うのだろう。気になって視線で追っていたら、何とアルバートは男装の姫騎士の中からココを見つけ、その前で右手を胸に当て頭を下げるという、ダンスの申し込み姿勢をとっていた。

「えっ……」

　いずれ伯はく爵しやく家を継つぐ男だ。なのにあんな下位の貴族の、乗馬が得意な娘を選んでいる。

　意外だった。そしてアルルが、微笑ほほえんでココにダンスの許可を与えているのにも驚いた。

　ココは恥ずかしそうにしながらも、アルバートが差し出した手を取った。そして姫騎士団の皆に冷やかされながら、アルバートと共にダンスの輪の中に入っていく。

　いつもぼんやり、おっとりとしているだけのようなアルバートだが、ダンスとなるとなかなかのものだ。ココも身軽だから、二人の踊りはすぐに注目の的となる。

　カイヤは男装の姫騎士と踊るアルバートを面おも白しろがり、すぐに並んで踊り始める。巧みな二組に刺激されたのか、次々とダンスの輪は広がっていった。

　ここでアルルを誘ったらどうだろう。

　仲直りというか、もう少し親密になれるかもしれない。そう思ってアルルのほうを見ていたジュリアスは、アルルの前に白はく髪はつの老騎士が立ち、ダンスの申し込みをしているのに気が付いた。

　相手はカイヤの騎士だ。アルルとしても、ここは断れないだろう。それにしてもアルルは、心底嬉うれしそうな笑顔で、老騎士の手を取っている。

　先を越された。どうしてこうも間が悪いのだろう。

「騎士団長は、踊らないのですか？」

　騎士の一人に遠慮がちに訊かれて、ジュリアスは口をへの字に引き結んだ。

「ダンスになど興味はない。警護に当たっているから、安心して踊ってきていいぞ」

　アルル以外の誰かと踊りたいとは思わない。なのにジュリアスは出遅れて失敗したのだ。
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　ダンスまで楽しんだ。いい宴うたげだったと、アルルは思う。カイヤは思ったよりまともで、マリーナを楽しませてくれたことは素直に評価したい。

　みんな高こう揚ようした気分で、招待された貴族たちが帰るのを見送った。その後も姫騎士団には、夜を徹てつしてのマリーナの警けい護ごがあるが、いつもは退たい屈くつなだけの任務も気持ちよくこなせそうだ。

　当直でない隊は、営えい舎しやに戻る。アルルは今夜、当番ではなかったが警護役を引き受けた。皆、同じように疲れているのだ。そういった時には、少しでも自分が役割を負ふ担たんするようにしている。それが団長というものだと、アルルは教えられていた。

「姫騎士団長……今夜は、あの……ダンスの許可を与えてくれて、ありがとうございます」

　ココは営舎に帰る前に、真っ赤になりながらアルルの前に立った。

「アルバートの相手をしてくれてありがとう。普段はおっとりしているんだけど、ダンスになるといつもあの勢いなの。疲れたでしょう？」

「いいえ、楽しかったです。きっと私が、一番身軽そうだから、選んでくれたのだと思うけど」

　そこでココは俯うつむき、一礼して足早に去ってしまった。

「……まさか、あのアルバートに？」

　アルルからしてみれば、ただの気のいい兄でしかない。けれど他人から見たら、あれでも魅み力りよくがあるのだろうか。

「そそっかしいかと思うと、おっとりしてたり……優しいところもあるけど」

　一度でも話をしてみれば、ジュリアスよりはレディに好かれそうだと思う。だがどうしてアルバートが、ココをダンスの相手に選んだかは謎なぞだ。やはり身軽だから、ダンスの相手に相応ふさわしいと思ったのだろうか。

　それともアルバートは、あの元気なココを特別気に入っているのだろうか。そこまで考えた時、アルルは思いもよらない一行が、マリーナの部屋を目指して近づいてくることに気が付いた。

「カイヤ殿下……」

　騎士を二人、それにいつもの道どう化け一人だけを連れて、カイヤはやってくる。

「殿下、ここより先は、男子禁制となります。それに夜も更ふけました。マリーナ様は、もうお休みの準備をしておいでです。ご用向きは、明日に願えませんでしょうか」

　アルルはカイヤたちの前に立ちふさがり、行く手を阻はばんだ。その様子に気が付いた、今夜の警護役の姫騎士たちも集まってくる。

「眠る前に、もう一度マリーナ姫と話がしたいんだ。そうしないと、朝まで待つのが辛つらくて、とても眠れそうにない」

　そんなことを言われても、はいそうですかと入室を許可することはできなかった。

「こちらには、国王陛へい下かをはじめ、幼おさない皇こう太たい子し殿下でも入室は禁じられております」

「そうなのか？　例外とかはないのかな」

「ありません」

　少しはカイヤを見直したのに、何ということだ。夜に寝室に押しかけてくるなんて、良識外はずれもいいところだった。

「では、ここで待っているから、出てきていただくわけにはいかないかな。そうしないと、外から壁をよじ登って、マリーナ姫の部屋に忍しのび込んでしまいそうだ」

「……」

　カイヤだったら、本当にやりそうだ。どうしてこんな時に、ジュリアスがいないのかとアルルは苛いら立だつ。

「マリーナ姫は、愛らしい人だね。僕は一目で、彼女に恋してしまった。いろんなお姫様を見てきたけど、マリーナ姫は最高だよ」

　アルルに近づいてくると、カイヤは親しげにその肩に腕を乗せて話し続ける。マリーナに恋していると言いながら、その態度は何なんだと思ったせいか、アルルの顔つきは思い切り険けん悪あくになってしまった。

「明日になさいませんか、殿下？」

「……お休みのキスをしたいだけなんだ」

　ほうっとため息をつきながら言われ、あやうくアルルは隣国の皇太子の頰ほおをひっぱたいてしまうところだった。

　そこにやっとジュリアスがやってきたが、アルルは思い切り睨にらみ付けてしまう。いったい何をしていたんだと、嚙かみつきたいくらいだった。

「騎士団長、カイヤ殿下に、この国の決まりを説明して差し上げてください」

　お休みのキスなんてものは、純真な乙女おとめは家族とだけするものだ。婚約者ともなれば、キスくらいは許されるが、カイヤは今日やってきたばかりではないか。

　アスレシアでは、キスもありふれたものなのだろう。けれどこの時代のスワンドールでは、キスは神聖なものでそう容易たやすくさせていいものではない。

「ガルデン公こう爵しやく、僕はただお休みのキスをしたかっただけなんだ。だけど、この国では、キスも簡単に許されないのだね。だったら、せめて一言、話をさせて欲しいな」

「分かりました。姫騎士団長、至急、マリーナ王女に取り次ぐように」

　アルルは自分の耳を疑う。じきに真夜中になろうというのに、眠りについたマリーナを起こして呼び出せと言うのか。

「騎士団長、酔よっておられますか？」

　何があっても通さないと決めたアルルは、両腕を胸の前に組んでジュリアスの前に立つ。

「酔ってなどいない」

「では、冷静になって聞いていただけますね。申し上げます。カイヤ殿下、隣国の皇太子であらせられる、身分の高い方ではございますが、なさっていることは殿方として最低です」

「うっ、姫騎士団長、口を慎つつしめっ！」

「いいえ、純真な乙女であるマリーナ様を、愚ぐ弄ろうするような真ま似ねは、たとえどんな身分の方でも許せません。殿下、マリーナ様を遊び女めのように扱われるのですか？　この時間、乙女の寝室を訪れるなんて、非常識です」

「たかが挨あい拶さつのための訪問だ」

　ジュリアスも下がらない。それはつまりジュリアスにとっては、こんな時間にレディの部屋を訪れることは、たいしたことではないという認識があるからだ。
















「たかが挨拶？　ではたかが挨拶のために、夜着に着替えたばかりなのに、また正装して出てこなければなりませんか？　それとも、夜着姿で、殿方に会えとおっしゃるのでしょうか」

　何でそんな簡単なことも、ジュリアスには分からないのだろうか。ドレスの着替えはとても手間取るのだ。その間カイヤを待たせていたら、挨拶が終わって帰る頃には、夜明けになってしまっているだろう。

「殿下……姫騎士団長、アルル殿のおっしゃるとおりです。恋するお気持ちはお察さつしいたしますが、我々はとても非礼なことをしているようです。ここで無理を申し上げれば、マリーナ王女の名めい誉よを傷つけることにもなりかねません」

　カイヤの騎士であるイシュダットが、優しく諫いさめるように言うと、カイヤは子供のように頷うなずいた。

「そうだね。僕は王子だから、何でも自分の思いどおりになると思っていた。姫騎士団長、堂々と意見の言えるあなたは、勇気のある女性だな。マリーナ姫は、あなたたちに守られているから、安心なのだね」

「殿下。失礼なことを申し上げましたが、どうかご理解いただけますよう……」

　アルルはそこで膝ひざを折り、カイヤに向かって頭を深々と下げた。

「分かった。それではこの溢あふれる想いを、手紙に書くことにするよ。きっと今夜は眠れないだろうから、たくさんの手紙になりそうだな」

　納なつ得とくしたのかカイヤは、お供を引き連れて去っていく。ほっとしたアルルが下げていた頭を上げた時には、エミルがジュリアスの前に立ち、拳こぶしを振り上げていた。

「エミルッ！」

　慌あわててアルルはエミルの体を抱きしめる。

「団長、私は、もう我慢できません。いくら騎士団長で陛下の弟君とはいえ、あまりにも心ないやり方です。騎士団長、あなたは夜よ這ばいの手伝いまでなさるんですかっ」

　エミルの怒りの発言のうち、アルルに分からないものがあった。

「夜這いって、何？」

「貴族の殿方はしないのかもしれないけど、男が夜中に勝手に寝室に忍び込んできて、婚こん姻いんもしていないのに、いろいろとやってしまうことです」

　一気に説明したエミルの顔は赤くなっている。

「好きでもない相手に、無理矢理そんなことをされるのは嫌いやでしょ。だから警護の置けない女たちは、寝室に犬を入れたりして予防してるんです」

　庶しよ民みんの出であるエミルは、アルルの知らないことまでよく知っていた。

「そんなひどいことがあるの？」

「団長は貴族の姫様だから、大切に守られているけれど、庶民なんてそんなものですわ」

　そこでジュリアスはむっとした顔になり、二人の話に割り込んできた。

「私が、そんな卑ひ劣れつな行為を、いつ、したと言うんだ」

「同じようなことでしょ。ここでマリーナ様がカイヤ殿下を自室に招いたら、あっという間に噂うわさになってしまうでしょう。いい歳して、そんなことも分からないんですかっ」

「ああ、分からない。そんな噂を誰だれがたてるというんだ。噂好きな女たちか。営舎で悪口を言い合っているくらいだものな。最初からカイヤ殿下に対して、反感があったからそんなことを考えるんだ」

　どうも聞き捨てならない発言だ。姫騎士団以外には、誰もいない営舎だからこそ、悪口も平気で言えたのだが、どうしてそれをジュリアスが知っているのだろう。

「営舎は離れた場所にありますが、どうしてそこでの騒ぎを、騎士団長がご存じなのですか？」

　アルルの突っ込みに、一瞬、ジュリアスは言葉を失う。この堅かた苦くるしい男は、どうやら誤ご魔ま化かすというのは得意でないらしい。

「まさか盗み聞きなんて、しませんよねぇ、騎士団長ともあろう方が」

　エミルに言われて、ジュリアスはむっとする。けれど反論はしなかった。

「さいってぇーっ。まさか、まさか、まさか、騎士団は、姫騎士団のこと覗のぞいたりしているんですか」

　そこでエミルが大声を出すと、姫騎士団の全員がざわざわと騒ぎだした。

「女だからって、覗いてたのね」

「王国の騎士ともあろう者が、何て恥はずかしい」

「恥はじを知れっ、騎士団」

「バカにするのもいい加減にしなさいよっ」

　一度に攻撃されて、ジュリアスがやっと口にした言葉も、罵ば声せいによってほとんどかき消されてしまった。

　アルルには聞こえた。覗きなど下げ劣れつなことは、決してしていない。たまたま騒ぎが大きくて、耳に入っただけだと。

「騎士団長、どんなに騒いでいても、窓の近くにいなければ、中の声は聞こえません。誰が偵てい察さつに来ていたのかまで教えろとは言いませんが、二度とそのような真似はしないと約束してください」

「……そうだな。監督不行き届きだった……。私が姫騎士団を嫌っているのを知って、彼らなりに何か私を喜ばせるような情報が欲しかったのだろう」

　それだけ言うと、ジュリアスは後も見ずにその場を立ち去った。

　その背中を見つめているうちに、アルルはジュリアスがかわいそうに思えてきた。

　もしかしたらジュリアスには、騎士団長は向いていないのかもしれない。何もかも自分で引き受けてしまい、孤こ立りつしそうに思えるがどうだろう。

「力が入りすぎてる感じ……。ダンスも……踊おどらないで、一人で警護していたし」

　みんなが楽しく踊っているのに、ジュリアスは最後まで踊らなかった。アルルは自分から誘いに行こうと思ったのだが、カイヤの元気な老人騎士たちが、次々と申し込んできたので、ジュリアスと踊る時間は作れなかったのだ。

「無理しなけりゃいいのに……」

　ここでももっと上う手まい誤魔化しようがあっただろう。噓うそでもいいのだ。連絡事項を伝えに行った騎士が、たまたまその悪口大会を聞いてしまい、慌てて逃げ出したとでも言えば、たとえ噓でも何とか収まる。

　生き方が不器用な男なのだ。誰もジュリアスに、もう少し気楽に行きましょうよと、言ってはくれないのだろう。だから直したくても、直しようがない。

　アルルもまた反省した。ジュリアスを前にすると、つい意地になって強気に出てしまう。時には兄弟に接するように、優しくしてあげるべきではないか。

　いつでも喧嘩腰では、話し合うこともできないと思っているのに、どうしてこうも上手くいかないのだろう。

　明日になったら、もう一度話し合おうと思った。ジュリアスが姫騎士団の欠点を見つけたいと思う気持ちがなくなれば、騎士団だっておかしな行動など控ひかえるはずだ。

　だがその前に、ここにいる姫騎士たちを落ち着かせないといけない。

「マリーナ様のお部屋の前よ。各自、私語は慎つつしむように」

　マリーナの名前が出ると、全員が一気に押し黙だまる。これ以上騒ぎを大きくしたくないアルルとしては、姫騎士たちの素直な反応にほっとしていた。
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　アルルもジュリアスも、このほんの小さな諍いさかいが、後に伝説として語られる、男と女の五日間戦争の引き金になるとは思いもしなかっただろう。

　最初は、姫騎士団と騎士団のいがみ合いだった。翌朝、営えい舎しやに戻った警けい護ご隊たいは、朝食の席で他の隊の姫騎士たちにすべて報告してしまったのだ。それが原因で、その日の訓練の時間は大騒ぎになってしまった。

　いつもは騎士団と共に訓練も行うが、この日は姫騎士たちの怒いかりが収まらず、ついにアルルはカイヤの騎士団と訓練をすることにした。

　カイヤの騎士団は、実に落ち着いた騎士たちばかりで、訓練していても教えられることが多かった。しかも彼らは、姫騎士たちが女性であることを、バカにしたりはしない。むしろ体力の劣おとる者が、どうやって優位に戦うか、極ごく意いを教えてくれたりしている。

　ところがこの対決は、午後には城内に飛び火していた。

　まずマリーナを守ろうとしなかったことで、女官たちが怒りだした。その怒りを、女官付きの小間使いが城内の至いたるところに運んでいく。

　洗せん濯たくや料理、掃除そうじなどをする雇やとわれ女たちにも伝わっていった。何しろ彼女らは、マリーナ王女が大好きなのだ。

　呪のろわれた姫君だというのは、誰だれもが噂うわさで聞いている。なのにマリーナは、そんな呪いにも負けずに、下しも々じもの者にまで優しい、素す晴ばらしい王女だった。

　我らのマリーナ王女に、夜よ這ばいをけしかける騎士団長と、話はどんどん違った形で伝わっていく。いつの間にかジュリアスが、カイヤを唆そそのかして、夜の訪問を決行した話になってしまったのだ。

　洗濯棒を振り上げ、包ほう丁ちようを振りかざし、床ゆか磨みがきのモップを揺らして女たちは怒る。

　そしてその怒りは城門を越えて、城下の町にまで広がっていった。

　少女から老ろう婆ばまで、町中の女たちが、欲望のために純真な乙女おとめを傷つけようとする男たちに対して、怒りの炎ほのおを燃え上がらせてしまったのだ。

　方々で男と女の喧けん嘩かが始まった。口争いなど得意でない男たちは、すぐに手を上げて女たちを叩たたこうとする。それに対抗するために、女たちは自主的に何軒かの家に集まり、その家の男たちを追い出してしまった。

　帰れなくなった男たちは、酒場や宿屋にこもり、女たちの悪口を言う。けれど酒場にも宿屋にも女将おかみの姿はなく、亭てい主しゆが馴なれない様子で料理を運んでいた。

　どうせすぐに元に戻る。

　誰もが最初は、そう楽観視していた。

　けれど小こ競ぜり合いがまた新たな火種となって、諍いは深刻化していき、どうにも終息する様子はない。

「困ったわ。まさかこんな大事になるなんて。どうしたらいいと思う？」

　アルルは城の望ぼう楼ろうで、城下の町を見下ろしながらココに相談していた。

　相手にココを選んだのは、男たちに対して攻撃的になっていく姫騎士たちの中で、唯一ココだけが弱気だったからだ。

　その理由は分かっている。ココはあの宴うたげの夜以来、アルバートに恋しているのだ。けれどアルバートが騎士団にいる限り、ココはもう近づいて挨あい拶さつを交かわすこともできない。

「どうしたらって……困りましたよね。城内でも、完全に半分に分かれてしまったし」

　洗濯女たちは、男たちのものを洗うことを拒否している。厨ちゆう房ぼうは時間を区切り、女たちのための食事は、料理女が作っている。男たちの料理に手助けは一切しないから、数少ない男の料理人たちは、毎日必死だ。

　ただしカイヤのための食事や掃除だけは、協力して行っていた。賓ひん客きやくに迷惑をかけることは、さすがに城内で働く者たちもしたくはなかったのだ。

「騎士団長が、皆の前で真実を告げればいいのだと思います。誰が偵てい察さつに来ていたのか、はっきりさせればいいんじゃないですか？」

「でも……騎士団長は、みんな自分のせいにしてしまいたいのよ。責任感っていうか、配下の騎士の不始末は、自分の管理責任だから」

「団長も、そう思うんですか？」

「私も……同じような立場になったら、庇かばうと思う。騎士団長は、それで名めい誉よが傷ついたとしても、王弟だわ。騎士団長でなくなって、違う役職に回されるだけだもの」

　騎士でなくたって、ジュリアスは困らない。騎士の名誉なんてものも、ジュリアスにとっては無用のものだろう。だからジュリアスは言い訳をすることもなく、すっかり悪者扱いされてしまっているのだ。

「一番の問題は、マリーナ様が気が付いて、不安に思われていることだわ。もうじき、誕生日なのに……。陛へい下かは、もう呪いのことばかり気になさって、城下がメチャクチャになっていても、何もしようとなさらないし」

　家々の煙えん突とつから煙が立ち上る様子を見ながら、アルルはため息をつく。この煙突の煙は人々の幸せの印しるしだと、以前、ジュリアスから聞いたことがある。

　民を思う優しい心も持ち合わせているのに、誤解されたままではジュリアスがかわいそうに思えた。

「中には、喧嘩なんてしたくない人たちも、大勢いると思うの。祝福された恋人たちとか、仲のいい夫婦とかね。そりゃ……たまには不満も口にするだろうけど、やっぱり一緒にいたいって、思うものでしょ？」

　アルルの問いかけに、ココは微笑ほほえむ。

「団長にも、そういう人はいますか？」

「……いないなぁ……。何か、想像もつかないわよね。ドレスに着替えて、奥方になるのなんて。私には、もう無理みたい」

「そんなことないと思うけど……。ねぇ、団長、いっそ騎士団長と仲直りしたらいかがです」

「私が？」

「みんなに分かるように、仲良くするんです。そうしてみんなの前で、もうこんな愚おろかなことはやめようと宣せん言げんしてください」

　それはいい考えのように思える。けれどジュリアスが、そんな話に乗ってくるだろうか。

　今、この城の周辺一帯で、相変わらず仲良くしている男女は、カイヤとマリーナだ。女官たちがどんなに冷たい態度を取っても、カイヤは毎日数時間、中庭や読書室でマリーナと会っていた。

　今頃は、また二人で楽しげに何か話しているのだろう。

「元々は、私たちがいけなかったのよね。カイヤ殿下はうつけだけれど、お心は純真で優しい方だわ。マリーナ様も純真だから、ある意味、お似合いなのかもしれない」

「そうですね。お優しいですよ。毎日、三十通以上の手紙と、小さな贈おくり物ものを届けてこられるんですもの」

　ココは望ぼう楼ろうの壁に寄りかかり、ほうっとため息をつく。それはいつものため息とはどこか違い、アルルを微笑ませた。

「ずっとあんなふうに大切にしてくださるなら、うつけもありだと思いませんか？」

「そうね……マリーナ様が幸せなら、それでいいのよね。問題は、誕生日よ」

「団長は、魔物のこと信じてますか？」

　アルルはそこで思い出す。はっきりと聞こえた不思議な声や、脳のう裏りに浮かんだ薔ば薇らの咲き乱れる城のことを。

　ジュリアスが信じてくれなかったので、あれ以来、誰にもそのことは告げていない。

「団長、おかしな話があるんです」

　そこでココは、自分の父親が経験した話を始めた。

「父が、有名な厩きゆう舎しやに馬を買いに行った時、そこで左目が傷ついた黒髪の若者に会ったそうです。父はその若者を知っていたけれど、彼に会ったのは父がまだ子供の頃でした。我が家の厩舎で働いていた若者で、馬の心が分かるのか、とても調教が上う手まかったそうです」

「どういうこと？」

「その若者は、全然、歳を取っていなかったんですよ。本当なら、父より二十歳は年上のはずです。もういいお年寄りになってるのが普通でしょ」

「よく似た別人ってことはないの？」

　ココは首を横に振り、怖そうに自分の体を抱きしめた。

「暴れ馬を抑える時に、蹴けられて左目を失ったそうです。その傷は独特で、決して同じような傷ができるものではないし、馬に話しかける声も同じだと言ってました」

「……つまり、歳を取らないってこと？」

「父は自分のことをあえて名乗らず、若者に今はどこにいるのか聞いたそうです。そうしたら、国境近くにある、薔薇の城とだけ答えたとか」

「あっ！」

　噂や伝説だけではない。確かにあの城はあるのだ。その存在を隠そうとしているのか分からないが、こうして時折誰かがあの城のことを口にする。

「女主人が、黒い馬が好きなのだと言って、綺麗な牝めすの黒い子馬を買っていったそうです」

「ココ、それって……マリーナ様を狙ねらってる魔物のこと？」

「マリーナ様を狙っているのは、その薔薇の城に住むっていう、不死の魔女なんでしょ？　その若者も、仲間になったから、死なない体を貰もらったんじゃないでしょうか」

　じっとりと重たい霧きりが、覆おおい被かぶさってきたような気分に二人はなっていた。

「同じようにマリーナ様も、不死の体にされて、魔物の仲間になってしまうんでしょうか」

「そんなことはさせないわ」

　くだらないことで、争っている時ではない。マリーナの誕生日は迫ってきていた。ジュリアスはその存在を信じようとしないが、ココだって魔物に関する話は知っているくらいだ。現実にいると思うべきだ。

「団長っ！」

　その時、望楼をミンカが駆かけ上がってきた。

「すぐにいらしてください。カイヤ殿下が、マリーナ様を連れて、城外に出られるおつもりのようです」

「城外に？」

　慌あわてて下の様子を窺うかがったアルルは、象ぞう遣つかいの少年が、中庭に象を引き出しているのを目にした。

「今度はいったい、何をするつもりなの？」

　少しでも認めると、そのすぐ後にこういうことをやってくれるから、カイヤからは目が離せないのだ。

「姫騎士団、全員、マリーナ様の警護に就つくように」

　ココとミンカと共に、望楼の階段を駆け下りながら、アルルは心配そうに下から見上げている姫騎士たちに叫さけんでいた。
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　アルルが望ぼう楼ろうに上り始めた頃、マリーナはカイヤと共に図書室にいた。

　とんでもないことを口走るこの美しい皇こう太たい子しに、マリーナはすでにかなり惹ひかれている。けれどそれを快こころよく思っていない人もいて、城内がとんでもないことになってしまったのが、マリーナにとっては悲しいことだった。

「僕のせいで、大変なことになっているみたいですね」

　今日は真まっ青さおな上着に、レースをたっぷりあしらったシャツという姿のカイヤは、美しい顔に悲しみの表情を浮かべる。

「夜間に姫君の部屋を訪れることが、この国ではこんなに厳重に叱しかられることだとは思ってもいませんでした。心から反省しています」

「よろしいのですわ。この国というより、私が特別なんです」

「どう、特別なんですか？」

「魔物から……守られてますの」

　図書室にはたくさん本があって、その中にはつい最近贈おくられてきた、アマゼウス・ギャレによる『夜の女王』という本もあった。

　その本を手に取り、マリーナは俯うつむく。ここに書かれていることが真実だったら、自分はもう呪のろいをはね返すことはできない。

　夜の女王は、最強で完かん璧ぺきな存在だ。非力な人間相手では、楽に望むものを手に入れてしまうのだろう。

「それなら魔物の手が届かない、僕の国に来ませんか？　僕はね、あなたのこと、とても好きなんだ。もう一日も離れていたくないくらいにね」

　その発言の意味することが求婚だというのは、マリーナにもよく分かる。

　いい返事を聞かせたいけれど、マリーナはじきにカイヤとの別れが近づいていることを悟さとっていた。

「お気持ちは嬉うれしいのですけれど……私に呪いをかけたのは、恐おそろしい夜の女王です。私は、呪われた運命から、逃のがれることはできません」

「何でそんなに簡単に諦あきらめるんですか？　僕がね、あなたをそんな魔物から守ってあげますよ」

「いいえ……カイヤ殿下。夜の女王が、殿下にまで危き害がいを加えないうちに、スワンドールから出て行かれたほうが賢けん明めいですわ」

　カイヤはマリーナに近づいてきて、その手から本を奪う。その時に、軽く指先が触れた。するとマリーナは慌あわてて手を引っ込めた。

　図書室にはマリーナの女官長と姫騎士、それにカイヤの騎士が二人、監視のために同席している。この間の夜以来、カイヤが不ふ埒らちな行いをしないようにと注意がなされた。だからカイヤは、迂う闊かつにマリーナに触れることも許されないのだ。

「これがその魔物の研究本ですか？」

　中身をぱらぱらと見ているが、カイヤにとってはつまらない本だろうと、マリーナは思っていた。

「はい……ギャレ様は、王とも親しくて、よく城にも遊びにいらっしゃいます。誕生日の宴うたげにも、来ていただけるはずですわ」

　マリーナが生まれる前から、夜の女王を研究しているギャレだが、誕生日の前についに著作を完成させたのだ。

「僕にとって問題なのは、魔物よりもここで監視している連中です。夜に訪問した僕が悪かったのは認めるけれど、これはやりすぎだと思うな。前みたいに、あなたの手を握にぎることもできないなんて、ひどすぎる」

　カイヤが怒った顔をすると、マリーナは微笑ほほえむ。するとすぐにカイヤも笑顔になった。

「僕のせいで、この町の男女が争っているのは、いいことじゃありません。いっそ、ここで僕らの婚約を発表してしまいませんか？　婚約すれば、手を繫つないでもいいんでしょ？　キスは、駄だ目めなのかな」

　そんな簡単な気持ちで、婚約してしまおうというのだろうか。マリーナはがっかりしたが、むしろこれではっきりと断ることができると思った。

「殿下、私は……魔物の僕しもべとなる身です。どうか、私とは、友人のままで」

「嫌いやだっ！」

　いきなりカイヤは本を放り投げ、マリーナに近づいてきてその手をしっかりと握った。

「殿下、お慎つつしみを」

「マリーナ様、お離れくださいっ」

　双方の監視役から声が上がったが、カイヤは軽く無視して、その腕にマリーナを抱きしめてしまった。

「呪いのせいにして、僕を遠ざけるんですか？　嫌いなら嫌いと、ここではっきりとおっしゃってください。そうしたら僕は、失恋の悲しみに浸ひたりながら、帰国します。そして生しよう涯がい、二度と女性には話しかけないと、誓ちかいをたてましょう」

「殿下、そんな」

「僕には、あなたが僕を嫌ってるとはとても思えない。手紙にも優しい言葉がいっぱいちりばめられていて、愛を感じた。こうして会っていても、あなたは僕に微笑むばかりだ。僕はね、生きるための勇気が欲しい。それをくれるのは、あなたなんだ」

「殿下……」

　ぎゅっとマリーナを抱きしめたままカイヤは、顔を近づけてきて素早くキスをする。それを見ていた女官長は、悲ひ鳴めいを上げて気を失ってしまった。

「僕はあなたにおやすみのキスをしたかった。だけど、キスってそんなに罪深いことですか？　僕は魔物のように、無理矢理あなたを攫さらったりはしない。スワンドール国王に正式に申し込み、支し度たく金きんも十分に用意し、八頭立ての馬車で迎えにまいります」

「いいえ、殿下。そんなことをなさろうとしたら、夜の女王が殿下の命まで奪ってしまいます」

「ほらね、結局、あなたは僕のことが心配なだけなんだ。愛する僕が、傷つけられるのを恐おそれている」

　そのとおりではあったが、マリーナはカイヤの強引さに引きずられ、思いとどまるように伝えることが上う手まくできなかった。

「ねぇ、くだらない争いを止めに行こう。僕のせいで、みんな混乱しているけど、僕はあなたの心を手に入れた。だからね、もう争う理由はないんだと、知らせに行こう」

　カイヤはマリーナの手を握り、図書室を出て行こうとする。女官長を介かい抱ほうしていたイシュダットが、慌ててその背中に向かって叫さけんでいた。

「殿下、何をされるおつもりかっ」

「マリーナ姫と城外に出かける。象ぞうに乗って行こう。象遣いのザバブを呼んでくれ」

「勝手なことをなされては、またスワンドール国王にご迷惑をおかけします」

「いいじゃないか。魔物に攫わせるくらいなら、このカイヤが攫っていく。マリーナ姫、アスレシアの宮殿で、仲良く暮らそう。僕は、あなたを守るためなら戦える」

　二人が手を繫いで歩いていくと、その背後から騎士と姫騎士が、ぞろぞろ集まってきた。姫騎士はカイヤがマリーナを攫うのではないかと、本気で心配している。騎士はそんな姫騎士たちが、カイヤに攻撃を仕掛けるのではないかと、心配して見守っていた。

　大勢の騎士たちに囲まれながら、マリーナは象の仮かり営えい舎しやにやってくる。

「ザバブ、姫様を乗せるぞ。特製の鞍くらを置け」

　カイヤの命令で、象遣いの少年は急いで豪ごう華かな鞍を用意する。それを従者と三人がかりで、跪ひざまずいた象の背中に乗せていた。

「マリーナ様。いったいどうなさったのです」

　そこにアルルが息を切らしながらやってきた。

「まさか、今から、町に出られるおつもりですか？」

「……ええ、カイヤ殿下と……」

　そこでマリーナは、胸が潰つぶれそうなほどの悲しみに襲おそわれた。

　もし魔物に連れ去られなかったら、こうしてカイヤと、びっくりするような楽しいことを幾いく度ども経験できるのだろう。けれどこれが本当に最後の、楽しい思い出になるのかもしれない。

「姫騎士団長、お願い、行かせて」

　マリーナは生まれて初めて、自みずから懇こん願がんした。

「マリーナ様」

「こんな楽しいことは初めて……そして、これが最後かもしれないから」

　魔物になってしまったら、もう恋などできないだろう。マリーナは繫がれた手の温もりと、強く引くその腕に、カイヤの存在を大きく感じていた。

　こんなにどきどきさせてくれる相手はそういない。運命の相手だと思いたいのに、その運命が残ざん酷こくにもマリーナから幸せを奪っていこうとしている。

「お願い、アルル・フォンダン。私に……ほんの少しだけ自由を」

　マリーナの悲しみが、アルルにも伝わったのだろうか。そこでアルルは、凜りんとした声で叫んでいた。

「マリーナ様、およびカイヤ皇太子殿下をお守りして、これより城外に出る。姫騎士団、馬を用意してただちに集合、隊列を組め」

　アルルの号令に、全員が厩きゆう舎しやに走る。アルルだけはこの場を離れられないので、愛馬のデイジーは誰だれかが連れてきてくれるはずだった。

　そこに今度はジュリアスがやってきた。疲れ切った顔をしているのは、国内の異色戦争の苦情を処理するのに、忙しく働き回っていたからだろう。

「カイヤ殿下、今度は何事です」

　ジュリアスが来ても、カイヤは握ったマリーナの手を離さない。本当にこのまま象に乗せて、隣国まで連れ去りそうだった。

「ガルデン公こう爵しやく、僕の短慮のせいで、皆に迷惑をかけた。そこでここから僕らが町に出て、この諍いさかいを収めようと思う」

「はっ？」

　ジュリアスは怪け訝げんな顔をする。この生き真ま面じ目めな叔お父じには、カイヤのこのおかしな発想はなかなか理解できないだろう。

　皆がカイヤのことを、うつけだと言っているのもマリーナは知っている。

　けれど本当にうつけだろうか。

　カイヤは話していても、マリーナを飽あきさせるということがない。あらゆることを知っていたが、それで知識をひけらかすようなことはなかった。ただどうしても、話をすればするほど、その奥から豊富な知識が隠しようもなく溢あふれ出てしまうのだ。

　マリーナはカイヤのことを、この人は愚おろか者のふりをしているのではないかと、ずっと思ってきた。そしてそんな愚か者のふりをマリーナの前でも続けるのは、マリーナに人を見る目があるのか、試されているのではないかと思っていた。

「マリーナ姫は、僕のことを気に入ってくれた。僕らは相思相愛だ。この度たびの宴えん席せきに、僕を招待してくれた貴殿には、心より感謝する」

　ほら、こうしてまともなことも言えるではないか。しかもこうして話している時のカイヤの表情は、凜としたいかにも一国の皇太子らしいものだった。

「だから軽けい率そつな行動をとったために、皆を混乱させたことを謝あやまりたい。男と女で争うなんてバカげている。神はどうして二種類の姿に人を作られたのだ。どうして人は、一人では子を成せない。それは、人が人を想い、慈いつくしみ、助け合うことが大切だと、教えるためだ」

「……殿下、どうかなさったのですか？」

　ジュリアスは信じられないといった顔をしている。その横にいるアルルも同じで、二人は思わず顔を見合わせていた。

「雌し雄ゆうがなくとも、増えることのできる生き物もいる。けれど人は、男女、二つの性があって、初めてその種を維持できるものだ。だから人は、誰かと愛し合うことが必要なんだ。僕はここに来て、初めて生涯を誓える人と巡り合えた」

　カイヤが最初からこの姿で現れていたら、誰もこの見合い相手を誹そしったりはしなかっただろう。それどころか、皆で祝福してくれたはずだ。

「公爵、王が下しも々じものことに無関心なのはやむないと思うが、騒ぎの発端でもある貴殿が、なぜここにくるまで静観しているのか分からない。市し井せいの人々を守ってこその王であり、貴族であるはずだ」

　ジュリアスは恐きよう縮しゆくしているが、アルルはぽかんと口を開いてカイヤを見つめている。カイヤの頭に、雷かみなりが直撃したんだとでも言いだしそうだ。

「姫騎士団長、そんなに僕の話は面おも白しろいか？」

　にやっと笑ったカイヤに言われて、アルルは慌あわててしゃんとする。

「い、いえ。あまりにも滑なめらかにお話しになるので、つい聞き惚ほれておりました」

「それはどうも。あなたたちの大切な姫君に、非礼なことはしていない。ただし婚約者として許される、最低限の無礼は認めてくれ」

　カイヤはそこで、繫いだ手を示した。マリーナはアルルとジュリアスの視線を感じて、顔を赤らめる。

　そして幸せを嚙かみしめた。

　魔物に攫われるくらいなら、今すぐカイヤに攫われたい。スワンドールは好きだけれど、城からほとんど出ることなく育てられた。いつも図書室の本を見ながら、異国に思いを馳はせ、いつか自分も行ってみたいと思っていたのだ。

　カイヤとなら、知らない国でも楽しく暮らせるような気がした。

「道どう化けたち、何をしてたんだ、遅いぞ」

　まさか呼び出されるとは思っていなかったのだろう。いつものように派は手でな化粧もしていない道化たちが、慌てて中庭で顔を塗りたくっている。その横で象遣いの少年は誇らしげに胸を反そらして、カイヤとマリーナを乗せる座席が準備され、あとは二人が乗り込むだけだと、待ち構えていた。
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　あれはどういうことなのだろう。象ぞうに乗ったカイヤとマリーナの傍かたわらに付き添いながら、アルルは何度もカイヤが豹ひよう変へんした場面を思い出していた。

「げに麗うるわしきもの」

「マリーナ王女」

「限りなく優しきもの」

「マリーナ王女」

　いつものように道どう化けが、歌うように述べながら先導していく。その合間に、楽団が華はなやかな曲を奏かなでた。すると家々の窓から、人々が顔を覗のぞかせた。

　町はいつになく汚れた印象だ。女たちが、仕事を放ほう棄きしてしまったせいだろう。そうかと思えば、華やかな洗せん濯たく物ものがずらりと吊つされている一画がある。そこだけはやけに綺き麗れいだったりするのがおかしい。

　怒りのあまり壊したのだろうか。路上に椅い子すが転がっていたりする。さらには投げられて割られた皿がそのままになっていた。

　アルルは反省する。誤解や意地で、町を混乱させてしまった。しかもアルルには人を見る目がなかったらしい。別人のようになったカイヤは、マリーナの相手として何の不足もない。

「どういうことなんです。殿下の頭に、雷かみなりでも落ちたのですか？」

　ついにアルルは、気になったことをジュリアスに訊きいてしまった。

「元々は利発な王子だった。少なくとも、私が知り合ったばかりの頃の殿下は、十歳とは思えない、知性溢あふれる王子だったんだ。悪い噂うわさはあったが、元を知っているからこそ招待した。魔物に攫さらわれるより、隣国の王子に攫われたほうが、陛へい下かも心安らかになるだろうと思ったんだ」

「何であんな奇き抜ばつな服を着たり、おかしなことをおっしゃるでしょう？」

「国情が不安定なのではないか？　毒味がいるのもおかしい。殿下は……命を狙ねらわれていたのかもしれない。だからわざと愚おろか者のふりをして、自分を価か値ちのないものと見せていたんだ」

「……そんなところに、マリーナ様を嫁とつがせるのですか？」

　喧けん嘩かはしたくない。もう二度と、ジュリアスと揉もめたくはなかった。だからできるだけ穏おだやかに質問したつもりだが、ジュリアスはじっとアルルを見つめてくる。

「不安があるなら、解決するために殿下を助ければいい。殿下にスワンドールの国軍が味方についたと知ったら、反逆者はどう出るだろう？　国を乗っ取っても、スワンドールと戦争になるんだ」

「毒味……そんな事情があったなんて」

　カイヤの表面上の愚かさだけ見て、うつけだと嫌っていた。だが、カイヤが生き延びるために、愚か者のふりをしていたとなったら、アルルのほうが思し慮りよが足りなかったのだ。

「諸君、私はアスレシア王国のカイヤ皇こう太たい子しだ。愚かな諍いさかいは、もうやめて、私とマリーナ姫の未来を祝福してはくれないか？」

　象に乗ったカイヤが叫さけぶと、どこからともなく罵ば声せいが飛んできた。

「マリーナ王女に手を出そうとした、うつけなんだろっ」

「さっさと国に帰ればいいんだ」

　何か投げつけられては大変だ。そこでいっせいに騎士団と姫騎士団で、象の周りを取り囲んだ。

「私たちは、いずれ、国王陛下の許しを得て婚約する。諸君らの中にも、婚約の時の胸むね弾はずむ思いを知っている者がいるだろう？」

　カイヤは町の広場で象を止めさせると、朗ろう々ろうと響ひびく美び声せいで語りかける。

「まさか、何年もうつけのふりをなさっていたのでしょうか？　だとしたら、お気の毒です」

　アルルがそう言うと、ジュリアスは深く頷うなずいた。

「もっと早く、助けを求めにきてくれれば、どうにかしたものを。いろいろと複雑な国情があるのだろうな。だが、もう殿下は真実の姿を晒さらした。姫騎士団長、マリーナ王女のためにという確かく執しつはあるだろうが、ここは心を開いて、殿下をお助けしないか？」

「もちろんです。元は、私たちが狭きよう量りようだったために、こんな騒ぎにまでなってしまいました。それはとてもいけなかったことです。反省しています」

　素直になれた。するとアルルの心は軽くなり、自然な笑みも生まれてきた。

「わ、私も悪かった。女というだけで軽かろんじていた。私にとっては姪めいでもあるマリーナ王女に、姫騎士団は誰だれよりもよく尽つくしてくれているのに……横暴だったな」

「……あら……騎士団長、頭に雷が落ちたんですか？」

　アルルが思わず皮肉を言ってしまうと、いつもなら怒りだすジュリアスが笑いだした。

「どうやら、そうらしい。カイヤ殿下の言葉が、心に滲しみた……。どうして人は、二つの姿でこの世にあるのか。互いを尊重し、慈いつくしみ合わねば、人の世なんてすぐに滅ほろんでしまうだろう。男が偉えらいのではない。女が偉いのでもない。同じように、価値あるものなんだ」

　またもやアルルの口は、ぽかんと開きかける。

　こんなに理解あるジュリアスなんて、想像もできなかった。欠点のほとんどないような男だが、これで唯一の欠点だった女嫌いまでなくなってしまったら、これからどうなるのだろう。

　きっと縁談も山ほど持ち込まれ、誰かと結ばれてしまうのだろうか。

　そう思った瞬間、アルルはたまらない寂さびしさを感じていた。

　ほとんど女を寄せ付けないジュリアスと、対等な立場で話せる優位を、アルルは楽しんでいたのだと今更のように感じる。

　誰にでも優しくなってしまったら、ジュリアスはもうアルルとだけではなく、いろいろな女性と話してみたいと思うようになるはずだ。

「諸君、いがみ合うのはもうやめよう。そして、ここで私たちと一緒に踊おどらないか」

　カイヤはそう叫ぶと、象の座席からマリーナを抱きかかえて下ろした。

「騎士団の団長が、私を唆そそのかしたというのは噓うそだ。私がマリーナ姫と一時も離れていられなくなって、わがままを言っただけだ。恋した経験があれば、分かるだろう？」

　さすがにもう誰も、カイヤを罵ば倒とうすることはなくなった。変わって人々は、奥まった室内から、燦さん々さんと午後の陽が輝く戸こ外がいへと出てきた。

「マリーナ姫も、嫌いやがってはいない。なぜなら屈くつ強きような姫騎士団が警けい護ごしているのに、私がマリーナ姫の手を取ることを、嫌がっていないだろう？　姫が嫌がったら、私は即座に姫騎士団の強いレディたちに、縛しばり上げられてしまう」

　カイヤの話し声に、人々は頷うなずき、時に笑った。最初は男女で分かれていた人の輪も、そうしているうちにいつしか混じり合っていく。

「さぁ、仲直りのダンスだ。姫、皆の見本になるように、楽しく踊りましょう。騎士団も、姫騎士団も踊れ。そんな重たい甲かつ冑ちゆうなんて外はずして、さぁ、早くっ」

　カイヤに促うながされ、真っ先に甲冑を外したのはアルバートだった。アルルは我が兄ながら、恥はずかしくて真っ赤になる。

「何で……いつもはおっとりしてるのに、ダンスとなると張り切るんだから」

「いいじゃないか、彼は素直なんだから」

　アルバートは迷わずに、ココの側に駆かけつけて手を差し伸べる。そしてココが手を出すと、それを軽く握にぎった後で、甲冑を外すのを手伝い始めた。

「フォンダン準じゆん伯はく爵しやくは、いい夫になりそうだ」

「えっ……ええ、まぁ」

　あんなに嬉うれしそうなアルバートの姿は、あまり見たことがない。それはジュリアスも同じなのだろう。カイヤの楽団が演奏を始めると、ダンスの巧たくみなカイヤに負けじと、広場の中央に出て踊り始めたアルバートを、しばらく二人は見つめていた。

　町の人々は困惑している。わざわざ楽団まで連れてきて、隣国の皇太子が王女と踊っている。普段は王族なんて、まともに顔も見たことがない人々だ。いきなり一緒に踊れと言われても、やはり戸惑いがあるようだ。

「騎士団長、私たちも踊りませんか？」

　アルルは自みずから甲冑を結ぶ紐ひもを外し始めた。

「この間の、歓迎の宴うたげの時には、騎士団長、一度も踊らなかったでしょう？　責任感がある騎士団長だから、ご自分が浮かれてもと思われたのでしょうが、今日は、事情が違います。私たちの仲がいいところを見せないと、このくだらない戦いは終わりません」

「見ていたのか？」

「ええ……ダンスは女から誘うものではないからと、声をかけるのを遠慮しました」

「そうだな、ダンスは男から申し込むものだった。アルル・フォンダン……では、私と踊ってくれ」

　ジュリアスは胸の前に手を置き、頭を下げてもう一方の手を差し出す。

　それをアルルはそっと握った。

　そして二人は、照れながら甲冑を外す。そしてアルバートとココの後ろについて、踊り始めた。

　するとそれにならって、騎士と姫騎士たちが、一組、また一組とダンスの輪に加わっていく。もうここまで増えると、ついに町の人々の中にも踊りだす者が出てきた。

　きっとずっと会えなかった恋人同士だ。またはその気がないのに、諍いに巻き込まれた若夫婦だろう。皆、一度踊りだしたら、一気に盛り上がって激しく動きだす。

「くだらない諍いだったが、こんなことがあったから、殿下も早くに本心を晒さらしてくれたんだ。意味があったと認めよう」

　踊りながらもジュリアスは、独り言のように呟つぶやく。

「騎士団長、ダンスもお上手じようずです」

　もっと下へ手たで、足を何度も踏まれることを覚かく悟ごしていたアルルだったが、ジュリアスは見事に期待を裏切ってくれた。

「だが、フォンダン準伯爵には敵かなわない。悔くやしいな。いつ練習してたんだ」

「幼おさない頃は、よく私が相手をさせられました。でもあんまり激しくて、うんざりしたのを覚えてます」

　アルルでは相手にならなかったのだろう。その後アルバートは、アルルの知らないところでダンスの腕を磨みがいたようだ。

「楽しいですか、騎士団長？」

　本当はこんなこと嫌いなのではないかと、ついアルルは心配してしまう。だがジュリアスは、いつにない笑顔を向けてきた。

「ああ、楽しい。楽しいが、まだ少し引っかかりがある。マリーナ王女が隣国に出向く時は、アルル・フォンダン、共に隣国まで同行しないか？　カイヤ殿下の憂うれいを、我々の助力で一いつ掃そうしよう」

　こうして踊っていても、ジュリアスは口を開けば堅かた苦くるしい話になってしまう。だが心を開いて、こんな提案をしてくれたことが、アルルには嬉しかった。

「問題は誕生日でしょうね。騎士団長、無事にマリーナ様は、誕生日を過ごせるでしょうか。それとも……やはり来るのでしょうか？」

「警護は完かん璧ぺきに行う。誕生日の祝しゆく宴えんの時は、どんなに踊りたくても、我々には踊ったり、酒を飲んでいる時間はない」

　ジュリアスの決意を聞いて、アルルも少し安心した。最初から夜の女王を相手にしていないなどと言われたら、また一から危機感を抱いだく理由を説明しなければいけなかった。

「私も……完璧に疑っていたわけじゃない。信じたくなかったのが本ほん音ねだ。我々の恐おそれが、無む駄だになることを祈いのってる」

「騎士団長、もっと早くに心を開いてお話しするべきでした」

　こんなジュリアスとだったら、いつまでも話していられる。そのうちに、意見の合うことだっていっぱい出てきそうだった。

「では、今からは……いつも心を開いて話し合うことにしよう。こうしないか？　とりあえず二人きりの時は、私のことをジュリアスと呼んでいい。私も、その、アルルと呼ぶから」

　アルルはそこでパシパシと目を瞬しばたたいた。

　やはりジュリアスの頭にだけ、雷は落ちたのだ。こんなに柔にゆう和わになってしまったジュリアスを、もう憎にくむなどとても考えられなくて、アルルはとても優しい気持ちになっていた。

　このジュリアスとだったら、ドレスに着替えて踊ってもいい。

　いつになるか分からないが、騎士の制服を脱ぐことになったら、真っ先にドレス姿をジュリアスに見せたいと、アルルは思わず考えてしまった。
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　そしてついに運命の誕生日がやってきた。宵よいに生まれたマリーナのために、祝しゆく宴えんは夜会となった。前回のカイヤ皇こう太たい子し歓迎の祝宴以上の招待客が、城内の広間を埋うめていく。

　次々と訪れる馬車には、着飾った貴族が乗り込んでいる。貴族だけでなく、庶しよ民みんでも富裕な者が何人か招待されていた。さらには聖職者、学者の姿もちらほらと見られた。

　アルルは騎士の正装で、さらに甲かつ冑ちゆうを纏まとって参列した。磨みがき込んだ剣と、弓矢も背負っている。それは全員同じで、招待客も異様な警けい護ごに、広間に入ってくる時は声を潜ひそめていた。

「姫騎士団長……私のことを覚えていらっしゃいますか？」

　瘦やせた男が寄ってきて、アルルに向かって微笑ほほえむ。

「ええ、アマゼウス・ギャレ様。著作も拝読させていただきました」

「それは嬉うれしい……。いよいよですな。失礼な言い方だが、私はついにイパネラに会えるかもしれないと思って、実は心弾はずませているのですよ」

「そうですか。でも、私たちは、ギャレ様の期待が裏切られるのを願っております」

「そうですな。確かに……そのとおりです」

　イパネラを追い続けたギャレは、何とも複雑な表情を浮かべた。心しん血けつを注そそいで書いた労作も、イパネラに読まれるなどという名めい誉よにはあずかれないだろう。もし読まれたとしても、その結果がギャレに届くとは思えない。

「この後、姫騎士団はどうされるのですか？」

　その質問に、アルルはもう答えを用意していた。

「マリーナ様は、今夜、アスレシア王国のカイヤ皇太子と婚約をなさいます。そして隣国に向かう時には、私たちも同行いたします。無事に婚こん姻いんが成立しても、私はしばらく隣国に留とどまるつもりです」

「ほう……それは大変ですな。ご自身も婚姻されるような年頃なのに」

「マリーナ様の幸せを守るために結成された姫騎士団です。その選択は苦ではありません。安心できるようなら、即時、帰国するかもしれませんが」

　このまま姫騎士団が解散してしまったら、アルルも悲しい。きっと生きる目的を見失ってしまうだろう。もう少し、そうもう少しでいいのだ。ドレスに着替える前に、騎士であることを楽しみたい。

　あんなに訓練を積んだのに、実際はその力を発はつ揮きするようなことは何もなかった。マリーナは城の奥深くで守られ、カイヤが現れるまで、誰だれもその聖せい域いきを侵おかす者はいなかったのだ。

「いよいよですな。十五年、私はこの時を待っていたのです。」

　ギャレの言葉が終わらぬうちに、城門に常じよう駐ちゆうする門番が、慌あわててやってきて、ジュリアスに向かって何事か訴うつたえているのが聞こえた。

「大変です。軍隊が、やってきました」

「軍隊？」

「中隊一つはありそうな、大人数です」

　その報告に、アルルは急いでギャレの側を離れ、ジュリアスと並んで立った。

「よ、夜の女王の軍隊でしょうか」

「分からない。招待客を慌てさせてはいけない。すぐに調べに行こう」

　二人がこっそりと城内から出て行こうとすると、慌てて追ってくる者がいる。カイヤの騎士のイシュダットだった。

「騎士団長、慌てることはありません。あれは殿下が呼び寄せた、アスレシア王国軍です」

「えっ？」

　そんな報告は一切されていない。いったいカイヤは、いつ軍隊を呼び寄せたのだろう。

「殿下はアマゼウス・ギャレの書いた書物を読み、危機感をつのらせたのでしょう。急きゆう遽きよ、早馬を自国に送り、もっとも信頼できる中隊長の軍を呼び寄せたのです」

「……我が国にも、軍隊はあります」

　ジュリアスとしては、スワンドール軍が非力に思われたのかと心外なところだろう。

「もちろん、スワンドール軍は信頼しておりますが、相手は人の生き血を飲む魔物だということです。何もなければ、アスレシア王国軍は夜明けと共に、自国に戻りますので」

　そこまでしてマリーナを守ろうとしてくれたのか。アルルにとって、それは嬉しいことだった。

「ジュリアス様、ここはお怒りになるところではありません」

　思わず意見してしまうと、ジュリアスはまた皮肉な調子で口元を歪ゆがめながら言う。

「当然だ。怒るより呆あきれる。たった一人の魔女相手に、何を狼狽うろたえているんだ。殿下は恋のせいで、またもやうつけに戻られたらしい」

「一人かどうか、分かりません。夜の女王は、大勢の仲間を従えています。昼には全く無力だけれど、夜には最強となる仲間を……」

　風が吹いてきて、城門の篝かがり火びを揺らす。そこでジュリアスとアルル、それにイシュダットは、並んで遠くの馬のいななきに耳を傾けた。

「彼らは城内には入りません。濠ほりの前で、敵方の動静を確認するよう、殿下より指示を受けております」

「そんな……長旅でお疲れでしょうに」

　アルルはつい軍隊の心配までしてしまう。それをイシュダットは笑った。

「軍隊とは、そういう過か酷こくな行軍にも、耐たえられるように訓練されているものです。あなた方がマリーナ王女を守るために、命さえ賭とす覚かく悟ごでおられるように、あの中隊は殿下のためなら、何があっても忠ちゆう誠せいを誓ちかいます」

　カイヤが持っているのは、老齢の騎士団だけではなかったのだ。それを知って、アルルはますますカイヤに対する信頼を深めた。

「しかし、こんな大事になっているのに、何もなかったらいい笑いものだな」

　ジュリアスが苦笑しながら言う。

　風はますます強くなり、篝火は大きく揺れた。それにつれてアルルは、微かすかに薔ば薇らの香りがするような気がしてきた。

「ジュリアス様、何か、香りませんか？」

「……」

　ジュリアスは答えない。それはきっと同じように薔薇の香りを嗅かぎながら、認めたくないと思っているからだ。

「姫騎士団長……覚悟はよろしいか」

　突然、イシュダットは老人とも思えぬ身軽さで、重たいだろう剣を引き抜いた。

「イシュダット様」

「聞こえませぬか？　馬車と、馬の蹄ひづめの音がします」

　それはジュリアスにも聞こえていただろう。ジュリアスもすぐに剣を抜き、篝火の光が届かない、闇やみの先に目をこらす。

「あそこには軍隊が待機しているのでしょう？」

　アルルには馬のいななきが聞こえるばかりだ。けれどイシュダットとジュリアスには、別のものが聞こえているようだ。

「そうです。軍隊が待機しているのに、その中を通って何かが来る……」

　そこでジュリアスは城内に走り始めた。

「騎士団、姫騎士団、城門に集まれ」

　ジュリアスの言葉は、伝令役によってただちに伝えられる。それによって、ばらばらと騎士と姫騎士たちが集まってきた。

　その時になってやっとアルルにも、遠くから走ってくる馬車の姿が見えた。

　黒い馬が引く六頭立ての馬車は、信じられない速さで城に近づいてくる。

「あの速さ、尋じん常じようじゃないわ」

　まるで吹き抜ける風のように、馬車は走ってくる。そしてその馬車の周りには、真っ黒なマントに身を包んだ、数人の男たちがやはり黒い馬で並へい走そうしていた。

「夜の……女王」

　アルルは剣を引き抜く。その手は震ふるえていた。

「神とも、悪魔とも呼ばれた……人の歴史より長く生きている……夜の女王」

　カイヤの軍隊は、夜の女王の一行に気がつきもしなかったようだ。不思議な力で、人心を繰るというが、まさにその力を発はつ揮きしたのだろう。

「団長、あれが、そうですかっ」

　ココがアルルと並び、弓に矢をつがえて訊きいてくる。

「そう……あれが、夜の女王よ」

　何ものにも邪魔されず、馬車はついに城門に続く橋を渡り、騎士団と姫騎士団が待ち構える城門前まで入ってきた。

　そして馬車は停まり、御ぎよ者しやが扉とびらを開くと、中から真っ黒なドレス姿の、この世のものとも思えない美しい女が降り立った。

「どこの貴婦人か存じ上げないが、今こ宵よいは招待されぬ者は城内には入れない。即座に、お引き取り願おう」

　ジュリアスの言葉を受けて、波打つ金色の髪を揺らしながら、艶えん然ぜんとイパネラは微笑ほほえむ。

「王女が生まれる前から、今宵の招待状はいただいているわ」

　ゆっくりとイパネラは歩いてくる。その後ろから、黒いマントの男たちが従っていた。

「ここは通せない。剣にかけても、お引き取り願いたい」

「ジュリアス・ガルデン公こう爵しやく、あなたの勇気は評価しましょう。けれどお分かりよね。約束とは、守られるためにあるのよ」

　そのままイパネラは、美しい漆しつ黒こくのドレスの裾すそを引きずりながら、城内へと入っていく。

　誰も動けなくなっていた。何とかイパネラの近くまではいけるのだが、それ以上の攻撃を仕掛けることができない。まるで体が自分のものではないように、動きは不自由になっている。

「マリーナ様っ！　誰か、マリーナ様をっ」

　アルルはやっとの思いで叫さけんだ。するとイパネラはアルルを振り向き、にっこりと微笑む。

「アルル・フォンダン伯爵令れい嬢じよう……騎士の姿も素敵ね。あなたの曾祖母ひいおばあ様に、よく似ていること」

　そのままイパネラは、堂々と城内に進んだ。すると玉座にいたオルドー王は、今まさに乾杯をしようとしていた杯さかずきを落とし、震える手でイパネラを指さした。

「誰か、その者を捕とらえろっ」

　けれど誰もイパネラに近づくことはできなかった。

「愚おろかな皇太子、今や、王におなりね。約束のものをいただきに来たわ。これまで大切に、守り育ててきたことには、敬意を払いましょう」

　一歩、また一歩とイパネラが進む先には、ピンク色のドレスに身を包んだ、マリーナの姿があった。

「まぁ、マリーナ姫、美しいこと。私は、美しいものが大好き。あなたもそうだったわね、オルドー王。けれどあなたは、本当の美しさを知らない。美とは、見えるだけのものではないのよ。ああ、そうね、あなたは学んだのだわ。でも、遅かったわね」

　ついにイパネラは、マリーナの前に立った。そしてイパネラの手が、マリーナの手を握にぎろうとした時、その前にカイヤが立ち塞ふさがっていた。

「夜の女王……」

「美しい皇太子、愚か者のふりはやめたのね。それでいいわ。叔お父じ上うえは、あなたの命を狙ねらっているけれど、そろそろ本気で反撃なさい。そうしないと、まず父上の国王の命が危ない」

「女王陛へい下か、私は、何度も、もっとも信頼していた叔父から殺されかけたのです。今の命は、あるのが不思議なほどのものです。だから女王陛下、お連れになるなら、どうかこの私を」

「あら、まぁ」

　そこでイパネラは、声を震わせて笑った。

　城内にいる誰もが、ほとんど動けなくなっている。なのにカイヤとマリーナにだけは、動ける自由が与えられていた。だからマリーナは、カイヤの前に立ち、イパネラがその体に触れるのを阻そ止ししようとした。

「殿下、いけません。これは、王と私、そしてイパネラ女王との約束です。殿下は、私のためにその身を犠ぎ牲せいになどなさってはいけません」

「いいんだ。私は生きていても、どうせまた命を狙われるだけの存在だ。あなたは……生きなければいけない」

「いいえ、いいえ、殿下。生まれた時からの、これが私の定めです」

　二人のやりとりを、イパネラは笑いながら見守る。そして二人の間に体を入れて、続く言葉を遮さえぎった。

「愛し合っているのね。素す晴ばらしいこと。けれど二人とも、薔薇が枯かれることをご存じ？」

　二人の手を取り、イパネラはまるで婚姻の時の司祭のように、その手を結ばせた。

「今は美しい二人も、いずれ歳を取るのよ。そして……醜みにくく老おいて、今の情熱も、その容姿が崩くずれるように崩壊してしまう。永遠の愛なんて、幻まぼろしに過ぎないの」

　それには誰が明確に反論できるのだろう。ここに居並ぶ大勢の夫婦の中には、明確にイパネラの言葉を否定できる者がいるのだろうか。

　何もできないアルルは、ただ悔くやしくて唇くちびるを嚙かむしかない。見るとジュリアスも、同じように唇を引き結び、無念そうに呻うめいていた。

「女王陛下、あなたは本当の美をご存じだ。でしたら、マリーナ姫の純真な心ほど、美しいものはないことに気がついておられるでしょう。私は、人に裏切られるばかりで、とても辛つらかったけれど、マリーナ姫の純真さに触れて、また生きる希望を手に入れたんです」

「いいのよ、皇太子。あなたの考えていることなんて、みんなもう分かっているわ。だったらこうしましょう。二人、一緒に連れて行くわ。そして私の城で、永遠というのがどれくらいで、その間にずっと愛し合い続けるのがいかに大変なことか、経験すればいいのよ」

「それは駄だ目めです。女王陛下……マリーナ姫には、人の幸せを与えたい。陽のない世界では、マリーナ姫の純真さも曇くもってしまう」

　カイヤの言葉を聞いているうちに、アルルの瞳から涙が滴したたった。何て素晴らしい愛の言葉だろう。そんな言葉を聞けただけで、マリーナは誰よりも幸せなはずだ。

「やめてくれ。もう、十分だ。夜の女王、約束は果たせないが、代わりに私の命を奪うがいい」

　振り絞しぼるような、オルドーの声が響ひびき渡る。

「一番の原因は、私の愚かさにあったのだ。もう十分、罰ばつは受けたつもりだったが、まだ足りないというのなら、私の体の血をすべて抜き取り、殺してくれて構わない。マリーナを自由にしてやってくれ。カイヤ皇太子にこんなに愛されている。もう少しで、幸福の扉が開くというのに……」

　そこでイパネラは不思議な力を弱めたのか、一気に人々の動きが自由になった。

　オルドーはがっくりと膝ひざを折り、マリーナとカイヤはひしと抱き合っている。

　アルルは剣を手にして走り寄ろうとしたが、ジュリアスによって阻はばまれた。

「ジュリアス様、どうして止めるんです」

「無駄だ。背後を見ろ」

　振り向くと黒髪の男が、アルルに刃先を向けていた。その男はふっと飛び上がったと思ったら、今度はアルルの前に身軽に舞い降りる。まるで鳥のような動きに、アルルは為なす術すべもなくじっとしているしかなかった。

「偉大なる夜の女王。あなたは公明正大な方だ」

　その時、広間の後方から大きな声が響いた。見るとギャレが、よろよろとイパネラに向かって歩いてくるところだった。

「慈じ悲ひ深き女神よ。どうか、人間の愚かさを許したまえ。十五年間は、あなたにとっては一瞬だろうが、人にはとても長い年月です。その間、大勢の人々が、姫を守るためにその身を犠ぎ牲せいにしてきたのですよ」

「誰かと思ったら、よく知りもしないくせに、私のことをいろいろと書いていた男ね」

「そうです。あれはあなたを称しよう賛さんする本です。ですが、ここであなたが残ざん酷こくな仕打ちをなさったら、私は最後のページを書き換えないといけなくなる。そんなことは、させないでください。あなたは美の追究者だ。この二人の物語には、ぜひ、愛ある終わりを贈おくって欲しい」

　ギャレはイパネラの足下に跪ひざまずき、ドレスの端をつまんで唇を押し当てる。その顔は恍こう惚こつとなっていた。

「約束を履り行こうしないなら、いいわ、ここで新たに約束をしましょう。姫の悲しみで枯れる薔薇を贈るわ。その薔薇が枯れたら、皇太子、あなたの命と一緒に、スワンドールとアスレシア、両方の国から千人ずつの命をいただくことにしましょう」

　そこでイパネラは振り返り、アルルとジュリアスを交互に指し示した。

「あなたたちが証人となりなさい」

「えっ……」

「他の者は、今夜のことはみんな忘れるけれど、あなたたちだけは、今、ここでした約束を覚えている。いいわね、ジュリアス・ガルデン。アルル・フォンダン」

「な、なぜ私たちが……」

「姫を悲しませないことね。幸せに慣れすぎると、人は些さ細さいなことで悲しむの。かといって不幸が続くと、幸せがどういうものか忘れてしまう。難しいわね。薔薇が枯れないことを祈いのるわ」

　そこでまた、人々の動きはすべて止まってしまった。その中、ジュリアスとアルルだけが、普通に動いていた。

「ジュリアス様……」

　剣を構えようとするアルルを、ジュリアスはそこで抱き留めた。
















「アルル、無む駄だだ。何もするな。それより、この約束をしっかり覚えておこう。そうしないと、いずれ両国の罪のない人々が、千人ずつ死ぬことになってしまう」

「は……はい」

　イパネラに対して、恐怖感や嫌けん悪お感かんはなかった。むしろ畏い怖ふの気持ちで、アルルはイパネラを見ていた。

「今度約束を違たがえたら、もっと難題を持ちかけるかもしれないわ。約束は守ってこその約束なのに……」

　黒いドレスの裾を引きずって、イパネラは城内を出て行く。その後を追う者は、イパネラの忠実な従者だけだ。

「アルル、大丈夫か？」

　ジュリアスは手を伸ばしてきて、アルルの体をしっかりと抱きしめてくれた。その時になって初めて、アルルは自分が激しく震えていたことに気がついた。

「もう大丈夫だから……」

　幼おさな子ごにするように、ジュリアスはアルルの頭を優しく撫なでてくれる。そうされているうちに、アルルは言葉にもできない激情に突き動かされて、声を上げて泣いていた。

「泣かなくていい。誰も傷つかなかった。怪け我が人にん一人、いないじゃないか」

　ジュリアスは必死で慰なぐさめてくれるが、アルルの涙は止まらない。なぜ泣いているのか、アルルにも分からないのだ。偉大なものに触れた時、人はこうして理性を失い、泣くしかできなくなるのかもしれない。

　女性の悲ひ鳴めいで、アルルはふっと我に返った。見ると人々が、広間の床に横たわる男の側に、駆かけ寄っていくのが見えた。

「大変、ギャレ様が……誰か、お医者様を」

　どこかの貴婦人が、辺りの人に助けを求めている。

　オルドーは立ち上がり、乾杯の杯を落としたことを詫わびている。そこにギャレが倒れたと騒ぎが起こり、医者が呼び出されたりしてさらなる騒ぎになっていた。

　医者はギャレの脈を取っていたが、すぐに諦あきらめて首を横に振っている。

「夜の女王が、やったのでしょうか？」

　アルルが不安そうに言うと、ジュリアスは首を横に振った。

「イパネラに会えて、感激のあまり心臓が止まったんだろう。それより、本当に誰も今あったことを覚えていないようだ」

　もはや誰も怯おびえていない。誕生祝賀会は、マリーナとカイヤの婚約発表の宴うたげとして、盛せい大だいに続いていた。

「そんな……簡単に忘れるなんて」

　呆ぼう然ぜんとするアルルに、ジュリアスは囁ささやく。

「薔薇の番人を命じられたんだ。アルル、二人して、これからもずっとマリーナ姫を守っていこう」

「ええ、でも、どうすればいいのかしら」

「難しいことじゃない。たまにマリーナ姫のところを訪れて、話し相手になればいい。そうだな、私は皇太子ともっと親密になろう。いっそ、どうだろう。これを機会に、私たちも婚姻してしまえばいいんじゃないか」

　ジュリアスは一気に言ってから、顔を赤くしている。

「イパネラは心が読める。私とアルルを番人に指名したのは、私が、その……アルルのことを特別に想っていたからだろうな」

「……」

　ではイパネラは、同時にアルルの心も読んだのだ。もしかして死ぬかもしれないと思った瞬間、アルルは心の中で、ドレス姿でジュリアスと踊おどる場面を思い浮かべていたのだから。

「カイヤ皇太子のように、上う手まいことが言えずにすまない」

「いいえ……それでこそジュリアス様ですもの」

　イパネラがアルルの心を読んだことは、生しよう涯がいの秘密にしようと思った。アルルには悲しみで枯れる薔薇など贈られてはこないだろうが、もしジュリアスとの間に悲しいもめ事が起こったら、ドレス姿で踊るんだと思い浮かべたことを、思い出すようにすればいい。

　そうすれば失いそうになった愛も、簡単に取り戻せるような気がしていた。
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　本当に誰だれもあの夜のことを、覚えてはいなかった。だがイパネラに会わなかった、町の人々はどうだろう。カイヤの命令で、わざわざ隣国から訪れた国軍の兵たちは、なぜ自分たちが呼ばれたのか、覚えているはずだ。

　アルルはそう思ってジュリアスと共に町に出た。あの愚おろかな五日間などなかったかのように、町は綺き麗れいになっている。マリーナの婚約を祝しゆくして、それぞれの家のドアには、赤地に白の薔ば薇らの刺し繡しゆうがされた小さな旗が貼り付けられていた。

　オルドーは最初に計画したとおり、各かく戸こにマリーナの顔を刻きざんだ銀貨を配った。一時的に潤うるおった人々は、それで汚れてしまった町や家を綺麗にし、マリーナと王室に対して敬意を払っている。

　けれど誰もが、マリーナが呪のろわれた姫君であったことを忘れていた。隣国の皇こう太たい子しは、していることは派は手でで奇き天て烈れつだが、心根はとても素す晴ばらしい若者で、マリーナが嫁とつぐのに相応ふさわしい相手だということは分かっているのに、それ以前のことは曖あい昧まいなのだ。

　隣国の軍隊も、いつの間にか皇太子の婚約の場に、その命を狙ねらっている者たちを近づけないために訪れたことになっていた。

「何だか信じられないような力ですね。だから夜の女王は、これまで人間に倒されることなく、生き延びているのでしょうか」

　二人で馬を並べて町を散策しながら、アルルはジュリアスに対して思ったままを口にする。

「そうだな。こんなに綺麗に消えてしまうなんて、どれほどの魔力なのだろう」

「だけど夜の女王が、記憶を消さなかった私たちのような人間がいるから、伝説は消えないままなのでしょうね」

「そうしてまた、アマゼウス・ギャレのような人物が、夜の女王の真実を探ろうとするのかもしれない」

　アルルはそこで、気の毒なギャレのことを思い出す。

　やっと憧あこがれ続けたイパネラに出会えたのに、それが心臓を破は裂れつさせるほどの感動を呼び起こしてしまったのだろう。

　婚こん姻いんすることもなかったギャレが遺のこしたのは、数冊の本のみ。ほとんどはスワンドールの歴史に関する著作だが、最後の一冊だけが異色のものとなった。

　さすがにイパネラも、本になったものを消すことまではしなかったようだ。いつかあの本によって、ギャレの跡を継ごうとする者が現れるのかもしれない。

「いずれ姫騎士団は解散することになると思うが……べ、別に、家にこもって退屈な奥方にならなくてもいいんだぞ」

　ジュリアスはこういうことを口にする時、必ず真っ赤になってしまう。きっとイパネラがやってこなかったら、勇気を出してアルルに求婚することなどできなかっただろう。

「そうですね。では、何をやりましょうか？　薔薇の番人以外に、できそうなことはありますか？　あったら教えてください」

「それを私に訊きくのか？　女に何ができるのか、一番分かっているのは女自身だ。自分で考え出してくれ」

「では、私が考えたことに、絶対に反対しないでくださいね」

「それは……分からない」

　むすっとするジュリアスを見て、アルルは笑いだす。

　本当にジュリアスは、意地っ張りで頑がん固こだ。だが今からなら、この欠点も直すことは可能だろうとアルルは思っていた。

「何で笑うんだ？」

「だって、ジュリアス様、すぐに思っていることが顔に出るんですもの」

「そ、そうか？　そんなことはないと思うが」

「私に対してだけかもしれませんが」

「……そ、そうなのか」

　男対女で争うなんて、実に愚おろかなことだと学んだ。けれどアルルは、ジュリアスに対しては勝ったかもしれないと思い始めていた。

　いつも強気のジュリアスが、アルルには弱気なところを見せる。照てれたりするだけでなく、最近はすぐに謝あやまるようになった。

　もしかしてとても愛されているのだろうか。それはとても嬉うれしいことだけれど、やはり弱気なジュリアスなんてあまり見たくないという気持ちがある。

　アルルがジュリアスのことをどう思っているのか分からなくて、自信を失っているのかもしれない。

「ジュリアス様、今度、それとなく兄のアルバートに、ココのことをどう思っているのか、訊いてくれませんか？」

「何で私が、そんなことを訊くんだ？」

「だって、アルバートが婚姻する気があるなら、私たちより先にするのか、後にするのか考えないといけないんですもの」

「……それはそうだな。フォンダン伯はく爵しやく家も、婚姻が続いては大変だろう」

　ジュリアスはそこでうんうんと頷うなずき、やっといつものように自信に満ちた態度になった。どうやらアルルが婚姻の期日を心配してくれたことで、その気があるんだとほっとしたらしい。

　二人はそのまま城へと戻る。夕暮れが近づいていて、空は燃えるような茜あかね色いろだった。厩きゆう舎しやに馬を預け、アルルは営えい舎しやに戻り、ジュリアスもまた騎士団の営舎に戻る。

　いつもならすぐにでも戻るジュリアスが、今日はまだ何か言いたげにアルルの側を離れずにいた。

「ジュリアス様、何か？」

　気を利きかせてアルルから先に質問してみる。するとジュリアスは、笑顔になってアルルの手をそっと握にぎってきた。

「カイヤ殿下が、いつも自然な感じでマリーナ王女の手を握るのを見ていて、とても羨うらやましかったんだ」

「……そうだったんですか」

　まさかジュリアスが、そんなことをしてくるなんて思っていなかったので、アルルはドキドキしてしまった。顔は真っ赤になり、ジュリアスをまともに見ることができない。

　こうなると負けているのは自分のほうだと、アルルは考えてしまった。

「私ともあろうものが、何て軟なん弱じやくなんだ。今日はずっと、アルルに触れたいとばかり思っていたんだ。だが、私は兄とは違うぞ。誰でもいいということはないんだ。アルルだけにしかこんなことはしていない。ああ、何でこんなに必死になってるんだ。自分でも恥はずかしい」

　そういうジュリアスも、やはりアルルに負けている。つまり二人とも、相手に対して優位になんてとても立てないのだ。

「カイヤ殿下を見習わないとな。もう少し、照れずにやれるといいのに」

　繫つないだ手は温かい。夕暮れの寒さが忍しのび寄ってきているのに、ここだけはまだ日中の日差しの中にいるようだ。

「殿下に失礼なことをしました。本物のうつけだと思ってましたから。まさかあれがすべて演技だったなんて」

「だからあの老齢な騎士団だったんだ。若い騎士だったら、歯がゆくて秘密をばらしてしまっただろう」

「ああ、そうですよね」

　そんな理由は考えもしなかった。賢かしこいカイヤは、長年王国を愛し、王に対して忠ちゆう誠せい心しんがある老騎士を、秘密を守れると信じて側に置いていたのだ。

「私は本物の殿下を知っていたから、マリーナ王女のために呼び寄せたんだ。それだけは信じて欲しい」

「ええ、信じます。まともになられても、殿下はやはり変わってらっしゃる。マリーナ様は、生しよう涯がい、退屈なさらないと思います」

「アルルは……生涯、退屈することになりそうだな」

　ジュリアスがまた自信なさげに言ったので、アルルは強くその手を握り返した。

　姫騎士団の営舎が近づいてきた。いよいよここで別れなければいけない。アルルは立ち止まり、こういう雰ふん囲い気きの時にキスはするものなんだろうと考える。

　だが、正式な婚約もまだだ。カイヤの前で、純真な乙女おとめに対して、婚約もしていないのに不ふ埒らちなことをしたと詰め寄ったのに、自分はそんなことをしたがるなんてと、アルルは自分を恥じた。

「ジュリアス様、ここまで送ってくださってありがとうございます」

　そっと手を引き抜こうとした。するとジュリアスは何を血迷ったのか、そのままアルルを抱き寄せて唇くちびるを重ねてきた。

　一瞬の出来事だったので、アルルにはどうすることもできない。ただされるまま、唇の柔やわらかさを教えられていた。

　唇が離れると、変わらずにアルルの側に顔を近づけたままで、ジュリアスは呟つぶやいた。

「不埒なことをした。思い切り殴なぐってもいいぞ」

　アルルは拳こぶしを握りしめる。

　けれど殴ることはできなかった。

「卑ひ怯きようです。私が殴れないと知っていて、そういうことをなさるんですから」

「恋をすると、男は卑怯にも弱虫にもなるんだな。何もかも初めての経験で、自分でもどうしたらいいのか分からない」

「そんなふうに悩んでいるジュリアス様は嫌いです」

「えっ……」

「正直に話してくれるのは嬉しいけれど……自分でも不埒なことをしたと思ってらっしゃるなら、明日にでも私の家に行って、ご自分の気持ちを私の両親に伝えてください」

　誰よりも母が喜ぶだろう。そう思うと、アルルも嬉しくなってくる。

「両親の前で、私と剣の試合をしてください。もし負けるようなら……お申し出を断るかもしれません。私だって、自分より弱い殿方となんて婚姻したくありません」

「ありがとう、アルル。今の言葉で、背筋がしゃんとした」

　ジュリアスはにこやかに笑い、それとなく剣を示す。

「明日から、訓練に力が入りそうだ。いくらアルルでも、女相手に負けるわけにはいかない」

「そうですね。そうやって燃えてくれるほうが、ジュリアス様らしい」

　そう言うアルルだって、そう簡単に負けるわけにはいかないから、明日からはまた訓練にいっそうの力が入りそうだ。

　ジュリアスはやっと戻る気になったのか、今度はアルルの手を取り、そっとキスをする。

「そういえば剣の手合わせは初めてだ。お手柔らかに、姫騎士団長」

　もし勝ってしまったらどうしようと、一瞬アルルは不安になる。けれどジュリアスは、そう簡単に倒せる男ではないだろう。
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　マリーナは隣国に嫁とつぎ、カイヤ三世の妃きさきとなった。いつ、誰だれが贈おくったのか分からないままだったが、マリーナは不思議な色の薔ば薇らを一ひと株かぶ、嫁ぐ時に持っていっている。

　やがてその薔薇はどんどん株を増やし、王妃の薔薇園として、アスレシア王国の人々の目を楽しませた。

　ジュリアスはマリーナの婚こん姻いんに際して、軍隊を引き連れて送り届けたので、カイヤの命を狙ねらったという叔お父じも、ついに王座を奪うという野望を諦あきらめたようだ。アスレシア王が退位し、カイヤに王位を譲ゆずったのを機に、叔父も隠いん居きよしてしまった。

　アルルはジュリアスと共に、薔薇の番人の任務を全まつとうした。

　薔薇は枯かれることなく咲き誇ほこっていたが、ある時、ついにすべてが枯れてしまった。

　それは偉大なる王だったカイヤ三世が、愛する王妃に手を握にぎられたまま、天てん寿じゆを全まつとうしたその翌朝だった。

　けれどイパネラは、薔薇が枯れても民の命を奪うことはしなかった。

　そんな約束があったことなど、覚えている者がいなかったからだろう。

　スワンドールの歴史を彩いろどった姫騎士団は、その後、二度と結成されることはなかったが、その勇士は美しい絵となって残されている。

　スワンドールの女たちは、くじけそうになると姫騎士団のことを思うという。

　優しさと強さを持った乙女おとめたちは、こうして伝説となったのだ。











終













あとがき






　いつもご愛読ありがとうございます。

　諸しよ般はんの事情により、発刊が遅くなって申し訳ありませんでした。やっとスワンドールの第三弾です。

　初めて読まれる読者様、よろしければ前作の『夜を待つ姫君』と『針の魔法』、共々楽しんでいただけたなら幸いです。




　さて、スワンドールとはどんな国なのでしょう。

　歴史は古いようです。古来からの神様を信しん奉ぽうしていて、暑すぎず寒すぎず、暮らしぶりは豊かなようですね。

　代々続く王族には、黒髪が多いのが特徴でしょう。王家は美男美女の家系ですが、もしかしたらこの国に住む人には美男美女が多いのかもしれません。

　王族の下には貴族がいます。彼らは領地を持ち、それらを管理して国庫に税金を納めます。もちろん王家も広大な領地を持っていますから、税など取らなくてもよさそうなものですが、そうはいきません。

　現代と変わらないんですよ。土木工事や、人々の安全を守る軍隊を維い持じするのに、お金がかかるのです。この作品中にはありませんが、戦争や飢き饉きん、予想外のことが起こった時には、王は国庫を開いて、国民を守るための資金を用意しなければなりません。

　それができなかったら、国が消滅してしまいますものね。

　では、スワンドールの貴族の暮らしとは、どんなものなのでしょう。

　爵しやく位いは上から一番目が公爵、これは王族の中で、王位に就つかなかった者がなります。公爵を名乗れるのは一代限りで、その子供たちは公爵家を継ぐことはできません。

　次が侯爵。こちらは貴族の中でも、もっとも広い領地を持っている者で、世襲制ですから、子供が継いでいくのですね。数はあまり多くありません。

　次が伯爵、こちらも世襲制で、侯爵よりやや領地は少なめです。こちらも代々続く名家ばかりですが、数は少なめですね。

　そして子爵となりますと、少し数は多くなりますが、あまり大金持ちということはありません。むしろ庶しよ民みんのお金持ちのほうが、贅ぜい沢たくな暮らしができるくらい。元々は、国家に功労のあった者に、贈られた爵位だったからです。

　で、男爵となりますと、ほとんど庶民と変わりません。日本で言うところの庄屋さんくらいの感じでしょうね。雇やとい人も少なく、生活はいたって庶民的。世襲制ではありますが、当主の行いが悪かったりすると、簡単に爵位を取り上げられちゃいます。

　ですから子爵や男爵の家では、美しい姫君が生まれて、より上位の爵位のある家に嫁とつげれば、もうめでたし、めでたしってことなのです。

　そこで姫君たちは、パーティーで上位貴族の子息の目にとまろうと必死で女を磨みがくわけです。

　姫に必要なのは、ダンスはもちろん、詩歌や音楽の素養、さらに美的センスです。何しろ『針の魔法』の時代になるまでは、家で衣装を作らせていたのですから、奥様のセンスがどうしようもなかったら、せっかくパーティーに行っても、姫たちが目立たなかったら、何の意味もなくなってしまいますから。

　そんな時代に、ドレスを捨て、剣と馬術に明け暮れていた姫騎士団は特異な存在だったでしょう。きっと姫騎士団に一度でも在籍した姫たちは、その後も少し変わった姫様として、社交界で活躍したことでしょう。




　イラストお願いいたしました、[image: 〓]なら咲さきコウジ様。ご迷惑、おかけいたしまして、申し訳なかったです。なのに丁寧なお仕事をありがとうございました。

　担当様、いつもご迷惑ばかりですみません。

　そして読者様、まだまだスワンドールの話は続くのですが、よろしければまたおつきあいくださいませ。
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著者

剛しいら

Siira Gou




我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。










イラスト

[image: 〓]咲コウジ

Kouji Narasaki




12月21日生まれの射手座Ａ型。

コーヒーを上手に淹れられるようになりたいなあと思う今日この頃です。




とても楽しく描かせていただきました。

ありがとうございました！




http://anemonade.com/
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